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Ⅰ.ごあいさつ

本日は寒さの厳しい中､ようこそおいでくださいました｡まずは､日頃から

大学と地域との連携事業-のご協力に対してお礼申し上げます｡

さて､神戸大学では､教育と研究と並ぶ3つ目の使命として､社会との連携協

力関係を掲げ､地域の発展に資する事業を支援する組織として平成15年4月に

地域連携推進室を設置しました｡また､人文学研究科､保健学研究科及び農学

研究科に地域連携センターが設置され､その他にも国際文化学研究科には異文

化交流研究センター､人間発達環境学研究科にはヒューマン･コミュニティ創

成研究センターがそれぞれの専門分野を活かして地域連携活動を展開していま

す｡さらに､本学の学生諸君も地域において様々な地域活性化を図る取組を行

っています｡

地域連携活動発表会は､毎年の地域連携事業の活動状況を報告し､これに対

して､様々な関係者からご意見をいただき､翌年度の活動に活かすことを目的

としたものですが､本年度は特に､実際に事業が行われている現場を重視いた

しました｡

活動状況の報告とともに､ ｢地域連携事業の現場から｣というテーマでパネ

ルディスカッションを企画しております｡ここでは､学外からもご参加いただ

き､それぞれの視点から神戸大学の地域連携に対してご意見を頂くこととなっ

ております｡

本日の発表会が､神戸大学における今後の地域連携活動の新たな展開の一助

となることを期待しています｡

最後に､本発表会-のご参加のお礼を申し上げますとともに､今後とも本学

の地域連携に対するご支援 ･ご協力をお願いしまして､簡単ですが､開会の挨

拶とさせて頂きます｡

神戸大学理事 (副学長) 薄井 洋 基



一神戸大学の地域連携について- (地域連携推進室長あいさつ)

奥村弘･神戸大学地域連携推進室長(人文学研究科教授)

地域連携推進室長の奥村でございます｡本日は､本学の地域連携の基本的な考え方につ

いて､簡単にご説明をさせて頂きたいと思います｡本学の地域連携の基本的な考え方とし

て5つの事があります｡1番目は神戸大学が学術､文化における地域社会の重要な担い手で

あることを自覚して､この分野における地域社会のリーダーとして組織的に地域活動を進

めていく､というところにあります｡2番目は､神戸大学というものが神戸の持つ国際的港

湾都市としての文化的な位置を高めていくこと､それから地域から世界-発信しうるよう

な地域連携事業を展開していくことをも目指しております｡3番目には､兵庫県は多様な地

域社会を持つ県でございますけれども､そこから地域社会の発展や活性化につながる､こ

れは日本全体にもつながっていくような普遍的な課題を発信していくということを理念と

してあげています｡4番目には県内の自治体や地域団体との持続的な連携を大事にするとい

うことで､持続性や継続性を大事にしていくということを中心に考えております｡5番目

は､地域との継続的な連携の中から大学自身の持つ教育や研究の局面も地域にお願いして

いくことも大学としては積極的にしていきたいということでございます｡

つぎに当面の目標についても少し説明させて頂きます｡本学では､90年代以来､意識的

に展開され､自治体や地域団体などと信頼関係を構築してきた三つの領域を重点領域とし

ながら､ここでの信頼関係を基礎に､他の分野においても着実に地域連携を展開していく

という方針をとっています｡三つの重点分野は､第一に ｢地域歴史遺産の利活用による地

域文化の育成｣､第二に ｢地域社会の自然環境利用による地域の活性化｣､第三に ｢少子

高齢化社会に対応した地域支援｣です｡本日はこの第三番目の取組の新たな展開として経

済経営研究所からも報告を頂きます｡また､特に本年度は新たに学生の地域連携活動につ

いての支援を開始しましたが､その事例として豊岡での児童文化研究会の活動についても

報告をお願いしています｡

また地域連携の担い手として､本学は部局を重視しております｡先ほどの三領域は､そ

れぞれ人文学研究科､農学研究科､保健学研究科の三研究科の地域連携センターに担い手

になって頂いております｡また地域連携の相手先として､大学本部が所在する灘区をはじ

め､大学の施設所在地にある自治体や歴史的に関連の深い自治体と継続的な連携関係を構

築していくことを目指しています｡さらに地域連携の財政的基盤の充実のために､自治体

のみならず銀行や地域の企業にメセナ的な対応を求める活動を今年はじめて､後に述べる

小野市との連携事業の中で展開いたしましたが､このような方向もいっそう追求していき

たいと考えております｡さらに学術文化に対する自治体や地域団体などの取り組みを支え

ることができる人材の育成についても､独自のカリキュラムを編成するなど､対応を進め

ていきたいと考えております｡さらにこのような中で､地域連携事業を担う研究者に対す

る大学内での評価の確立を進めていきたいと考えております｡

本日は､初めてご参加頂いた方もおられると思いますので､簡単ですが神戸大学の地域

連携について話をさせて頂きました｡
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Ⅱ. ｢青野原停虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣報告

1.｢青野原停虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣について

2.オース トリア国家文書館における ｢青野原伴虜収容所里帰り

展覧会 ･演奏会｣について

3.ウィーンでの ｢青野原伴虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣を

振り返って

4.ウィーンでの里帰り演奏会に参加して

5.｢青野原停虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣写真資料
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1.｢青野原停虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣について

奥村弘･神戸大学地域連携推進室室長(人文学研究科教授)

※配布資料pl～P4参照

地域連携推進室が中心になって小野市と連携しておこなった ｢青野原停虜収容所停虜兵

のオーストリア里帰りプロジェクト｣ (昨年 9月に､オーストリアの国家公文書館で里帰

り展覧会を開催するとともに､同館および軍事史博物館で再現演奏会を開催)が行われる

までの小野市との地域連携事業の展開について報告し､そこから大学の地域連携のあり方

を提示したいと思います｡

小野市は､東播磨の中央部にある人口 5万人弱の都市で､市としては神戸大学と最初の

包括協定締結市です｡日本の多くの自治体は､この間､市町村史を編纂し､自己の地域の

歴史文化のあり方を明らかにしてきました｡多くの人文社会系の大学教員がそれに参加し､

自治体史の執筆に携わっています｡小野市の場合も､1990年代初頭から､2004年まで､お

およそ15年をかけて市史を編纂しました｡

このような事業は､多くの場合､大学教員は個人で参加し､執筆が終われば仕事が終了

するという形態を取ってきました｡市史を編集する部局も解散してしまいます｡これに対

して､小野市では､好古館 (市立博物館)に事業が引き継がれ､それを2002年に設置され

た神戸大学文学部地域連携センター (現人文学研究科地域連携センター)が支援する体制

が生まれました｡このようなあり方はこれまでほとんどなかったものですが､このような

形が出来た背景には､阪神 ･淡路大震災があります｡大震災では､全国の歴史研究者や博

物館学芸員､市民などが協力して､被災地の歴史資料を保全するという活動が行われまし

た｡

詳細は省きますけれども､資料の写真にありますように､ガレキの中に埋もれた古文書

など地域の歴史遺産を保全するにあたり､積極的に様々な市民の方と一緒に保存していく

という活動がなされました｡地域の郷土史の専門家と院生 ･歴史研究者が一緒に､地域の

中を巡回調査もいたしました｡このような活動をしていくうち､大きな災害からの復興に

は､文化遺産や地域の歴史的な遺産を活かしたような取り組みが社会の中で極めて重要な

意味を持つことがわかってきました｡震災復興の中､古文書教室が行われ､これがやがて

市民自身の ｢宝塚古文書を読む会｣という会となって展開していきます｡さらに､阪神 ･

淡路大震災以降も様々な水害や地震の中で､文化遺産をこういう市民レベルの力で守って

いこうという動きが全国で生まれるようになりました｡

昨今､地域社会の危機が問題になっています｡これらの活動の中から､地域文化は地域

社会の再生に必須のものである､そして地域文化の保持を自覚的に考えて行動する市民の

方が沢山おられるということが分かってきました｡しかし､このような活動を進めるため

には地域の文化関係者の協働した持続的､組織的な活動が必要ということも分かってきま

した｡さらにそのような活動を行う基礎的な組織として､地域において大学の持つ地域文

化形成力というものが非常に重要であると考えるようになってきました｡このような意味
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から､大学の社会連携を考えるべきではないのかということが分かってきたのです｡

大震災後に起こったこのような動きは､決して特殊な事例ではありません｡阪神 ･淡路

大震災の経験を全国的に総括する中で､このような見方は､全国的にも検討されるように

なりました｡2004年4月､内閣府の ｢災害から文化遺産と地域を守る検討委員会｣では､

｢文化遺産と地域を合わせて守る｣という考え方において､ ｢地域の核として認識されて

いる文化遺産であれば､それは世界遺産､国宝と限定する必要はないと考える｣､という

答申が出されました｡指定文化財以外を文化遺産として守らなければ地域の文化は守れな

い､という答申が出たというのは非常に画期的なことです｡日頃私たちが見ているものが､

地域の人にとって重要だとの合意ができれば､それは災害時に救出されるべき文化遺産だ

ということを意味します｡たとえば､阪神 ･淡路大震災の写真や個人の日記なども､大地

震後の状況を次の世代-伝えていくことで地域の文化を支えるという非常に大きな役割を

果たすということになるわけです｡そして､様々な地域の文化そのものを地域全体として

守り､活用されるような環境を作っていくことを全国的に課題として捉えるようになって

いったわけです｡

2007年10月30日の文化庁文化財審議会文化財部会でも同じような意見が出されました｡

地域の文化というものが､その地域の人にとっては他の地域の人と違ってかけがえのない､

その地域にだけしか存在しないものとして､非常に大事にされるようになっていく方向性

が打ち出されるようになってきています｡

具体的に､どのような方法で､地域の文化を守り､活用していったらよいのか｡初めて

の課題に､なかなか答がみつかりませんでした｡今でも記憶していますが､内閣府の委員

会で ｢どうしたら具体的に対応できるのか｣という問題に誰も発言できないということが

ありました｡やはり問題は具体的な方法を開発するということが非常に大切なわけです｡

これについて､小野市では ｢地域展方式｣という新たな方式を開発したのです｡これは

非常にユニークな方法だと思います｡市内の区 (江戸時代の村に相当)を単位として､地

域の大人と子どもが共に地域の歴史遺産を学んで､その学んだことを地域の博物館で展示

して更に図録も作るということです｡このために5月頃からその準備を始め､11月頃に展

示を行う｡そのような事業を､2002年から始めたのです｡実際には､小学校の先生方と､

どのような形でその地域の文化を一緒に子どもたちと勉強するのか事前に打ち合わせをし､

その後､それぞれの村の中で､子どもたちとその村の区長さんやお年寄りの人たちとが一

緒になって､どこで何を勉強しようかと話をします｡また､子どもたちが村にある江戸時

代の地図を見ながらかつての村の様子を考えます｡村毎に､村の特色がある企画が行われ

ていきます｡その成果は､図録に作り､誰がその図録を作ったのかという名前入りで出す

ことも行っています｡地域の方々も子どもたちにとっても､生身の地域の文化というもの

を自分たちの中で勉強できるというスタイルができ上がっています｡

神戸大学は人文学研究科地域連携センターを中心に､この一連の過程をその準備､内容

の検討､フィール ドワークなども含めて､学術的にそれを支えていくという事業をずっと

展開してきました｡こういう形で､10年間以上かかったような学術的な研究の成果という
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ものが利用されていくわけです｡

市民の側は､このような一連の活動をとおして､もう一度自分たちの地域､この場合は

江戸時代の単位でありますが､その再発見をしていきます｡このような地域発信型の展示

を行うことによって､年間8,000人位であった博物館の入場者が1万5,000人になったと伺

っています｡小さな 5万人位の都市で､しかも他所から有名なものを持ってきて展示する

のではなく､自分たちの地域にあるものを発信する形で､これだけの人数を地域博物館に

呼び込むことができるところは､ほとんどありません｡

現在は､-村ずつやりますと､市の中に70以上の村があるために 70年かかってしまい

ます｡もう少し大きな単位である旧行政村 (江戸時代の村 10個位)単位で､大学と協力し

て展開しています｡ちなみに､日本全体で江戸時代に 8万位だった村は､明治の合併のと

きに1万5,000位に､現在は2,000を切っています｡8万なり1万5,000なり位の村の単位

というものは､地域の文化の中では極めて大事な位置を占めているということもこの一連

の活動の中で分かってきました｡

こういった活動を続けているうち､次に地域と世界を往還させるという課題が浮かび上

がってきました｡大学自身が地域文化の形成者としての役割を発揮することになったので

す｡市史の編纂事業の中で､第一次世界大戦当時､小野市と加西市と加東市の 3つのちょ

うど境目にオーストリア人を中心とした停虜収容所があったことが再び注目され､大きな

研究テーマとなりました｡本学人文学研究科の大津留厚教授などが研究の中心となり､市

史編纂時から停虜収容所の研究が展開されました｡そして､様々な停虜の生活や地域の人

たちとの関わりが再発見されました｡そもそも収容所の問題というのは日本近代史の大き

な問題です｡捕虜というものをどう考えていくかということに目を向けるならば､歴史学

全体の問題でもあります｡また､大正期に西洋音楽がどのように日本-入って来たのか｡

同時に発達科学部の岸本肇教授によるこの収容所で行われた体操の日本-の導入等の研究

など､新しい研究領域を提示してきました｡その中で､当時停虜収容所で行われたコンサ

ー トの復元事業も協働で行われました｡本学の交響楽団が演奏するために､人間発達環境

学研究科の田村文生准教授が新しくスコアを書き直し､指揮もしていただきました｡そし

て､これらの成果は､2008年 9月にウィーンのオーストリア国家公文書館で､資料展示会

と神戸大学の交響楽団による再現演奏会によって､世界に披露したのです｡地域社会が世

罪-と発信するときに､大学全体でサポー トしたと言えます｡このように地域連携の二つ

の方法がうまく機能して初めて大きな事業ができたわけです｡

この時､地域の企業との関係でも新たな動きありました｡小野市にあるアマダ工業とい

う会社が､オーストリアにも工場があることがわかりました｡このアマダ工業の皆さんが､

このウィーンでの企画に物心両面で支援していただきました｡

この事業規模自体は相当大きく､常勤人件費を含んで5,000万円弱位の事業費がかかって

います｡実際には様々な人達が相互に協働することによって､大学側の直接経費は 700万

円位の額でそれが実際に行われました｡寄附も 450万円ほどいただきました｡こういう形

で､様々なところが相互にお金を出し合う､もしくは力を出し合う､人を出し合うという
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中で大きな事業を展開してきたということは､地域連携としては､今後も重要ではないか

と思います｡こういう形で小さな地域の博物館が大きな事業を行い､そして地域の文化を

豊かにしていくという活動を展開してきたと考えています｡また､この事業のように､一

つの自治体と国家レベルの公文書館が協働で事業を行うということは､これまでほとんど

無かったと思います｡逆に､日本の場合ですと､日本の国立公文書館が自治体と共に事業

をするということは聞いたことがございませんから､そういう点でも極めて画期的な事例

でした｡

大学からみれば､このような連携事業のなかで小野市は､研究 ･教育のフィール ドとし

ても重要な意味を持つようになりました｡ ｢地域展｣を利用した長期型の実践的な博物館

実習が継続的に行われています｡また､本学の全学開講科目の地域遺産保全活用論の教育

フィール ドともなっています｡また､交響楽団の音楽活動でも今後も使わせて頂けること

になっています｡研究における意味は先に述べたとおりです｡神戸大学はこの分野におい

ては､文科省の現代GPに採択されて以来､学生､社会人､専門家という三層の地域リーダ

ーを養成して地域文化遺産を伝えるという人材育成プログラムを持っていますが､これを

展開するフィール ドとしての重要性も深まっています｡

終わりに､地域文化の担い手としての大学の役割に触れておきます｡この間､災害が起

こってから各地に地域文化遺産を守るネットワークができました｡これはほとんど全て､

それぞれの地域の大学がその拠点となっています｡これは地域の中で大学の果たす役割が

いかに大きいかということをあらわす一つの事例だと思っています｡さらに､具体的に地

域文化形成を担ってきた大学の役割として､ネットワーク型の活動拠点を育てていくとい

うことに大きな位置を占めてくるようになりました｡この分野だけ見ましても､例えば佐

賀大学に佐賀大学地域学歴史文化研究センターができるなどの動きも見られますし､県内

でも ｢大学コンソーシアムひょうご神戸｣という中で､神戸大学と大手前大学と神戸女子

大学の 3大学のネットワークの事業が生まれ､さらに関西学院大学と甲南大学が入るとい

うことでより大きな形で育ちつつあります｡

大学と自治体等が共有しうる課題を発見し､具体的な方法をもって事業を展開していく

ということは今回の事例のみならず､色々な分野に共通することであると考えています｡

この事例を活かして､本学の地域連携をより豊かに展開をしていきたいと考えている次

第です｡少し長くなりましたが､これで終わります｡
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2.オーストリア国家文書館における ｢青野原停虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣について

人文学研究科 教授 大津宮 厚

兵庫県の小野市と加西市にまたがる青野ヶ原には第一次世界大戦時に捕虜収容所が置か

れ､ドイツ兵､オーストリア-ハンガリー兵合わせて500名ほどが収容されていました｡

神戸大学と小野市で共同して取り組んできた地域の歴史遺産の掘り起こし事業の展開の中

で､捕虜収容所に関する調査は大きく進展し､その成果は小野市立好古館､神戸大学にお

ける展覧会で公開されてきました｡今回捕虜兵の故郷といえるウィーンで展覧会を開くこ

とになりました｡捕虜兵に関する史料も保存されているオース トリア国家文書館で展覧会

を開くことは､日本での史料と併せてオース トリア側の史料も展示されることによって､

捕虜収容所研究の一層の発展につながることになります｡もとより捕虜兵の故国で開催す

ることは捕虜兵の関係者に周知される可能性が高まり､捕虜兵研究に新たな展開が生じる

こと-の期待もありました｡

2008年9月3日､オーストリア国家文書館で行われた展覧会の開会式には日本とオ

ーストリアの関係者を含め100名以上の参加者があり､関心の高さが窺えました｡実際

に未知の史 ･資料の公開もあり､その点でも大きな成果があったと言えます｡また現地の

新聞による報道もあり､今後捕虜兵関係者からのコンタクトも期待されます｡

神戸大学オーケス トラによる収容所演奏会の再現も好評でした｡特に第一次世界大戦時

まで兵舎として使われ､その後第一次世界大戦関係資料を含む戦争関係の資料を保管､展

示する軍事史博物館で第一次世界大戦の捕虜兵の演奏会が再現されたことは､大変意義の

あることだと思います｡

筆者は先遣隊として2008年8月 10日にウィーンに入り､展覧会､演奏会の準備を

行いました｡神戸大学が主催者となって海外で展覧会､演奏会を行うことはこれまで例が

無かったことなので､準備の過程を日誌にまとめてみました｡今後の参考にしていただけ

れば幸いです｡
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青野原停虜収容所展覧会 ･演奏会準備目論inWien,2008

月日 内 容

8月 10日 ウィーン着oウィーン市郊外の19区にあるホテル .
カイザー .フランツ.ヨーゼフに宿泊o

8月11日 展覧会の準備のために国家文書館､軍事史博物館､

日本大使館文化担当官を訪ねて協議o

軍事史博物館の演奏会はほぼ準備完了○

文書館は明日の搬入にOKが出て､細かいことについ

ては13日に話を詰めることになったo

8月 12日 日本からの展示物の搬入が無事終了o(オーストリア

政府奨学生 (10月から)の村上亮君が手伝う)

ビリヤード台など日本で見ていたときには大きく見

えたものが展示室に置いてみたら小さくて､展示室

が埋まるかどうか心酉己になるo

8月 13日 文書館で担当者とミーティングo展覧会に関する全体の統括はハ-ゼンコプフさんが担当o

パネルの作成について打ち合わせo

8月 14日 午前中にオーケストラの学生の手伝いをしてくれる

ウィーン大学の日本学科の学生と打ち合わせ0-人

はオーストリア人でパセ .パセカさんo留学経験は

ないが日本語が上手で､卒論のテーマが阪神大震災

ということなので､神戸に関心があるとのこと.も

う一人は東外大の学生で交換留学生として来ている

福多彩加さんO東外大での指導教員は相馬保夫氏.

8月 15日 開会式の出席者のリスト､開会式のプログラム作成O

8月 18日 文書館で展示に関するミーティングo展示の担当者
と打ち合わせo

8月 19日 グラーツ-○

グラーツに留学している大阪市立大学大学院の米岡

君の知り合いのオース トリア人が青野ヶ原で修士論

文を書きたいということで面談0日本に一年半いて

日本語も出来る歴史学専攻の学生で､9月3日にす

る講演の校閲を依頼o

8月20日 10時からグラーツのエッグンベルク城で薮田先生は

じめ関大一行と合流して､襖絵の調査o

午後､語学研修の神戸大学の学生がお世話になって

いて9月4日の学生と学長の会談をアレンジしてい

ただいている宮良真理子先生と打ち合わせ○

8月21日 小野市から開会式と答礼レセプションについて問い合わせo

8月22日 文書館の工房でパネルづくりを視察o準備は順調o

楽器の手配も終了○

手配先 :MartinBreinsch皿id

文書館と軍事史博物館での楽器 (チューバ､コント

ラパス2台､ティンパニなど)の使用に関して､1,650
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月日 内 容

8月 23日 午前､ウィーン大学日本学学生､イレ-ネ .コンラ
-トさんと打ち合わせoコンラートさんは父親がグ

ラーツ大学の学長を務めた歴史家o

小野市からの問い合わせo

8月 27日 朝からパネルの飾り付けに着手○パネルで出来てい

ないものもあるので本格化するのは明日からo ドイ

ツ語版のカタログが出来あがるo

合間にオース トリアの捕虜収容所に関する史料調

査o

夕方シユパン教授をウィーン大学の東欧史研究所に

訪ねて､展覧会開会式-の出席を依頼o

8月 28日 展示が順調に進んで､文書館所蔵の乃木希典の額を
展示することにo

8月 29日 展示の準備は順調に進むo指揮の田村先生から譜面台などの追加注文o楽器業

者に手配.

8月31日 ウィーンから電車で一時間くらい行ったところにあ

るジーグムント-ルベルクを訪問0第一次世界大戦

のときの捕虜収容所があった町で､当時 3万人ほど

の捕虜 (ロシア兵､後にイタリア兵)を収容してい

たoその名残らしき建物の写真を写すO鉄道博物館

のオープンハウスで収容所関連文献を入手o石井大

輔君がウィーン入りo

9月 1日 午前､通訳の淵野恵子さんと打ち合わせo

夕方､石井君を伴って田村､長野両先生､木村さん､

堀田さん､オーケストラ一行を空港に出迎えo トロ

ンボーン一台に破損が発生し､入国が少し遅れるo

ホテルで日程の打ち合わせo

9月2日 文書館食堂でオーケストラのメンバーと食事○

そのあと手配していた楽器が到着o必要な楽器がそ

ろつていることを確認して支払いo

文書館の一室を借りてオーケストラのメンバーは練

習○ウィーン大学日本学科の学生射場なつみさんを

加えて 4人の手伝いの学生がそろうoオーケストラ

のメンバーのアテンドについて打ち合わせo毎日新

閲の取材o

市長一行､奥村先生､勝平部長､市民団､岸本先生

ウィーン入り.宿泊先のヒル トンホテルで日程調整.

野上学長が緊急の公務で来られなくなったことを受

けて善後策を協議○開会式の学長挨拶は大津留が代

読し､グラーツの語学研修の学生との恕談は奥村室

長が代理を務め､グラーツ大学表敬訪問は勝平部長



午前 :オーケストラのパー ト責任者､田村先生､長

野先生と軍事史博物館の演奏会場視察｡担当者と

細かい点を詰める｡昼食は軍事史博物館内のレス

トランで｡

午後 :蓬莱小野市長は駐オーストリア日本大使を表

敬訪問｡

好古館長大村氏と小野市からのプレゼントなど

を仕分け｡

通訳の淵野恵子さんと学長挨拶の代読などにつ

いて打ち合わせ｡

小野市民団､文書館訪問｡展覧会内覧会を実施｡

蓬莱市長､文書館ミコレツキー館長と会談｡文書

館内見学O

オーストリアの 『ノイエ･クローネン･ツアイツ

ング』紙の取材

オーケストラのメンバーはリハーサル｡

18:00展覧会開会式 司会 奥村室長

開会の挨拶 ミコレツキー国家文書館館長

蓬莱小野市長

野上神戸大学長 (大津留が代読)

18:15講演 大津留原｢青野原伴虜収容所展について｣

長野順子｢収容所の音楽会について｣

19:00 コンサート 指揮 田村文夫

演奏 神戸大学交響楽団

20:00 展覧会内覧会

20:30 歓迎パーティ

アマダ工業の川端氏､酒井氏､ダイキンヨーロッ

パ､文書館の招待客など出席者は 100名を超え

た｡

演奏も好評だったが､時間の都合でアンコールま

で出来なかったのは残念｡展覧会は皆熱心に見学

していた.

市民団一行､小野市一行､神戸大学関係者はバスに

同乗し､アマダ工業のオーストリア工場見学-｡山

中のレストランで食事oグラーツ-o市民団､小野

市一行は市内見学の後バスでウィーン-｡神戸大学

関係者はグラーツ大学に語学研修で来ている学生と

恕談｡夕方､ラントハウスのレストランでグラーツ

大学関係者と夕食会｡

月日 内 容

9月5日 午前 :グラーツ大学副学長を表敬訪問○午後､列車
でウィーンに帰る○

軍事史博物館で演奏会○その場でビエフエ形式の交

流会○

9月6日 ウィーン市役所地下のレストランで答礼の昼食会o文書館のミコレツキー館長は体調不良で欠席o展示

責任者のハ-ゼンコップフさんが代理を務める.

9月7日 ウィーンの伝統的レストラン.グリー-ンバイスルで蓬莱小野市長､藤原小野市議会議長､岩崎市長秘

書課長､大村好古館長､小野市市民団との夕食会○

9月8日 関空にオーケストラのメンバー無事に到着し､解散o

9月 10日 国家文書館主宰のドイツ､オーストリア近世史に関
するシンポジウムに参加.12日まで.

9月 11日 シンポジウムに参加o

9月 12日 ドイツ､オーストリア近世史に関するシンポジウム
終了o

9月 13日 青野原停虜収容所の写真集を提供していただいたデイータ一 .リンケさんを訪問するため､ハノーバー

-08時間の列車o

9月 14日 朝､ディータ一 .リンケさんにホテルまで迎えに来ていただいて､リンケさん宅を訪問し､リンケさん

所有の資料を調査.列車でウィーン帰着.

9月 16日 文書館で残務整理o

9月 17日 資料など郵送o文書館に預けていた荷物を回収○

9月 18日 資料など郵送o文書館､大使館に挨拶にo

9月21日 ウィーン発

9月22日 関西国際空港着

10月 小野市好古館粕谷さん撤収作業

11月17日 蓬莱さんにビリヤード台返却o加西市市史編集室訪
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3.ウィーンでの ｢青野原伴虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣を振り返って

小野市立好古館長 大村 敬通

1.はじめに

小野市は､兵庫県の東播磨地域の中央部にある､人口約5万人の市である｡小野市立好

古館は､小さな地域博物館ではあるが､神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターと

連携をとりながら､さまざまな試みをおこなってきた｡その一つが､2002(平成14)年度

から取り組んできた地域と連携しながら作り上げる ｢地域展｣である｡

｢地域展｣とは､小野市にある一つの ｢町｣をとりあげ､そこに暮らす子供達に町の歴

史を伝えていくため､小 ･中学生と地域の大人達が一緒に地域を歩きながら自分たちの地

域の歴史を調べ､その成果を好古館で展示するものである｡この現地調査には､学校の協

力をあおぎ､町の担当教諭や町の歴史に詳しい大人や親たちも同伴した｡そのまとめには､

各公民館で町の役員や親たちのアドバイスを受けながら､子どもたちが作品に仕上げた｡

この ｢地域展｣の取り組みは､町の地域活性化の一助にもなるとの思いもあった｡町の

歴史を調べ､その成果をまとめるには､町の自治会 ･子供会の役員 ･住民の方々､学校及

び地区担当の先生方､古老の皆様など､さまざまな方々の御協力が必要だったからである｡

｢地域展｣の開催による最大の成果は､小 ･中学生が自ら自分達の暮らす町を調べるなか

で､その素晴らしさに初めて出会うと共に､町の人達とも知り合う良い機会になったこと

であった｡幸いにもこの ｢地域展｣は文化庁芸術拠点形成事業として高い評価を受け､異

例にも6年もの間に渡って文化庁からの支援を受けてきたのである｡

2.ウィーン展-の足掛かり

2004(平成16)年3月､小野市史編纂室は､小野市史の最終巻として 『AONOGAHARA

捕虜兵の世界』 (『小野市史』第三巻本編Ⅲ･別冊｣)を発刊し､市史編纂事業を終えた｡
市史編纂室は解散し､収拾された膨大な史資料は､好古館に引き継がれた｡

小野市史編纂 ･執筆委員でもあった神戸大学人文学研究科 ･奥村弘教授は､以前から好

古館の ｢地域展｣の手法を高く評価されていた｡地域と子どもたち自らが町の歴史を掘り

おこし､地元の歴史系博物館である好古館を活用しながら､地域を活性化する方法に関心

を示されたのである｡

2005(平成17)年1月26日､小野市と神戸大学は ｢小野市と国立大学法人神戸大学との連

携協力に関する協定｣を締結し､文化 ･教育の分野を中心に､神戸大学大学院人文学研究

科地域連携センターと好古館の連携が始まった｡教授 ･准教授などの教員､文学部や大学

院の学生たちにも ｢地域展｣に参加して貰うことになったのである｡

2005年から､地域展は､小野市の66ある町を一つ一つ取り上げるのではなく､市内にあ

る6地区 (小野 ･河合 ･来任 ･市場 ･大部 ･下東条)ごとに調査することにした｡最初に対

象となったのは､加古川右岸､ ｢青野原停虜収容所｣-の入口に当たる河合地区であった｡

事業の実施にあたっては､好古館と神戸大学で､河合地区地域づくり協議会の役員の方

々と協議を重ね､学校 ･地域の役員と住民が一帯となって小野市河合地区の近世 ･近代か

ら現代をテーマに取り上げた｡さらに､大学の参加によって､市史事業からの蓄積である

｢青野原停虜収容所の世界｣展にも取り組むことができた｡
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｢青野原停虜収容所の世界｣展での研究成果発表は､好古館での伴虜の遺品や史資料の

展示だけで完結するものではなかった｡地元住民-の講演会や､1919(大正8)年3月に青

野原停虜収容所でおこなわれた慈善演奏会のチラシをもとに､神戸大学交響楽団による復

元演奏会もおこなわれた｡この結果､河合地区や近隣の住民の方々だけではなく､日本の

停虜収容所研究者の関心を呼んだのである｡

3.青野原停虜収容所里帰り展覧会

2007(平成19)年6月､蓬莱務 ･小野市長のもとに､ウィーンでの ｢青野原伴虜収容所里

帰り展覧会｣の開催が､ロレンツ-ミコレツキー ･オーストリア国家文書館長と神戸大学

との間で進められているとの情報がもたらされ､市長は､その開催に賛意を示した｡同年

10月､神戸大学から､同展の開催がオーストリア国家文書館館長との間で正式に決定した

ので､これをオーストリア国家文書館､小野市､神戸大学の三者共催でおこないたい､と

の申し入れがあった｡この申し入れを受けて､小野市長は即座に共催受諾の旨の回答を表

明するとともに､小野市の役割負担分について予算計上するように指示した｡

小野市が共催者として担ったのは､小野市及び小野市民が所蔵する捕虜の遺品 (ビリヤ

ー ド台一式 ･灰皿盆 ･オーストリア国旗の刺繍 ･青野原停虜収容所の棟札等)や日本語の

図録を､オーストリア国家文書館まで搬送し､展示することであった｡さらに､市長や市

議会議長､好古館長も現地に赴き､約90年を経ておこなわれた日本とオーストリアの交流

を記念する ｢里帰り｣展の開会式に参列することになった｡

小野市民団も結成された｡青野原停虜収容所展に協力を頂いた河合地区役員や市民でウ

ィーンに興味のある人も､兵庫県小野市から遥か13,000km彼方のウィーン-と旅立った｡

ウィーンの町並みは流石にヨーロッパ王朝の重厚と趣に包まれていた｡町のたたずまいの

中に緑の木々が全く見られなかったのは､最初の驚きであった｡

公式行事は､2008(平成20)年9月3日午後6時から､ウィーンのオーストリア国家文書館

ホールで奥村弘教授の司会によって厳かに始

まった｡最初に､会場を提供されたオースト

リア国家文書館からミコレツキー館長の開会

挨拶があり､続いて蓬莱市長から､ ｢第一次

世界大戦の終戦から90年たった今､再びこの

ような交流の場を持てたことを大変うれしく

思い､多くのウィーンの皆様方が展覧会を訪

れ､オーストリア兵たちが過ごした小野市で

の生活を知ることで､お互いの国に対してよ

り深い理解と大きな親しみが生まれることを

願っています｣との挨拶があった｡

その後､神戸大学人文学研究科 ･大津留厚教授による､ ｢青野原停虜収容所の里帰り展｣

の内容と意義についての講演がおこなわれた｡引き続き､同研究科 ･長野順子教授から里

帰り演奏会についての解説､神戸大学交響楽団による演奏と続いた｡音楽の本場であるウ

ィーンの舞台での堂々とした神戸大学交響楽団の演奏に､満席のお客様方が熱い拍手を送

る姿に､関係者の一人として私も暫し感動した｡
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この感動から一変して､展覧会には何のセレモニーも無く､参列者が演奏会場から自然

と展覧会会場に流れて行く場面が日本の方式と違い少々面食らった｡この方法がヨーロッ

パ式であったのかと思いながら展覧会会場に入ると､溢れんばかりの人々で会場が一杯に

埋まっていた｡一人一人が熱心に展示品に見入っている姿に､遠い日本の小野市から展覧

会を実現した成果を見て､独りで満足感に浸っていた｡しかし､レセプションから早々に

退場したため､国家文書館関係者や他の来館

者との接触が出来なかった事が非常に残念で

あった｡また､開会式の初めから神戸大学交

響楽団員が式場の演奏席に着き､演奏が始ま

るまでの長い間待たされたのは､交響楽団員

にとっては手持ちぶさたであったろうし､観

客側からすれば気の毒に感じられたに違いな

い｡あれだけ長時間の待機であれば､会場外で待機し時間に合わせて登場する場面を設定

していればよかったのではと感じた｡

9月5日､神戸大学交響楽団による2回目の演奏会が､軍事史博物館でおこなわれた｡1回

目のオース トリア国家文書館とは全く趣を変えた重厚な石造りの重々しい建物で､このよ

うな建物で演奏会が大丈夫かなと少々心配もした｡ウィーン市民の人達が全く見られず身

内を対象にした演奏会の状況になったことも気になった｡しかし､このような状況下にお

いても神戸大学交響楽団員が精一杯の演奏をされている姿に､頭が下がった｡

4.おわりに

展覧会を振り返って見ると､いくつかの反省点がみられた｡開会式当日を除いて､ウィ

ーン市民の反応について垣間見る機会も無いまま滞在期間が過ぎ､帰国を迎えたのは非常

に残念なことであった｡また､今回は小野市､神戸大学､オーストリア国家文書館の三者

共催であったためか､全体の実施体制に無理があったのではと思われる｡さまざまな負担

が､大津留教授一人に多くかかりすぎ､その無理がウィーンでの展覧会の広報等に現れた

と感じている｡

一方､成果としては､ ｢青野原停虜収容所里帰り展覧会｣をおこなったことによって､

①オーストリア人の捕虜たちが､大正時代に小野市西方の青野原停虜収容所でどのような

生活を送っていたか､②彼らが収容所で過ごした期間はどれくらいであったか､③日本に

おける収容所についての研究の実態など､日本とオース トリアとの収容所研究の連携の成

果として､捕虜の本国に対して発信できた事が挙げられる｡しかし､今回の展覧会はあく

まで出発点であり､今後も三者の連携によって､さらに研究を進めて行く事が求められて

いる｡その必要性を十分に自覚し､さらに努力して行くべきであろう0
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4.ウィーンでの里帰り演奏会に参加して

(国際文化学部 3回生 藤井 大樹)

音楽の都､ウィーン｡普段クラシック音楽を演

奏している私たちにとって､今回の演奏旅行は本

当に忘れることのできない貴重な体験となりまし

た｡

今回行った演奏会は､ヨーロッパの人々にとっ

て非常に親しみのある曲目を全く環境や文化の違

う日本人の私たちが演奏するというもの｡

音楽を専門としていない学生の私たちにとって

は大変なもので､練習はいつも以上にハードにな

りましたが､編曲･指揮をして下さった田村先生

の熱い指導の下､一夏かけて6曲をよいカタチで完成させていくことができました｡

現地に着いてからは､私たちの予想もしないトラブルが起こったり､実際に行ってみな

いとわからないことも多く､戸惑うこともたくさんありました｡中でも演奏会場である軍

事史博物館は､日本にはそうそうないであろう天井の高い巨大な建物で､残響がとても甚

だしいため､今まで練習してきたものを本番直前になって大幅に変更するという珍しいハ

プニングもありました｡しかし､ウィーンの歴史 ･文化溢れる場所で演奏でき､また来て

頂いたお客様に喜んでいただけ､中には私たちの演奏を聞いて涙を流して感動して下さっ

た方もいらっしゃって､私たちにとって大変喜ばしい結果となりました｡

演奏のための旅行でしたが､数々の美術館を巡り名画を鑑賞し､日本でも広く知られて

いる作曲家たちのゆかりの地-行ったり､特に最終日には国立歌劇場で本場のオペラを見

ることができ､かなりいい刺激になりました｡

最後になりましたが､このような素晴らしい環境で演奏する機会を設けて下さった大学

の先生方､職員の皆様､そして暖かいご支援を下さった非常に多くの皆様に本当に感謝し

ております｡ありがとうございました｡このような貴重な体験を､今後の交響楽団の活動

に活かせていけたらと思います｡
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5.｢青野原停虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣写真資料
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Ⅲ.地域連携活動発表会報告

1.平成 20年度学内公募事業報告

2.パネルディスカッション

一地域連携事業の現場から-

3.発表会に参加しての ｢感想｣

｢
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1.平成20年度学内公募事業報告

1)地域連携事業報告

①まちづくりに新発想をもたらす小地域経済統計の試み

経済経営研究所 准教授 相川 康子

②ESDに資するボランティア育成事業の推進による連携

ネットワークの構築

人間発達環境学研究科 教授 松岡 広路

2)｢学生による地域貢献活動｣報告

①兵庫県北部における､子どもたちを対象とした巡回交

流事業

神戸大学児童文化研究会

発達科学部3回生 立見 瑛美

②フットサルを通じた地域の活性化プロジェクト

神戸大学フットサル部

経済学部2回生
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平成 20年度学内公募要領

平成20年度 ｢地域連携事業｣公募要領

1.日 的

本学の地域連携手業推進のため､部局における地域連携に係る取組手業であって､神戸大
学の地域連携に賢する事業の実施に要する庭井の一部を支援するものです.

2.対象テーマ
地域活性化-の貢献

3.対象取】阻事業
対象とする取組事業は､部局全体で行う下記のいずれかに鋲当する事業を対象とします｡
･協定締結に基づく､もしくは協定締結につながる取阻事業
･自治体等との実寮を膝まえた萌芽的取組事業
･複数部局による政組事業
注)ただし､人文学研究科､保健学研究科及び農学研究科の各地域連携センターとの共
同事業及び他の補助金又は彦争的資金等と重複利用する地域連携事業は除きます｡

4.支援額
l手業 50万円～100万円

5.採択件敦 3件～5件

6.対 象
全部局及び各センター

(人文学研究科､保健学研究科及び農学研究科の各地域連携センターを除きます｡)

7.公募期間
5月15日 (木)～ 6月6日 (金)

8.籍果通知
6月下旬

9.提 出 先
研究推進課研究 ･地域交流企画係

10.提出書類
平成20年度 ｢地域連携事業｣申請書､所要軽費内訳書

ll.対暮事tB書

甜金､旅費､印刷費､会議費 (会場借料等)､消耗品
但し､光熱水井､備品*､飲食*等の盗*は対象外です.

12.事業報告
実施報告 平成20年度地域連携事業発表会 (12月中旬頃開催予定)で報告顔います.
報告書類 実施報告書 1都

実施経費経理報告書 1部
提出期限 平成21年4月15日 (火)
挺出及び

問い合わせ先 研究推進牧研究 ･地域交凍企画係 (TEL 5029)
(担当 ･藤原､木村)

平成20年度 ｢学生による地域貢献活動｣公募要領
1.日 的
神戸大学では､地域連携事業を推進する組織として神戸大学地域連携推進室を設け､大学各部局等で行われている様々な地域連携事業-の支援を行ってきました.
本年度､地域連携推進室では､ ｢学生による地域貢献活動｣を公募し､本学学生がサークル活動等で地域の活性化等に貢献している活動の経費の一都を支援いたします｡

2 対象テーマ
地域社会と連携した､地域の活性化につながる活動

3 対象取組活動
本学学生が主体となり､地域住民や自治体等と協偽で取り組んでいる地域の活性化につながる活動等で､EI頃の活動や日頃の活動の幅をさらに広げようとする下記の活動
を対象とします｡
･地域交流活動
･地域活性化につながる活動
例 .保健 .福祉､社会教育､まちづくり､学術 ･文化 ･芸術又はスポーツの振興､環境保全､地域安全等の活動
注)ただし､政治活動 ･営利事業等を目的とするものは､除きます.
また､サークル活動等のための物品購入を目的としての応募はできません｡

4 支援額及び採択件数
支援額 10万円～25万円 採択件数 2-5件

5 応募資格
神戸大学の学生等からなる組織で､企画した活動の終了まで責任を持って遂行できる団体 ･実行組織のうち､次のうちいずれかに当てはまるもの｡
(D学生サークル ②学生団体
③その他 (地域貢献を目的として組織する学生を主体としたEZl体)

6,公募期間及び結果通知
･公募期間 5月16E](金)～ 6月6日 (金)
･結果通知 6月下旬

7 提出書類 (書類の書き方等は､研究推進課研究 ･地域交流企画係までご相鉄ください｡)
｢学生による地域貢献活動申請書｣､ 唱卜休概要｣､ ｢活動企画書｣､ ｢収支予算書｣

8 支援対象蓮井
支援対象経費 謝金､旅費､印刷費､会議費 (会場借料等)､消耗品
<支援の対象とならない蓮井>
光熱水費､備品費､飲食費等は支援の対象とはなりません｡

9,活動終了 (経過)の報告
活動報告 活動報告会 (平成20年 12月頃開催予定)で報告廉います｡
報告書類 ･活動報告書 ･活動経費経理報告書

10 提出期限 平成21年4月15E](火)

ll,申請書類 ･活動終了報告等の提出 .問い合わせ先
神戸大学地域連携推進皇
(研究推進況研究 .地域交凍企画係 (TEL 5029) (担当 :藤原､木村)
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(Dまちづくりに新発想をもたらす小地域経済統計の試み

経済経営研究所 ｢地域経済統計研究会｣ 准教授 相川 康子

地方分権の進展に伴い､これまで以上に住民主体のまち

づくりが求められている｡まちの歴史や特性を知り､今後

を予測するには､人口や事業所､商業に関する統計分析が

欠かせないが､市町村合併で基礎自治体のエリアが広がっ

たため､一般公開されている全市･全町の統計データでは､

小地域の実態をつかむことはできない｡そこで､町丁目単位や1km2メッシュのデータを

使い､地理情報システム (GIS)で分かりやすく見せることで､地域住民らに ｢まちづく

り｣の材料を提供しようというのが､私たち ｢地域経済統計研究会｣の狙いである｡

この研究会には､経済経営研究所と経済学研究科の教員､兵庫県庁政策室 (ビジョン課､

統計課)の職員､それに(特活)ひようご･まち ･くらし研究所の役員という多様なメンバ

ーが集っている｡2008年度の連携事業は､兵庫県養父市の ｢八鹿中心部｣と､明石市の ｢明

石駅前中心市街地｣の2カ所で行った｡中心市街地については､ともすれば過大かつ全国

画一な計画が立てられがちだ｡このため､新旧の住民､事業者､行政関係者らと情報を共

有しながら ｢身の丈にあったまちづくり｣を模索しようとした｡

手法として ｢統計分析 (鳥の目)｣と ｢現地調査 ･ワークショップ (虫の目)｣との両立

を心がけた｡統計分析では､1980年代から現在までの国勢調査､事業所 ･企業統計､商業

統計から当該小地域のデータを抽出し､人口や世帯の状況､商店の数や売上高の推移､事

業種別の雇用状況などを調べた｡さらに､古い電話帳や団体名簿から､公共施設や病院､

金融機関の立地(集中度)の変遷をチェックし､｢中心地｣に求められる機能について議論を

重ねた｡と同時に､現地の市民団体や自治体担当課の人たちと一緒にまちを歩き､これま

で当該地域で行われた活性化策の検証を通じて､潜在的な資源や課題を探った｡

同じ中心市街地であっても､人口規模 (明石 :29万 2600人､養父 :2万8200人)や

立地､活性化の進行状況が異なるため､それぞれに合った連携パターンを採用した｡

八鹿中心部は<住民協働型>である｡現地でまちづくりに取り組む ｢(特活)市民オフィ

スやぶ｣と連絡を密に取り合い､八鹿中心市街地活性化協議会､養父市企画課､大屋地域

局とも連携した｡養父市は 2004年4月に八鹿､養父､大屋､関宮の4町が合併してでき

た新市だが､合併後も人口減少が止まらず､本庁が置かれた旧八鹿町中心部のまちづくり

も､旧TMOが立ち消えになるなど､ジリ貧状態にある｡オフィスやぶは ｢大学との連携

を起爆剤に､新たなまちづくりの人材 (とくに若者や女性)を発掘したい｣と考えており､
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私たち研究会に期待されている役割は ｢外からの目･知恵｣｢潜在的な意見の掘り起こし｣

｢話し合いのための材料提供｣であった｡

現地の状況に応じて､プログラムも柔軟に変更しているO当初は､課題抽出のため KJ

法ワークショップを開く予定だったが､同地域では合併後の総合計画をつくる際に何度も

ワークショップが開かれ､消化不良気味だったようだ｡地元住民や商業者からは ｢時間を

気にせず議論したい｣との要望があり､平日の夜､じっくり車座談義を行うスタイルに切

り替えた｡また､公的な場では女性が発言しにくい雰囲気があったので､女性だけの懇談

会を開いている｡当該地域だけの近視眼的な議論になるのを避けるため ｢中心部 (当該地

域)｣のほか ｢旧八鹿全体｣｢養父市全体｣｢但馬広域｣など複数の枠組みでデータを提示す

るようにしている｡

一方､明石駅前での取り組みは<シンクタンク型>といえる｡明石市では8年前に旧･

中心市街地活性化法に基づく活性化計画を立てたが､法改正に伴い､新たに計画を作り直

すことになった｡2008年度から庁内に ｢中心市街地活性化プロジェクト｣が置かれ､9月

には公的な活性化協議会も結成されて､交通量調査や市民 ･商業者アンケー ト等を行って

いる｡このため､大学に期待されている役割は ｢補完的な視点 ･データの提供｣と判断し

た｡同市の分析は､計画区域内 (約60ha)で､前回計画 (2000年度)から現在まで8年

間の変化を見ることに主眼が置かれているが､私たちは隣接する住宅地も含めて広く商圏

を設定し､1980年代からの長期 トレンドで､人口･世帯の変遷や商業､事業所の変化を分

析｡さらに他市との比較も行っている｡

いずれの地域でも､研究会でまとめたデータは､分かりやすいグラフやマップに加工し

て地元に提示し､意見交換を重ねている｡統計分析には限界もあるが､地元に刺激を与え､

議論を引き出し､年代や性別､立場で異なりがちな現状認識や将来-の危機感を共通のも

のにする効果はあるようだ｡当初､商業者の中には ｢大学がまちの活性化の秘策を提示し

てくれる｣というような過度の期待を持つ人もいたが､｢私たちにできるのは､地元が主体

になって考えるための材料と場を提供することだ｣と繰り返し説明し､今では一定の理解

を得ている｡大学が触媒となって､地域内で女性や若者も含めた新たなまちづくりのネッ

トワークができれば､と願っている｡

実際に関わっているのは ｢八鹿｣｢明石｣という個別の事例だが､どのようなデータを､ど

う加工すれば､事業名である ｢まちづくりに新発想をもたらす小地域統計分析｣ができる

のか､ノウハウを蓄積しつつある｡今後､これらをいかに､まちづくり支援の共通手法に

発展させていくかが課題である｡

(※配付資料 5-8ページ参照)
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②ESDに資するボランティア育成事業の推進による連携ネッ トワークの構築

人間発達衆境学研究科 教授 松岡 広路

本事業は､大学･NPOの連携･協働によって､高校生を中心とする青年層を対象として､

ESD (持続可能な開発のための教育)に資するボランティア育成プログラムのニューモ

デルの創出を期するとともに､得られた成果を社会に還元することをも目指すものである｡

本事業は､次の2本の柱から成る｡

1.｢学習支援プラットフォーム｣の形成

大学､ボランティア団体､民間団体などが､教育 ･学習支援を軸に連携して､新しい教

育 ･情報ネットワークを形成する｡具体的には以下の事業の運営会議による｡

2.｢ESDボランティア塾-ぼらぽん｣の運営

青年たちが､多様な領域の人々に随伴して活動する中で､経験を通して得た情報を互い

に共有し､様々な人とともに､多面的に考えながら豊かに成長できる企画を､阪神間の

NPOやボランティア団体と共同で運営する｡研究者 ･実践者 ･ユースが縦糸としてつな

がり､各団体が横糸として結び合わさることによって､学習支援または実践の現場をよ

り活性化する｡

■ESDボランティア塾ぼらぽんの枠組み■

･多領域横断型ボランティアツアー

福祉 ･環境 ･人権などに関連する

11団体のボランティア活動に参加

･多世代交流型ボランティアプログラム

高校生 ･大学生 ･大学院生 ･教員 ･NPO

スタッフ ･一般 (高齢者含む)の参加に

よる相互交流

･ホームプログラム

ワークキャンプ ･振り返り会 ･活動デザ

[｣畔も舶 桝 .7 -馴 抑 止… 相.

r■

Ip .I-

馳 空.恐..W...I,<一一一●r一

インワークなどのニュー学習方式の採用

仲間づくり･チーム作り･｢構え･ふりかえり｣の場

･トリッププログラム

ボランティアツアーのこと｡参加者が自由に活動を選び､3人一組で活動｡その3

人は入札制｡

･オプショナルプログラム

メンバーの発意による多様な活動｡メンバー主体の新たなボランティア活動など｡
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■2008年度の取り組み■

◇参加者 68名 :高校生 14名､大学生42名 (神戸大学40名､甲南女子大学2名)､

NPOスタッフ8名､一般4名

◇プログラムの流れ

4月 ESDボランティア塾ぼらぽん第一回運営会議開催 (以後､月1度開催)

5月 夏のワークキャンプ準備会 ･

｢トリッププログラム ･お試し期間｣準備会開催 (4回)

6月 ｢トリッププログラム･お試し期間｣開始

7月 ｢トリッププログラム･お試し期間｣終了

8月 夏のワークキャンプ実施 (岡山県邑久光明園)

活動デザイン･振り返りワーク (通称 ｢お月見会｣)実施-毎月1回

トリッププログラム開始

9月 オプショナルプログラム 限界集落ワークキャンプ実施 (京都府美山町)

10月 秋合宿 ･オプショナルプログラム (六甲祭参加)

12月 冬合宿

1月 オプショナルプログラム :雪かきボランティア

2月 オプショナルプログラム :雪かきワークキャンプ

3月 『ESDシンポジウムインKOBE』スタッフ参加

◇概要とまとめ

昨年と比べ､高校生 ･大学生の参加人数が増えたおかげで､トリッププログラムが充実

し､協力NPOでの活動も飛躍的に増大した｡NPOのスタッフや利用者にも､｢ぼらぽん｣

という名前が通るようになり､ぼらぽん参加者とどのような関係を切り結ぶかが､ようや

くNPOの課題として意識されるようになった｡1領域じっくり型のボランティア活動では

ないぼらぽん方式-の理解が進み始めている｡昨年と違い､先方から連絡会の開催要求が

出されるなど､NPOの人の主体性が徐々に高まってきた｡次年度は､さらに頻繁に運営会

議を開催する予定である｡

課題であったコーディネー ト機能は､昨年度のメンバーの企画能力 ･フアシリテ- ト能

力が向上したため､徐々に活性化しつつある｡NPOの側のコーディネーターからコーディ

ネートの方法を教わるプログラムとしても機能し始めている｡

次年度以後､｢NPOが提供している新しいプログラム｣､すなわち､NPOの人たちの意

見やニーズを中心としたプログラム-と発展する素地が固まってきた｡

また､ESDに求められる ｢矛盾との出会いによる学び｣をさらに鮮明にするために､神

戸大学ESDコースや地域の学習プログラム (ひようごボランティアセンターなど)との連

携で ｢深める学習プログラム｣を実施する基盤が出来上がってきた｡つまり､参加者のな

かに ｢深めたい｣という欲求が生まれている｡
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(D 兵庫県北部における､こども達を対象 とした巡回交流事業

神戸大学児童文化研究会 発達科学部3回生 立見 瑛美

まずは､私たち神戸大学児童文化研究会について､ご紹介いたします｡

神戸大学児童文化研究会､通称 ｢童研｣は､｢子どものよりよい成長｣を活動の趣旨

として､年間を通して活動を行っています｡

児童文化研究会の歴史は古く､大正2年に創設されました｡戦前､戦中期など､活

動を中止していた時期もありましたが､多くの方々のご理解とご協力により､今年で

ちょうど96年間､活動を続けさせていただいております｡

現在､児童文化研究会は､子ども会グループ､児童劇グループ､人形劇グループの

3グループで活動しています｡子ども会グループは､鶴甲の子どもたちを中心に ｢鶴

甲子ども会｣を組織し､2ケ月に1回ほどの頻度で遠足やキャンプ等を企画したり､

料理や工作などの行事を行ったりしています｡また､毎週土曜日は､鶴甲北公園にて

子どもたちと一緒に遊んでいます｡児童劇グループ､人形劇グループは､テレビやゲ

ームに慣れ親しんだ子どもたちに､普段触れる機会の少ない生の舞台を観てもらいた

い､という願いで活動しています｡脚本､大道具､小道具､衣装､人形など､すべて

学生たち自身で製作しています｡

これらの活動を通して､子どもたちの内面に何か働きかけ､子どもたちにとってか

けがえのない経験や､思い出をつくっていきたい､という願いのもと､現在17名の

学生が活動しております｡

今回の報告会で発表させていただいた､｢夏期巡回公演合宿｣､通称 ｢夏合宿｣は､

例年､8月のお盆明けから末にかけて､約 10日間行っています｡今年度は､8月1

7日に出発し､10日間の実働を経て､8月29日に帰神いたしました｡(24日は全

体オフ日となっておりました｡)活動

は､兵庫県北部の､豊岡市街地､香

美町､出石町､城崎町などを中心と

して､現地の子ども会の方々と共に

キャンプを企画したり､児童劇､人

形劇の巡回公演を行ったりしていま

す｡合宿中､学生は香美町立香住第

子ど も 会 児 童 劇 人形劇

8月18日 西本子ども会

8月19日 城崎子ども会キ 'プ 香美町立徐部小学校 城崎健康福祉センター
8月20日 ヤン′ 豊岡市立竹野南小学校 香美町立佐津小学校

8月21日 A ity内 豊岡市民プラザ

8月22日 御又子ども会デイキャンプ 香美町立柴山小学校 八粂わいわい教室

8月23日 香住文化会館

8月25日 出石ふれあいキャンプ 豊岡市立弘道小学校 竹野町ふれあい会館

8月26日 五荘放課後児童クラブ

8月27日 長井小学校 (児童劇公演､及びゲーム大会)
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二中学校さんの冬期寄宿舎をお借りしています｡毎朝､バン2台に器材や部員を乗せ

て出発し､夕方は宿舎に帰ってくるという日々を送っています｡子どもと現地で寝泊

まりする1泊キャンプもあります｡

キャンプ後の子どもたちや､公演後の子どもたちからは､いっも笑顔が絶えません｡

｢楽しかった !｣と言いながら､アンケート用紙やお手紙にもその様子を綴ってくれ

る子､｢また来年も来てくれる?｣と､しきりに学生に尋ねている子､児童劇や人形劇

の公演後､登場人物たち-質問ができる時間に､元気よく立ち上がって手を挙げ､質

問をしてくれる子--｡合宿前に2度程､現地-打ち合わせにうかがうのですが､子

ども会の方や先生方からはいつも､｢子どもが毎年楽しみにしている｣という言葉をい

ただきます｡子どもたちも､そしておとなの方々も､私たちの活動を楽しみにしてく

れていること､そして､私たちの活動を支えてくださっていることを､これらの活動

を通して感じております｡

私たちは､この合宿を通して､のべ約900人の子ども達と出会い､ふれあってき

ました｡来年度も､この巡回公演合宿を行う予定です｡今後とも､キャンプ､ゲーム､

公演などを通して､子ども達の豊かな感性を育むとともに､子どもや学生､地域の方々

にとって､思い出に残る企画をしていきたいと考えています｡

以上で､児童文化研究会の活動報告とさせていただきます｡



② フッ トサル を通 じた地域の活性化プロジェク ト･活動報告

神戸大学フットサル部 経済学部 2回生 五味 信之

神戸大学フットサル部は､2008年度に地域の活性化プロジェクトとして､｢大学生を対象

としたフットサルの大会の開催｣､｢小学生を対象としたフットサルクリニックの実施｣の

2つの活動を行いました｡以下にて報告致します｡

･カレッジフットサル 2008inKOBEの開催

<概要について>本大会は単一の大学生で構成されたチームを対象としたフットサルの大

会です｡

本大会の趣旨は､大学世代の競技フットサルの発展､及びフットサルの普及振興です｡

各地の大学チームが一堂に会し､競技を行うことで技術面 ･精神面で互いに切瑳琢磨し､

ともにレベルアップするということを目指すというものです｡様々な地域のチームが互い

のプレーを学び合うことで大学フットサル界全体の発展につながると考え､また本大会を

より多くの人にフットサルを知ってもらう機会にしたいとも考えました｡この大学生によ

る大学生のためのフットサル大会の開催を神戸で先駆的に行うことで地域の活性化に寄与

することができるのではないかと考えます｡

本大会は､兵庫県フットサル連盟及び神戸市サッカー協会主催のもと2008年9月 16日･

17日に神戸のワール ド記念ホールにて行いました｡12チームによって行われ､先の全日本

大学フットサル大会2008に出場した同志社フットサルクラブ､四天王寺大学フットサル部

VAMOS､びわこ成膜スポーツ大学､香川大学も参加し､非常にハイレベルな大会となりまし

た｡

<広報について>本大会では､大会をより盛り上げるため公式ガイ ドブックを作成しまし

た｡全 12ページのガイ ドブックの中では､大会参加チーム ･選手の紹介や､大会概要など

も掲載しました｡このガイ ドブックは､本大会参加チーム､兵庫県フットサル連盟 ･神戸

市サッカー協会､今大会後援 ･協賛企業団体､公式ガイ ドブック広告協賛企業等に､計

300部を配布しました｡その他に当日の受付にて観客にも配布しました｡

今後は､ガイ ドブックをさらにより良いものにし､配布場所を広げ､また事前の大会告

知を行うことで､より多くの方々に見てもらえるようにしていきたいと考えております｡

また､本大会はフットサルニュースのサイ トであるフットサルタイムズ様にも告知して頂

き､フットサルのフリーマガジンであるsankeiSALに大会結果を掲載して頂きました｡次

回大会以降､雑誌等でも取り上げられるようにより一層､大会をアピールしていきたいと

考えております｡

･小学生に対するフットサルクリニックの実施

フットサルの普及振興､そして地域との結びつきを強め､地域の方々に神戸大学体育会
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フットサル部の活動に興味を持って頂くことを目的とし､フットサル部では定期的に小学

生に対しクリニックを行っています｡2008年度は､8月 12日､9月 21日､11月 30日に

神戸大学国際文化学部体育館及び高羽小学校体育館で実施し､神戸市立鶴甲小学校や神戸

市立高羽小学校の児童を中心とした小学生たちに対し､フットサルを楽しんでもらいなが

らそのルールや技術を指導しました｡今のところクリニックの対象はサッカーをしている

児童が中心というものに留まっているため､さらなる普及 ･振興として今後は対象の幅を

広げていきたいと考えております｡
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2.パネルディスカッション

一地域連携事業の現場から一

参加者一覧

コーディネーター

神戸大学地域連携室長

パネリス ト

神戸新聞社 小野支局長

神戸市灘区 まちづくり課長

神戸大学人間発達環境学研究科 教授

〝 国際文化学研究科 教授

〝 人文学研究科地域連携センター

〝 農学研究科地域連携センター

〝 保健学研究科地域連携センター

奥村 弘

金井 恒幸

山上 智子

松岡 広路

岡田 浩樹

松下 正和

本野 一郎

松井 学洋
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司会:奥村弘･神戸大学地域連携推進室室長

奥村:今回は｢地域連携の現場から｣の視点で

話を進めていきたいと思います｡神戸大学で

は､人文学研究科､保健学研究科､農学研究

科の3つの地域連携センターで継続的に活動

を行っています｡さらに､少々設置目的が異な

るところもありますが､国際文化学研究科､人

間発達環境学研究科でも地域連携活動を展

開しています｡ここでは､この 5つのところから

現場からの現状と課題について話をしていた

だきます｡それでは人文学研究科の松下研究

員からお願いします｡時間の関係上､5分程度

にまとめてください｡よろしく､ご協力ください｡

松下正和･神戸大学人文学研究科地域連携

センター研究員

松下:人文学研究科の松下です｡お手元に､

｢丹波市と神戸大学との地域連携事業｣という

レジメをお配りしています(配布資料9-10頁)0

このプリントを参考にしながら､口頭でご説明

申し上げます｡本来でしたら人文学研究科地

域連携センターの活動全般についてお話しな

ければいけないのですが､時間は 5分間と区

切られていますので､私自身の活動が中心に

なるかもしれません｡ご了解ください｡

私自身が担当しています活動は2つです｡1

つは､災害で失われていく地域の歴史資料の

保全活動と日常の保全体制作りです｡もう1つ

がお手元にお配りしたプリントの丹波市での活

動です｡これは､丹波市教育委員会や地区住

民の方々と､自分たちの身近にある自治会文

書や村の古文書などを調査し､そういった歴

史資料を活かしたまちづくりに取り組んでいま

す｡これらの活動については､プリントの裏面

にもありますように､神戸新聞や地元の丹波新

聞にも取り上げていただきました｡

人文学研究科地域連携センターの活動に

ついて､今年度の活動の特色や評価点･改善

点を､主に3つに分けてお話したいと思います｡

第-に研究面､第二に教育面､そして第三に

今私たちがやっております実践面についてで

す｡

まず1番 目の研究面について､これまで私

たちは色々と地域連携事業をやってきて､年

度末に地域連携活動の報告書は作ってきた

のですが､なかなか地域連携の成果を研究成

果として発表する場を持てませんでした｡もち

ろん､これまでも研究員が各学会で発表したり､

学会誌-投稿したり､報告書の中に資料紹介

や論考を掲載することはありましたので､今年

度から地域連携 自体のあり方に関する研究と

か､地域連携事業を通じて得られた成果を報

告する場として､『LINK』という年報を発刊しよ

うと､編集体制をスタートさせました｡いずれは､

こういう論考を基礎にしながら､連携センター

の実践的な活動や研究成果を紹介する書籍

を出版し､地域歴史遺産保全活用基礎論など

の教科書になればと考えています｡

2番目の教育に関係することでは､学部教

育や大学院教育において継続して｢地域歴史

遺産保全活用基礎論･演習｣を開講していま

す｡地域の歴史遺産を保全･活用ができる人

材が､地域社会では現在求められつつありま

す｡そのような人材育成のための基礎的な能
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力習得を目指してやっているものです｡この授

業では座学の他､古文書合宿を組み込んだり､

水損史料修復を体験してもらうなど､生の史料

や史料のあるフィールドを意識したプログラム

となっています｡また､大学コンソーシアムひよ

うご神戸による社会連携助成事業｢水害で水

損した歴史資料の保全･修復ができるボランテ

ィアの養成事業｣にも参加し､風水害による水

損史料の保全活用ができるボランティアの養

成にも取り組んでいます｡現在､神戸大ととも

に､甲南･関学･大手前･神戸女子の5大学に

活動の輪を広げ､各大学の学生を対象に､水

損史料の緊急保全方法を教えています｡文化

財担当職員や地域住民にも､同じように講習

会を開いています｡その他､歴史文化とまちづ

くりに関する研修会や講習会も開催していま

す｡このような教育･研修の成果が目に見える

ことが､私たち活動する者にとってとても嬉しい

ことです｡たとえば現在私が行っている丹波市

での古文書調査には､日本史の院生だけでな

く､古文書合宿に参加した他学科の院生さん

が一緒に参加して古文書や仏像の調査を手

伝ってくれたり､自分の親戚の方の蔵から古文

書をレスキューしてくれたりしています｡ある種

の波及効果といいますか､座学の授業を受け

た方々の中から､地域リーダーが着実に育っ

ているなという実感があります｡

3つ目の実践面では､主に自治体や地域住

民の皆さんと一緒に地域遺産を調査･保全･活

用する方策を考えながら､歴史と文化を活かし

たまちづくり-と繋げていくことを､さまざまなフ

ィールドでおこなっています｡その実践例の一

つとしては､小野市や神戸市灘区とのケース

のように､自治体との包括協定に基づく連携事

業があります｡二つ目には自治体史を編纂す

る事業です｡大学の研究者が地元に入って単

に自治体史の執筆を請け負うというやり方では

なく､『香寺町史』などのように地域住民の方々

と一緒になって､自治体史を編纂する新たな

方法をとっています｡三つ目には､自治体や

地域住民の方々や企業の方々も含めて､資料

調査をしながらその資料を活用していくような

方策も各研究員が色々と考えております｡その

中には､生野町のように学生･院生の教育フィ

ールドとして整備されている地域もあります｡

現在､私が担当しているのは丹波市と神戸

大学人文学研究科との連携事業なのですが､

詳しい内容は､お手元にお配りしたプリントを

ご参照ください｡丹波市春日町棚原という地区

の方々と一緒にやっている事業です｡連携の

きっかけは､地元の方から古文書の整理方法

についての問い合わせをいただいたことから

でした｡住民とともに整理が終わったあとは､

内容を知りたいという声があがりましたので､

｢古文書を読む会｣を開催しました｡また史料

の内容を知り､利用していくことが保全-とつ

ながります｡しかし､読む会の参加者はどうして

も高齢者や歴史好きの方が多くなります｡そこ

で､まちづくりを担う小さなお子さんも含めた次

世代に地区の歴史を語り継いでいくために､

読む会で明らかとなった成果を｢親子講座｣で

紹介することにしました｡これらの取組は､新

聞にも取り上げていただきました｡住民と共同

での古文書整理と読解による地域史の掘り起

こしが評価されて､丹波市内全域の地域遺産

の調査･研究･保全とそれらの活用による地域

活性化や､活用しうる人材育成を目的とした､

丹波市と人文学研究科との地域連携協定が

締結されるまでにいたりました｡今､山南町を

中心に､旧村を単位に残されている区有文

書･自治会文書の調査活動をやっています｡

これはほんの一例で､センターの活動は多
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岐にわたっており､全てを紹介しきることはでき

ません｡そこで､私の活動の範囲内で､若干問

題に感じている点をお話しします｡現在の丹波

市は限界集落の問題も含めて､地区によって

は非常に厳しい状況のところがあります｡自治

会文書を区長さんが持ち回りで持っておられ

るところ､持ち回りの慣行を維持できず公民館

で保管しておられるところなど､様々なケース

があるのですが､代々受け継いできた文書を

もう地区で管理しきれなくなってきて､行政で

預かって欲しいというところも出てきています｡

市教委には寄託受入に応じる準備はあるので

すが､そうなると私たちの調査が契機となって､

地域資料を地元から引き離してしまうことになり､

結果として地域遺産を守る力の弱体化を招くと

いいますか､地域活性化のための史料調査が

逆に地域の弱体化を招いてしまうことになる恐

れもあります｡そこで､寄贈･寄託希望の自治

会には､出来るだけ地元で維持してもらうよう

呼びかけています｡

このように､地域の歴史資料が守られている

ということと､コミュニティが維持されているとい

うことの間には､非常に密接な関わりがありま

す｡もちろん歴史文化だけでまちの活性化と

いうのは不可能だとは思います｡しかし､まち

づくり､コミュニティの一番基礎のところに歴史

文化があると思いますので､来年度以降も自

治会文書をどのように保全するか､地区の皆さ

んがどうやって活用できるのかということを地区

住民や丹波市教委の方々と一緒にお話ししな

がら進めたいと思います｡最後は私の活動紹

介になってしまいましたが､以上で人文学研究

科地域連携センターの活動紹介とさせていた

だきます｡

奥村:ありがとうございました｡続きまして､保健

学研究科地域連携センターの松井研究員､お

願いします｡

松井学洋･神戸大学保健学研究科地域連携

センター技術補佐員

松井:保健学研究科の松井です｡私は先程発

表のあった児童文化研究会のOBです｡報告

を大変嬉しく聞きました｡負けてられないなと

思いました｡保健学研究科地域連携センター

の活動について報告いたします｡沢山あります

が､今回は発達障害児やハイリスク児のフォロ

ーアップと支援事業という2つの事業の取り組

みについて発表させていただきます(配布資

料 ll-15頁)｡

最初に､1500グラム未満で産まれた極低出

生体重児とそのご家族のための支援教室の取

り組みについてお話します｡小さく生まれた赤

ちゃんは､NICU 退院後も発達に関するご両

親の不安が強く､地域の中での育児支援の体

制作りが不可欠です｡私達は､この要請に応

えるべく､神戸市､神戸大学､医療施設と協力

して､親子教室｢YOYOクラブ｣を運営してきま

した｡

当初､本教室は神戸大学と神戸市総合児

童センターとの共同事業として開始されました

が､平成 10年度からは､神戸市社会福祉協

議会の委託事業として予算化されています｡

神戸地域の NICU 基幹病院(神戸大学附属

病院､兵庫県立こども病院､神戸中央市民病

院､済生会兵庫県病院)を退院した極低出生

体重児とそのご両親が参加しています｡

現在では､東播磨地域の NICU基幹病院

である加古川市民病院を退院した極低出生体

重児のご両親の参加もあり､神戸市だけでは

なく､阪神地域､東播磨地域から多くの親子が

参加していますo
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活動は､毎週火曜日､午前 10時から12時

まで2時間行っています｡対象年齢は6カ月か

ら2歳半まで｡1人2年間で 10回のプログラ

ムを実施しています｡子どもの数は､延べ人数

で今年度は32回で219名､1回あたりの参加

者は5-10名です｡｢YOYOクラブ｣では､学

生は子どもたちを保育し､保護者はグループ

ディスカッションに入ります｡子どもの保育プロ

グラムには保育士さんが入ります｡クリスマス会

を開いたり､王子動物園-行ったりと､簡単な

活動を通して地域主体の仲間作りを行ってい

ます｡また､学生の実習や研究の場所としても

機能しています｡

次に､就学前の発達障害をもつ子どもたち

とご家族のための支援教室について説明しま

す｡発達障害をもつお子さんは､障害が軽度

の場合は早期発見が遅れ､就学後に問題が

顕在化する場合があります｡そこで､早期診断

と支援システムの確立､知識の提供と家族グ

ループの育成､支援者･専門家の養成を目的

とし､保健学研究科地域連携センターは神戸

市の協力の基､2005年 9月に神戸市灘区子

育て支援センター｢あーち｣に発達支援教室

｢なだ･ぽっとらっく｣を開設しました｡また､

2007年4月､神戸市須磨区の大黒小学校跡

地｢すまいるプラザ大黒｣に｢すまいる･ぽっとら

つく｣を開設しました｡｢なだ･ぽっとらっく｣が第

3土曜日､｢すまいる･ぽっとらっく｣が第1土曜

日に行っています｡｢なだ｣ではホームページ

からの公募で募集していますが､｢すまいる｣で

は須磨区子育て支援係と協力し､定員 20組

の内､保健センターからの紹介例を10組受け

入れています｡

活動の内容は､保護者が参加し､主に大学

教員による講演とグループディスカッションを

行う講習会プログラムと､その間の託児を行う

子どもプログラムの2つを行っています｡

講習会のテーマは発達障害についての理

解や支援方法､就学についてなど保護者のニ

ーズに合わせた内容を選んでいます｡子ども

プログラムでは､神戸市の通園施設の保育士

さんに来てもらい､自由遊びや子どもとボラン

ティアが一緒に取り組む工作遊び､パラバル

ーンなどの全体遊び､お歌遊びの順に､概ね

30分区切りで設定保育を行います｡また､毎

年､保護者も一緒に参加するクリスマス会を行

っています｡

毎回､保護者が20人､子どもが30人､ボラ

ンティアが30人､スタッフが10人参加し､1回

当たり約80-100人の方々が参加する大きな

活動です｡今年度はこれまでに8回活動を行

い､｢なだ｣｢すまいる｣合わせて延べ 1000人

以上の参加がありました｡

活動に対する評価については､毎回､保護

者とボランティアにアンケートを行っています｡

保護者-のアンケートでは87%が今後も是非

参加したいとの回答を得ました｡また､活動の

内容について､ボランティアの 86%が大変参

考になったと答え､参加者からの高い評価を

得ています｡

こういった活動を行う上で大切なことは､参

加者のニーズを捉え､如何に満足してもらうか

だと考えています｡時間が短かったので､詳し

くはホームページをご覧ください｡皆さん､是

非遊びに来てください｡終わります｡

奥村:どうも短い時間でありがとうございました｡

続きまして農学研究科の本野研究員､お願い

します｡

本野一郎･神戸大学農学研究科地域連携セ

ンター研究員
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本野:農学研究科の本野です｡5分ですから､

要点だけ申し上げます｡農学研究科地域連携

研究センターの2008年度活動報告のような形

で報告します｡配布資料がありますので､参考

にしてください｡(配布資料 16-18頁)0

私どもの地域連携センターの活動には 3つ

の柱がございます｡1つは地域と共同で研究

する地域共同研究活動､2つ目が地域と交流

する地域交流活動を軸に仕事をしているもの､

3つ目には相談活動と情報発信活動です｡

1つ目の共同研究ですが､これは2つのタイ

プがあります｡1つ目は､地域連携協定を結ん

で自治体の事業として研究に取り組むタイプ

です｡これは篠山市と神戸大学が地域連携協

定を結んで､毎年テーマを定めて研究を行っ

てその成果を地域に還元するタイプの取り組

み､研究活動です｡テーマは黒豆｡篠山市は

黒豆課という課がある位､黒豆には独自の力

を注いでいます｡一つは社会科学的なアプロ

ーチで､特産物､とりわけ黒豆のマーケティン

グ戦略コーチを今年度は行っています｡もう一

つは技術系アプローチです｡黒豆の有機資材

活用型栽培方法と優良形質調査に関する研

究を行ってきました｡

共同研究の 2つ目は元々の学部の先生方

の多くは地域に入って研究を行ってこられた

実績をお持ちです｡その方々の活動を側面か

ら支援をする形で､今年は8本の認定プロジェ

クト研究を行っています｡そのうち 2つが地域

連携研究センター独自の取り組みです｡このう

ち私が新たな環境農業の実証研究を担当して

います｡これは2年目に入るのですが､兵庫県

下の各地の有機稲作及び有機畑作の定点観

測を行い､ここから新たな技術開発を行ってい

くという､ちょっと息の長い仕事です｡毎年中

間報告をしながら進めています｡

活動の2つ目は地域交流活動です｡これは､

ゆくゆくは農学部の学生の教育GPの柱となっ

ていけるような構想を持ちながら進めてきた活

動です｡これには3つあります｡1つ目が｢兵庫

県農村水産行政論｣という講義を兵庫県の現

役の農政マンに担当していただく連携講義で

す｡既に毎年80名の学生が受講して､単位を

取得しています｡2つ目が｢農業農村フィール

ド演習｣｡これは元々農作業なり農村を体験し

たい学生の､いわばクラブ活動的に始まった

活動です｡それを発展させ､今年度からは｢農

業農村フィールド演習｣として授業に取り入れ

ました｡来年度は更に発展して､実践的な教

育プログラムの骨格になっていくだろうと思っ

ています｡今年度はフィールドを篠山に限定し､

年間 8回の実際の農作業及び現地での農家

との交流を中心に教育活動を行っています｡3

つ目が､｢農村ボランティアバンク神戸｣です｡

これは地域連携センターと2つのNPOが共同

で運営しています｡1つは｢農と食の研究所｣､

もう1つは｢兵庫県有機農業研究会｣です｡こ

の三者で人手不足の登録農家からのリクエスト

を受け､その情報を登録ボランティアに流し､

それぞれお見合いの場を設定し､いつ､どん

な農作業が求められているか､仲介していま

す｡ただ単に農作業体験をしたいという学生

や市民の方々を紹介したり､交通費といくらか

のパート賃も欲しいけれども｢農業が好きだと

いう市民｣を育成したり､教育的な観点から学

生に農作業をしてもらいながら､将来実践的に

役立つ卒業生になって欲しいなど､両面を考

えながら取り組んでいます｡現在､登録人数

64名のボランティア､農家が12軒｡ゆくゆくは

300名位の会員があれば､常時支援システム

が機能していくのかなと思っています｡昨年 6

月からスタートとしてようやくそこまで来ました｡
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相談･情報発信活動の 1つは､最初に申し

上げました篠山との連携協定に基づく研究の

成果を､毎年篠山フィールドステーションで､

地域の人たちに還元し､共有するためのフォ

ーラムを開催しています｡来年度は是非神戸

で開催したいと考えています｡2つ目には地域

連携研究会を年に 1､2度開催しています｡こ

れまでは認定プロジェクトの報告を行っていま

した｡今年は有機農業に対する農水省の方針

が大きく変わり､国として有機農業を推進する

という仕組み作りをスタートさせました｡これを

踏まえ､本学農学部の方向性も新たな段階を

迎え､研究会もそれにそった形で行いました｡

3つ目の情報発信ですが､先程ボランティアバ

ンクと申しましたが､一般市民や学生がそのま

ま行くと､かえって足手まといになるということ

があります｡その人達に有機農業と農村の入

門ボランティアセミナーを試みにやりましたとこ

ろ､学生と市民あわせて 10名の応募がありま

した｡半日間鍬の使い方､村に入る時の心得､

挨拶の仕方まで､みっちりと学んでもらいまし

た｡これも定例化していきたいと思っています｡

最後に相談活動は､月曜日と木曜日の週に 2

回2時間ほど､オフィスアワーをおいて相談活

動にあてています｡学内の学生､教員､地域

の活動家の方々､行政の方も含めて相談に応

じています｡昨2008年 12月までに37件位相

談がありました｡以上が2008年度の活動報告

です｡

奥村:ありがとうございました｡引き続き国際文

化学研究科の岡田先生お願いします｡

岡田浩樹･神戸大学国際文化学研究科教授

岡田:国際文化学研究科には 2つの研究

センターがあります｡1つはメディア文化

センター､もう1つが異文化研究交流セン

ター､舌を噛みそうなのでわれわれはIReC

と呼んでいます｡そちらのIReCを中心に､

様々な地域連携活動を展開しています｡た

だ､学部や研究科の特徴と言いますか､特

質に応じて､また学生のテーマやニーズに

応ずる形で､地域連携ということで若干そ

の方向というのが出てきています｡

A3判で国際文化学研究科地域連携セン

ターの取り組みという今年度のいくつかの

活動を紹介した簡単な資料をご覧下さい

(配布資料 19-20貢)0

IReCを中心とした地域連携の活動は､1つ

は地域を教育の実地の場として取り組む｡

次いで地域に対しては地域の国際化或いは

多文化共生といった問題に寄与していく｡3

点目に地域文化の発信､つまり教育､地域

の国際化､地域文化の発信の3点に関して､

私ども国際文化学研究科地域連携センター

が如何に取り組むかということで､概ねそ

れに応ずる形になっています｡IReCのセン

ターには､4部門がありますが､このうち

の国際交流というのは､国際文化学研究科

が海外の大学と結んでいる提携の研究学術

活動を管轄するところです｡残りのアー ト

マネジメント地域連携部､多文化共生地域
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連携部､そして研究部がこの地域連携活動

に関わっています｡

このうちアー トマネジメント地域連携部

は､昨年度､私ども藤野教授が学部､大学

GPとの関連で､地域連携活動発表会で報告

いたしました｡地域に根差したアー ト活動

を支援する､プロモーションする過程の中

で学部学生の教育を進めるというものです｡

この活動については､昨年詳細にご報告頂

きました｡今年度は多文化共生地域連携部

と研究部関連の地域連携活動について紹介

いたします｡

多文化共生地域連携部は､主に学部との

教育との関係について展開しているという

ことが言えます｡このため､国際文化学研

究科と兵庫県国際交流協会が昨年協力協定

を結びました｡この協定に基づいて､国際

交流協会にはある意味ボランティアの受け

皿としての働きをしてもらっています｡国

際交流協会には日本語ボランティア養成講

座などがあります｡先程の話にありました

ように､学生は､そのままではボランティ

アとしてはいっても､地域の方に逆にご迷

惑をかけることがあります｡ボランティア

をしたいという学部学生が､実践の場で関

わっていらっしゃる交流協会のセミナー等

に参加することによって､より適切なボラ

ンティア活動をしてもらうものです｡また､

学生は地域の､特に在日外国人の問題に関

わることによって､自らの卒論を仕上げた

り､或いはフィール ドワークの実地訓練を

したりということになります｡

その他､研究部では研究プロジェクトを

立てました｡例えば､長田区でのアジア系

外国人のライフストーリー調査｡これはい

くつかの外国人支援団体､外国人団体､或

いは商工会議所関連､協力しながら､歴史

的な資料だけでなく､現在生きてらっしや

る方々の聞き取り調査をし､それを蓄積し

ています｡なにぶん､地域に資料が元々無

い場合もあります｡ライフストーリー聞き

取り調査を通じて､地域に対しての関心を

高め､資料をセンターに蓄積していくとい

うことです｡

今年後半期に加わりましたのが､大学院

教育改革支援プログラム関連及びアー トマ

ネジメントの GP との関連で､淡路人形浄

瑠璃についての総合調査です｡これは､今

年度から来年度にかけて本格化します｡淡

路人形浄瑠璃は､皆さんご存知のように世

界に向けての文化財として､所謂海外に誇

れる地域の文化財です｡これを地域の方々

と協力しながら如何に継承していくかに焦

点を絞って､大学側はそれについて様々な

基礎知識や､より外部に紹介する役割を担

うということです｡

このように学部から大学院､さらに研究

レベルまでを統括する形でセンターがあり

ます｡それ以前からも各教員は､単独で地

域連携活動的なことを行っておりました｡

やはりそういうものは単発で終わってしま

う｡こうしたセンターの存在は非常に大き

いものがあります｡ただ､いくつか問題も

あります｡やはり地域連携活動というのは

長い継続が必要です｡先程も奥村先生が10

年という期間を言われていましたが､ある

程度の期間の蓄積が必要です｡こうした長

い期間を地域の方にご理解を頂きながらお

付き合い頂けるか｡また､ボランティア慣

れというか､ワークショップ陰れというこ

ともでてきていましたが､特に私どものセ

ンターが中心として行っている在日外国人
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の問題などは､非常に多く大学からボラン

ティアや単位取得の形で入っています｡最

近ではそうした団体が条件を付けて断った

りするケースも出てきました｡これをボラ

ンティア被害と呼んでいますが､そうした

ものと異なる､持続して蓄積していくよう

な地域連携活動が如何にできるか｡一方で､

特に行政との関係では､単年度事業､予算

も単年度というところの単年度プロジェク

トとどう折り合いをつけながら行っていく

か｡大学が行うことによって､一つの蓄積

をどのような目に見える形で地域に還元し

ていくか､段々頭の痛い問題が出てきてい

ます｡皆様の様々なご意見､お知恵を借り

たいと思っております｡ありがとうござい

ました｡

奥村:ありがとうございました｡続きまして､人間

発達科学環境学研究科の松岡広路先生です｡

宜しくお願いします｡

松岡広路･神戸大学ヒューマン･コミュニティ創

成研究センター教授

松岡:こんにちは｡人間発達科学環境学研究

科のヒューマン･コミュニティ創成研究セ

ンターに所属している松岡です｡今､私た

ちがやろうとしていることについてお話を

します｡ヒューマン･コミュニティ創成研

究センターを､略してHCセンターとわれ

われは言っています｡このHCセンターは､

発達科学部という理系から文系まで多種多

様な領域の総合型の学部が､多方面に渡っ

ての研究成果を社会や地域に発揮していく

ための拠点として設立されたセンターです｡

従って､その成果を発揮する場としてのフ

ィール ド､地域というのは､とても大切な､

言ってみるとお客さん､なわけです｡その

お客さんと一緒になって色んな活動をして

きたというのが､この数年の間やってきた

ことです｡

地域連携というのは､企業､NPO､行政

などと具体的に個別に協力し合って教育､

研究､事業などを展開することをさすので

しょうが､｢地域とは一体何か｣もよく分か

らなくなっているのではないかと思われま

す｡今､われわれは ｢何のための連携か｣

ということを考えるようになっています｡

多様な連携をしていって､一体この先に何

があるのか､というようなことが､関係者

では話題になっています｡今まで色んな報

告をして下さった方達も､そういったこと

を感じておられるのではないかと思います｡

当初､連携のリソースがポイントでした｡

どのような具体的な組織や団体と連携する

と､どのような大学側のメリットがあるの

か､あるいは､われわれと連携してメリッ

トを感じるのはどのような組織や団体だろ

うか､ということです｡

しかし､現在は連携を継続していく､そ

れをもっと大きな社会運動､社会変革につ

ながっていくような連携の在り方はどんな

ものかということが､議論になっています｡

世の中の動きに合わせるわけではないので

すが､個別の単体の連携を超えて､プラッ

トフォーム､つまり連携が生まれやすいよ

うな場､をわれわれがどう作れるのか､と

いうような発想の仕方をするようになって

います｡多様な連携が生まれやすい空間や

条件をどう作り上げていくかということの

方が､長い期間で見たときに大切ではない

かと､そのような議論をしています｡

現在われわれがプラットフォームのキー
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ワー ドの 1つ として考えているのが､

"ESD"です｡"ESD"､ "Educationfor

SustainableDevelopment"｡翻訳すると持

続可能な社会､或いは持続可能な開発を目

指していくために人類全体が学ぶことが大

切である､或いはそれを支えていくことが

大切である､という理念です｡この "ESD"

というのは環境問題だけでなく､経済の問

題も､自然環境だけではなくて､社会環境

全体についてもわれわれは課題意識を持た

ないといけない｡つまり世の中のあらゆる

問題についてわれわれはどう応えていくか

ということを常に総合的に考えながら生活

していかなければならない｡何らかの活動

をしていかなければならない｡そういった

問題意識に基づいている理念です｡この

"Esp"というのを一つのキーワー ドにし

ながら､プラットフォームを作ることがで

きないだろうか｡色んな連携事業とかつな

がっていくのをキーコンセプトにできない

だろうかということで､2年ほど前から様々

な試みを行っています｡

昨年度発表した ｢ESDボランティア塾ぼ

らぽん｣という事業は､まさに､ボランテ

ィアを通して ESD のプラットフォームを

作ろうというのがねらいです｡学生たちが

多様な領域でボランティアをすることで､

多領域の問題を知っているボランティアに

育つのを支援しようとする事業ですが､こ

れによって異領域の市民団体相互の距離が

縮まり､互いが協働しえる確立が高まると

いう効果もねらっています｡｢社会の中に存

する問題の数だけ､ボランティアがある｣

と言われます｡市民活動の多くは､個別の

社会問題の解決に専心していますが､Esp

に求められるような総合的な力にはなかな

かなりません｡もちろん､むりやり大同団

結させるというのは暴挙ですから､互いに

出会う可能性が高まるような場としてのプ

ラットフォームを､学生のボランティアと

しての動きと連動して創成することが大切

だと思います｡ボランティアは､いろんな

領域を移動することが許されている自由度

の高い存在として社会的に認められていま

す｡それを逆手に取ると､多様な問題をみ

んなが経験していって､ある程度の応援団

になっていくような学びの方法としてボラ

ンティア活動を活用することができます｡

既に､｢ぽっとらっく｣にも､HCセンター

のメンバーが ｢ちょっと教えてください｣

とボランティアに入らせて頂いています｡

それから他の発表にもありましたが､篠山

だとか養父だとかいくつかの地域にも､ボ

ランティアとして地域参加しています｡こ

のどこにでも参加するボランティアをつな

ぎ役として､社会のさまざまな組織が連携

する可能性を高める場としてのプラットフ

ォームを作れないか､というのが､今 HC

センターで総力を上げてやろうとしている

ことです｡

今､現代 GPの一環で､｢ESDサブコー

ス｣を運営しています｡これは発達科学部､

文学部､経済学部の三学部の共同なのです

が､地域との連携を基盤としたアクション

リサーチを機軸としています｡そして大学

院の方ではインフォーマルエデュケーショ

ンを､つまり正課外の活動を院生たちが経

験することによってより専門性を深めてい

こうということを試みています｡学部のGP

と大学院のGP､そして､｢ぼらぽん｣など

のインフォーマルな活動としてのボランテ

ィア活動を合体させて､広い意味での総合
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的な教育 ･学習環境を作り上げようとして

います｡その中で､地域との連携､企業と

の連携といったものが､より広範囲に作ら

れるのではないかと考えています｡

それゆえ､あまり微視的な個別連携には

こだわらなくなっています｡あとで､これ

に関する議論できれば､それも含めて話さ

せていただきたいと思いますが､いったん

ここで止めておきます｡

奥村:ありがとうございました｡学内における地

域連携に関して､各センターから紹介をしてい

ただきました｡外側の方から､これらの活動を

どのような形で見ているのかということで､学外

の方々の意見をお伺いします｡最初に灘区か

らお願いします｡灘区は､私たちの大学のホー

ムキャンパスがあるところです｡灘区と神戸大

学はまちづくりの視点から､さまざまな連携活

動をしています｡

山上智子･神戸市灘区まもづくり課長

山上:灘区のまちづくり課の山上です｡神戸大

学の皆様とは平成16年12月に包括的な協力

協定を神戸大学と灘区との間で結んで以来､

沢山の連携事業が飛躍的に増えています｡先

生方､学生の皆さんにもとても感謝いたしてい

ます｡今日は資料を用意しました｡｢神戸大学

と灘区との連携｣という資料に基づき､灘区で

把握している連携事業の取り組みの一例を紹

介させていただきます(配布資料21-22頁)0

また､少し課題に感じていることをお話いたし

ます｡

まず､のびやかスペース｢あーち｣について

です｡灘区の旧庁舎で､いろいろな分野の先

生方､ボランティア､地域の方などが一緒にな

って､平成 17年 9月から子育て支援をきっか

けにした共生のまちづくりということで､幅広い

取り組みを毎日行っていただいています｡発

達障害や障害児の居場所作りも含めた幅広い

取り組みになっています｡

次に｢防災･減災に関する公開講座｣です｡

これは都市安全研究センターの先生方が､平

成18年から今年で3回継続して実施していた

だいております｡地域の防災活動をしている防

災福祉コミュニティというグループなどを対象

に､毎年公開講座を行い､昨年度はパネル展

もしていただきました｡3つ目に防犯サークル

｢ドリームプランター｣という学生サークルが､地

域で防犯パトロールを行っています｡大学の

南東､高羽地域で､住民と一緒に､月8回ほど

防犯パトロールをしていただいていると聞いて

います｡その代表の方には､先日､灘安全安

心運動区民大会で､大会宣言をしていただき

ました｡灘安全安心運動区民大会は灘区内の

各種団体がみんなで地域の安全を地域住民

の手で守りましょうという区民運動を進めるため

の年 1回の大会です｡

次に｢灘･まる洗いプロジェクト｣｡こちらも平

成15年から続いています｡全部で今､18回実

施をしています｡これは公園や歩道橋､駅周

辺などをみんなでまるごと椅麗にしましょうとい

う活動です｡学生の方を中心に20人位､それ

ぞれその地域の方が60人位､大体平均で80

人位が参加して清掃活動をしていただいてい

ます｡子どもさんも参加した活動になっていま

すが､清掃活動の後､みんなで少しゲームをし

たり､何か飾り付けをしたり､少し遊びも入れな

がらの活動です｡このまる洗いプロジェクトは､

これまでは灘区内だけでしたが､次回の 3月

は市内の西区-出張されて活動されるとのこと

で､活動範囲も､活動メンバーも､広がってい

るとお聞きしています｡環境サークル｢エコロ｣
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には､灘区の桜まつりや秋まつりといった祭り

の会場で､ゴミの分別や環境保全についての

展示などを継続して活動していただいていま

す｡次は､天文研究会による｢摩耶山星まつ

り｣です｡これも毎年1回､8年間続けて夏に摩

耶山の掬星台で､手作りの子ども向けの天文

イベントと､天体の観測会をしていただいてい

ます｡毎年大体 200人位の親子が参加をして

います｡次に｢まちプロジェクト｣です｡こちらは

工学研究科建築学専攻の学生さんのグルー

プが中心です｡昨年から､地域から古いTシャ

ツや傘を､大体Tシャツが3,000枚､傘が600

本とお聞きしていますが､古くいらなくなったも

のを回収して再利用し､地域の子どもたちなど

と一緒にTシャツを使ったカバンや草履をつく

るといったようなモノづくりをしたり､ゲームをし

たり､というような活動を今年で2回取り組んで

いただきました｡傘や Tシャツを使った風景を

つくる展示も行っています｡今年､JR六甲道駅

の南公園で開催したときには､3,000人位の参

加があったということです｡この取り組みは､灘

区が地域の住民の方に地域課題の解決をす

る取り組みに対し助成を行う｢地域力を高める

手作り助成｣という助成制度を利用して 2年続

けていただいたものです｡

次に｢神戸大学･灘区まちづくりチャレンジ

事業助成｣の紹介をさせていただきます｡これ

は平成 17年度から､神戸大学の教職員や学

生の方が行われる灘区民を対象とした地域の

身近な課題解決や地域の魅力向上につなが

るような活動に対して､灘区から助成を行う公

募事業です｡地域連携推進室を窓口に､教職

員の方や学生の方に､歴史調査や健康づくり､

今年度は耐震診断や水道筋の歴史をテーマ

にした人形劇などに取り組んでいただいてい

ます｡

また､｢灘･地域アカデミー｣は､昨年度から

の事業です｡昨年度は神戸大学人文学研究

科地域連携センターにお願いをしました｡｢水

道筋周辺のむかし｣をテーマに､2日の座学と

1日のフィールドワークを行っていただきました｡

これは地域のまちづくり協議会とも連携して､

受講料が600円で3日間のコースということで

約50人の参加がありました｡参加された方から

はとても好評でした｡専門の先生に分かりやす

く､地域の歴史資料の文献の口語訳や地域の

歴史を説明をしてもらって良かった､フィール

ドワークで身近だけど知らないところに初めて

行ってみて良かった､という感想をいただいて

います｡本当に､沢山の連携事業を皆さんの

ご協力をいただいて行っています｡

一方､私自身色々間に入ってやっていく中

で､難しいと思っていますのは､地域と行政､

大学との間の相互理解です｡充分コミュニケー

ション取っていくことが必要だと思っています｡

それぞれ連携についてのニーズが違うように

思うからです｡一緒に関わった地域の方からは､

大学の先生や学生の熱心さや新しい発想や

行動力にとても感心をした､とても有難かった

というような声をお聞きします｡同時に､できる

なら長期に継続的に関わって欲しいとか､もう

少し自分たちと一緒にべったりやって欲しい､

常時 1年間通じてやって欲しい､といった過大

な期待がある場合もあります｡また､われわれ

行政の立場からしますと､できましたら地域の

課題解決であるとか､商店街やまちの活性化

といった､即まちづくりにつながりやすいテー

マで一緒にやっていただけたらと思っています｡

事業助成や区の予算で行う場合は､特にそう

いう思いが強くなります｡一方､大学側にとって

は､もちろん研究内容､教育内容との関係で

あるとか､将来性とか普遍性などが必要になっ
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てくるのかもしれません｡その辺りそれぞれちょ

っと時間をかけながら､お互いによく相互理解､

意思疎通を図っていくことが必要だと思いまし

た｡具体的に様々な協力関係を数多く積み重

ねていくことになったら､上手くいくようになる

のかなとも感じています｡以上です｡

奥村:ありがとうございました｡次に神戸新聞小

野支局長の金井さんから､大学や自治体とは

異なる報道の立場からということでお話をいた

だきます｡宜しくお願いいたします｡

金井恒幸･神戸新聞社小野支局長

金井:神戸新聞小野支局長の金井と申します｡

小野市の側から見て､小野にあった青野ヶ原

停虜収容所の関係で色々な報道をさせてもら

ったことについて､お話させていただきます｡

私は2年程前から小野市担当で､小野を中

心に記事を書いています｡この停虜収容所と

報道との関わりは大津留先生の停虜収容所関

係のご本の紹介で関わったことからです｡その

後､2008年に再現演奏会や資料展を行うとい

う話を聞いて｢面白い話やなあ｣ということで､

大津留先生や小野市立好古館の大村館長の

お話を聞きながら､話がまとまった段階とか､

話が分かった段階で記事にさせてもらったりし

てきました｡その途中で､ドイツで写真が新た

に300枚位発見されたことも紹介してきていま

す｡昨年 1年間で十数回位､関係記事を報道

させてもらいました｡昨年末の小野市を含む北

播地域の重大ニュース､小野市の 3大ニュー

スの1つに｢母国オーストリアで､青野ヶ原停虜

収容所の資料展や再現演奏会が実現｣という

ことを紹介しています｡ちなみに 3つのニュー

スは私が選んだのですが､そのトップにあげた

のが､｢神戸大学の提案を受けて小野市と三

木市が市民病院の統合に合意｣があります｡

今回直接関係ないんですが､それだけ昨年 1

年間､神戸大学は小野市に大きな影響､足跡

を残したと改めて思っています｡

報道する中で感じたことは､やはり一般市民

の方は青野ヶ原停虜収容所のことはあまり､今

でも知らないというか､市史編纂の中で再発見

されたものだということです｡最近は資料展と

か音楽演奏会とかで時々出てくるわけですが､

なかなか一般の方は｢そうなんや｡90年も100

年も前の話なんや｣みたいな感じです｡そうい

うところを神戸大学の専門的な知識､専門的な

歴史の知識を活かして住民の方が知らない資

源を発掘される形､｢そうか､大学はそういう力

があるんだなあ｣というのを改めて感じさせられ

ました｡こういった活動を通して､市民が青野ヶ

原収容所のことに継続的に関心を持って､地

域の資源として措かせていけるかなあ､という

のはちょっと今後の課題かと考えるところです｡

今回の演奏会､資料展の関係で､大津留先生

や研究者の方と一緒に停虜収容所跡を見に

行ったのですが､停虜収容所跡はあまり保存

がきちんとされていないところがあります｡そう

いう現状から考えても､地域の方が､資源とし

てまだ活かしきれていないというところがありま

す｡今後関係している小野市､加西市､加東

市と神戸大学もできれば後押しして､上手く地

域でそういう史跡を維持し､活用していく方法

はないのかと考えさせられました｡神戸新聞で

も､｢これは大事や｣と機会あるごとに訴えてい

く必要もあるとも思っています｡その点につい

ては､神戸新聞では､この青野ヶ原停虜収容

所の跡地も｢地域の宝物｣の1つということで紙

面にて紹介させていただきました｡これは神戸

新聞だけの宝物という位置づけですが､上手く

それが今年度､来年度以降で皆さんにもっと
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愛着を持ってもらいたい､保存したいというよう

なものにつながっていけば良いと考えていま

す｡

ウィーンでの展覧会開催準備が進められて

いく中で､新しく出た写真 300枚の話ですが､

小野､加西､加東の地域のこともたくさん写真

に写っています｡その当時の住民､90年前と

かその辺りの住民の方とか捕虜の方とか一緒

に写真を撮っているものとか､その時の農村風

景とかがほのぼのとした状況が残っています

ので､是非それを地域の方に見せて頂いて､

地域の写真展を逆里帰りさせていただきたい

です｡そうすれば､収容所のことに対して地域

の方が｢こういう関わりがあったんや｣というよう

なことを改めて知ってもらえるのではないかと

期待しています｡

地域展については､私は本当にいいなと思

いますね｡私も2回程夏休みに地域展のため

に調べている子どもたちとお年寄りの様子を見

させていただいています｡特に夏休みですが､

神戸大学の方と小学校､中学校の子どもたち

と､お年寄りの方をはじめ地域の方が一緒に

なって､地域をまわって､写真を撮ったり､お

話を聴いたりとか､一緒になって昔のことなん

かを調べています｡良い姿だなあと思って見て

います｡お年寄りの方も言いたいことを子ども

たちに言う機会がなかなか無いので､楽しそう

に喋っておられました｡子どもたちも半ば夏休

みの課題のようですが､｢そんなのがあるんで

すか｣と新しい発見をしているようです｡小野市

の子どもは恵まれているなあと感じています｡

そういう昔の聞き語りだけでなくて､神戸大学

のような専門的知識で支援されて図録も作ら

れ､展示もされ､他人の目にも触れるということ

でかなり水準も高いものができていると思いま

す｡地域展が続いているということで､地域の

子どもたちの愛着というのが深まっていってい

るというのも感じました｡地域ごとにテキストが

作られているので､そのテキストをまず学校教

育に活用されていけばと思います｡地域の歴

史の時間などで､地域を知る基礎的なデータ､

テキストとして使ったら良いと思います｡

その2つくらいが私の知る限りです｡地域展

は地域に根差したものなので良く分かるので

すが､収容所の方は少し難しいところもあるの

で､なかなか一般市民の方に重要性とかが浸

透していない部分もあると思います｡神戸大学

の取り組みなどを紹介する中で､報道の立場

で収容所のことの大切さや歴史的な位置づけ

などをまた紹介していければと思っています｡

フリートーク

奥村:いくつか意見が出ましたので､学内側

も相互に意見を出して頂きたいと思います｡

では､岡田先生いかがでしょうか｡

岡田:いくつか論点が出ました｡ニーズの適

正化というか擦り合わせもその一つです｡

もちろんこれは一般的な解決法はないにし

ても､何かそれぞれのところから方向性が

見えないかと思います｡というのは､例え

ば私のところでは在日外国人団体などとの
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間でその度ごとにその間題が浮上してきま

す｡これは時間をかけるしかないのですが､

そのときにとか､大学として地域のニーズ

をくみ取っていくやり方とか､｢こういうこ

とが可能だ｣とか､何かガイ ドラインとは

言いませんが､整理できていくとありがた

い｡あるいは失敗から学ぶというか､その

あたりのご経験を含めて他の方にお聞きし

たいです｡最初のボタンの掛け違いが多い

ので｡

奥村:他のセンターの方々のご意見はいかが

ですか｡大学として､神戸大学が本気で地域

連携を考え出したのは､まだ 5年位ではない

でしょうか｡まだ､失敗したり､地域の方々にご

迷惑をおかけしたりしていると思います｡それ

も含めて岡田先生が言われるように経験にし

て､次に進みたいと常々思っています｡先行の

事例でも結構ですし､何かしまったなということ

も含めて､松下さん､ご意見があれば如何で

すか｡

松下:地域の方々の要望に応える際に､地域

遺産の保全と活用についての､こちらがイ

メージする理想形を押しつけた訳ではない

のですが､少しそうなったところもありま

した｡地域の方々の意図をどこまでくみ上

げられるのかは常に意識しなければいけま

せんし重要なことですが､一方であまり地

域の要望にすり寄り過ぎても大学が本来果

たすべき学問上の信念を曲げてしまうこと

や調査 ･研究の成果とずれてしまうことが

あります｡そういう意味では､非常に悩ま

しいところでもあります｡

丹波市での事例をあげますと､地区や区

長さんによっては歴史-の関心やまちづく

り-の思いに随分温度差があります｡現在､

棚原のように地元で盛り上がっている地区

をモデル地区として､その方法を市内の他

の地区でも適用できないかと､山南町をか

わきりに旧6町全部の町で順に展開しよう

としています｡しかし､やはり地区の方々

ご自身に ｢歴史文化を活かしてまちづくり

をしたい｣と思っていただかないと､｢地区

の特色を示すこういうええ史料があります

よ｣と言ってもなかなか興味をもってもら

えません｡モデル地区を広めていきたいと

いう活動は今後も継続していきたいのです

が､温度差をどう埋めていくのかという切

実な問題があります｡

また､歴史文化だけでは到底､まちづく

りという大きなテーマに太刀打ちできない

と思います｡この報告会をはじめとして｢私

たちはこういうことができる｣ということ

を各センターの皆さんが発信しておられる

と思いますが､意外とそういう情報が共有

できていないように思います｡神戸大学の

各学部 ･各センター ･各教員は､同じよう

な地区に､似たような手法で､色んなルー

トで､まちづくりの問題にたずさわってい

ます｡地元の人にしてみれば ｢何か前にも

似たようなことで大学が来てはったなあ｣

ということになる｡そういう意味で､情報

の共有と言いますか､毎回言われています

けれど､学内の情報共有や異分野との協力

関係ができれば嬉しいなと思います｡

奥村:保健学研究科地域連携センター長の高

田先生は､あとの予定があり､もうすぐ退席され

ます｡急なお願いですが､今の関係も含めて､

ご発言ください｡

高田哲･保健学研究科教授
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高田:先程から､地域連携事業というのは継続

性というところと､ボランティアがキーワードにな

っています｡ボランティアというのはやはり非継

続性､非専門的だし､一方私たちはそのボラ

ンティアの学生さんたちをある程度専門的なと

ころに養成しようとしています｡地域から継続

的な活動を期待されたとき､｢我々どうしたらい

いのか｣ということがでてきます｡さらに私たち､

｢保健｣というのは､例えばこういう高齢者の方

がいるからその人達を支援して欲しいと今すぐ

のニーズがあるわけです｡一方､小野市の事

例で報告ありましたように､そこで何かを見つ

け出して行って､新たなニーズを掘り出してい

こうというやり方があるかと思います｡それらが

同じ｢地域連携｣という言葉の中で動くもので

すから､片方で非常に過大な期待という形に

なってくる｡その辺をどう整理するのかが大き

な課題かと思います｡

もう1点､ボランティアの問題です｡ボランテ

ィアは大学が持っている一番の力です｡学生

のマンパワーなどだと思うのですが､私の所や

松岡先生のところでも行われているボランティ

ア登録をしてもらったときに､大学としてどのよ

うにもっていくのかとか､そういうような情報を保

護しながら､そこに登録していただいた人たち

にどうしてあげるのかというところも課題かなと

考えます｡

奥村:どうもありがとうございました｡ボランティ

アの問題と継続性の問題が出ています｡農学

研究科の地域連携センターの中では､その点

いくつか試行錯誤されながら､展開されている

ようですが､いかがでしょうか｡

本野:今仰ったことと同じ話になりますが､具体

的に要請されることがあります｡農村で｢お祭り

で御神輿を担ぐ人がおら-んから学生何人か

来て欲しい｣というような要請がやはりあります｡

｢そんなのまで行かれ-んわ｣という話が当然

起こるわけです｡最初に入り口のところで､きち

んとした話し合いをしておく必要があります｡

篠山市の場合は､市長さんを先頭に､地域

連携研究というものをきちんと押さえ､研究とい

うのは長期に渡るということを納得の上で予算

も付けてもらい､研究活動として続けています｡

ところが､｢篠山市がええことしてるから､うちも

連携協定結んで欲しい｣と次々とやってきたと

きに､その求めて来られるニーズは研究活動

ではありません｡｢若い人が村に入ってきて元

気になる｣とか､｢もっと学生来て｣という話で､

イベントに 5人位欲しい､という話になってくる｡

われわれは､コンサルタントでもないし､イベン

トの人材派遣業でもない､研究なんだというと

ころに軸足を置いて､いかに5年 10年のスパ

ンでじっくりと返していけるような研究スタイルと

地元の理解をどのようにバランス取りながらや

っていくのか｡なかなか口で言うほど椅麗には

行かないわけです｡その辺は私はずっと大学

から来てもらって､調査活動とか受ける方で 30

何年仕事してきた人間です｡逆の立場から言

いたいことがいっぱいあります｡しかし昨年から

は大学の立場で､｢俺たちは研究に来てるん

や｣ということをきちんと言って､それで何がで

きるかということをお互いに話し合っていくこと

が大切です｡

奥村:ありがとうございました｡その点のことは

私と山上さんのところで､議論をしているところ

です｡山上さんのご意見はいかがでしょうか｡

山上:われわれの地域連携も､大学の他の地

域での取り組みを少し応用させていただく
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とか､拡大させていただく形だったらもう

ちょっと入りやすいのではということを考

えます｡そのためにわれわれ灘区としても､

地域での活動の情報をつかんでおく必要が

あるし､大学からも､色々な機会に連携事

業で上手くいっている事例の中で､灘区で

もできそうだというような例を是非教えて

いただけたらと思います｡

奥村:ありがとうございます｡灘区との関係で言

いますと､ここで出てきております｢まちづくりチ

ャレンジ事業助成｣というのがあります｡これに

は様々なところが応募していただいています｡

これは､単に応募していくというよりは､｢こうい

う風に少し変えればいけるのではないか｣とい

う形で､球を投げ返しながら､お互いに議論し

ながら､取り組みを作っていくという感じです｡

私なんかはそういうやり方も方法としてはある

のかな､と､灘区との協定の中で勉強させてい

ただいています｡｢これ､助成金が出るのでどう

ですか｣と応募してもらいながら､応募していた

だいたままを採用するのではなくて､市の方で

｢これだったらできるけど､これはできない｣とい

う点を議論していくというのも､いいのかなと思

っています｡取り組みが段々実ってきますと､

今度は逆に継続性をどうするのかということに

なってはきますが､そのようなやり方もあるので

はとも考えています｡

またボランティアの話がいくつか出ましたの

で､ボランティアのお話をしたいと思います｡今

のボランティアの問題について､松岡先生い

かがでしょうか｡

松岡:連携が実質化するというのは､大学生

や大学院生がボランティアのようなかたち

で､具体的な地域と大学の連携体の血液に

なって､スムーズに動いているということ

なのだろうと思います｡大学の先生が連携

活動をすれば､細いけれど長く､効果的に

連携ができるのでしょうが､今社会から求

められているのは､多分そこではないでし

ょう｡大学の研究や教育が地域の活動や生

活に影響を与えていくというときに､色ん

な影響の与え方があるのですが､やはり､

学生の力というものは非常に大きいのでは

ないでしょうか｡学生が地域で活動するこ

とが､地域と大学の連携を実質化させるの

ではないかと思います｡

しかし､学生に対する地域からの要求が､

先程の岡田先生の話に関連しますが､学生

たちや大学側の思惑と全然異なる時､それ

をどう調整するかが､大きな問題になって

きます｡具体的にそういう場面で困ったこ

とが僕も何回もありましたし､確か､昨年

発表させて頂いたときは､コーディネー ト

のハザマで､僕の頭には500円ハゲができ

ていました｡それは､地域と学生側の要求

の違いの調整の難しさによるストレスが原

因でした｡1年たって､500円ハゲはなくな

りましたが､それは､僕が居直ったからだ

と思います｡教師はソーシャルワークをや

るしかない､という居直りです｡具体的な

課題について本当に膝をつき合わせて話を

できる場面をどんどん作っていくしかない｡

ただし､それは自分一人でやろうとすると

500円ハゲができる｡｢学生も僕の仲間にな

って､一緒に500円ハゲを作ってくれ｣と

言った瞬間に､非常に僕は楽になりました｡

HCセンターの場合ですと､20人近くの学

生､院生がコーディネーターとして地域の

色んな連携先に行ってくれています｡それ

だけではなくて､大学のプロジェクト･ス
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タッフの人たちが､どれくらい僕たちの活

動に共鳴してくれて､一緒に手伝ってくれ

るかということも大切です｡例えば､私の

所属する発達科学部の事務局､あるいはヒ

ューマン･コミュニティ創成研究センター

のスタッフは､地域連携ということに対し

てかなり理解があるものですから､一緒に

なって団体に出かけていってくれたり､或

いは土日も ｢(仕事ではなく)遊びですよ｣

と言いながら､一緒に活動してくれたりし

ます｡スタッフや教職員がボランティアと

して動いてくれるという場が多くあります｡

そのように動いてくると､つまり大学全体

がボランタリーな動きができるようになっ

てくると､地域連携の具体的な血液として

の学生の動きが､ずいぶんスムーズに行く

のかなと､思います｡

もちろん､なかなかそう簡単にはボラン

タリズムは生まれないので､焦らないこと

が肝要でしょう｡たとえば､｢今回の連携の

枠組みでは失敗したけど､また他の団体と

の連携の中でうまくやろう｣というように

考え､個別の事業にこだわらないことです｡

気楽にやっていけば､そのうち何とかなる､

という楽観的に考えることが､大切かなと

思います｡先に個別の微視的な連携の枠に

こだわらなくなっていると申し上げました

が､これは､失敗にこだわらず､大きな連

携の推進のためにいろんな事業を進めてい

るのだ､という考え方のことです｡

奥村:少し関連した事項で､都市･安全研究セ

ンターでは､学生ボランティア支援の動きを開

始されています｡学内でボランティアそのもの

を議論する場所があった方がいいのかなと私

自身は思っています｡ボランティアは様々です

ので､何よりも色んな事例を深めることによって､

議論ができればよいのではないでしょうか｡特

に震災を受けておりますので､神戸大学という

のはそのことと常に向き合っていくというのも地

域との連携の中で非常に大事だと考えていま

す｡

松岡:それに対して 1点だけ意見がありま

す｡神戸大学総合ボランティアセンターと

いう学生の組織がありますよね｡今､多く

の他大学で､ボランティアセンターを作ろ

うという動きが生まれていて､私のほうに

も問い合わせがあったりします｡問い合わ

せのたびに､いつも､神戸大学総合ボラン

ティアセンターは大学のボランティアセン

ターではないと断らなければいけません｡

どうも､神戸大学総合ボランティアセンタ

ーが､大学立のボランティアセンターであ

ると誤解されているようです｡これはどう

考えたらいいのでしょうか｡｢看板を換え

ろ｣とはいいませんが､大学とどうつなが

っているのかということを含めて､ボラン

ティアセンター的なものをわれわれはどう

考えるのか､という学内的な検討をしてお

く必要があるのではないでしょうか｡逆に

言うと､神戸大学総合ボランティアセンタ

ーという非常に歴史的なセンターと､学内

のリソースとをどう繋げるのか等の議論を

-て､学生組織とのコラボ的なボランティ

アセンターをどう作り上げていくのか､と

いうビジョンを､これから作っておくべき

だと思います｡連携推進室が音頭をとるべ

きなのかどうかわかりませんが､これから

求められる課題ではないでしょうか｡

奥村:連携推進室がどこまでできるか分かりま
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せんが､都市安全研究センターでは､今年度

からボランティア支援を中心に､1つのプロジェ

クトを組み始めています｡都市･安全研究セン

ターから林研究員が来られていますので､全

体としていつか議論を進めていただくということ

で､いかがでしょうか｡今日のこれらの議論も

参考にしていただければと思います｡

引き続き､先程の2つの問題､継続性とボラ

ンティアの問題について､ご意見をいただきた

いと思います｡保健学研究科の松井さん､い

かがでしょうか｡

松井:継続性とボランティアの問題では､ご

紹介した教室を運営する場合､-か月で学

生さんを延べ 100人近く集めることになり

ます｡それだけの学生さんをいかに集める

かが､毎回課題となります｡予算的にも､

ボランティアのマンパワーがないと成り立

たない活動ですので､その辺りのことを､

大学としてどう支援していくか､考えてい

ただきたいと思います｡

奥村:ありがとうございました｡金井さん､何か

ご感想がありましたらお願いします｡

金井:継続性とボランティアというと､ボランティ

アの方はよく分かりません｡継続性について､

皆さんのお話を聴きしながら思っていたのです

が､先ほど小野の話で後半にお話しました地

域展で､地域の住民の方と神戸大学の方で地

域の歴史を掘り起こすということは､ずっと続い

ているわけです｡時間が経つごとにかなり地域

の方が主体で調べていくようになっているのか

なあというような気もします｡実際はどうかはわ

かりませんが､地域の方に上手くバトンタッチし

ていって､地域の方の力を育てていかれて､

地域が主体になってずっと続けていければい

いなと思っています｡ずっと神戸大学さんがつ

ながっていくのはしんどいと思うので､上手くバ

トンタッチしていければなと恩いました｡

奥村:ありがとうございます｡今､それぞれパネ

ラーの方にご発言､ご発表いただきました｡議

論を聞かれて､色々ご意見が当然会場の方も

おありだと思います｡ここからは会場の方も含

めて議論を深めていきたいと思います｡継続

性の問題｡それから具体的にそれを支えてい

く､特に今回は現場の話が出ましたので､ボラ

ンティアとなるのか､それともその中で学生が

学ぶというところにメリットがあるのか､もっと違

った形での人がいるのか､地域連携の人がい

るという問題もあるかもしれません｡その点も含

めまして､会場の方からご意見をいただきます｡

もしくはこれまでの話をもう少し具体的に聞い

てみたいというようなところでも結構です｡よろ

しくお願い致します｡発言の時には､お名前と

御所属をお願いします｡

坪田･神戸大学経営学部4回生

坪田:経営学部4回生の坪田と申します｡今

回発表会に初めて参加させていただきまし

た｡はじめに自己紹介させて頂きますと､

私は､11月にオールナイトでやっている学

園祭､神戸大学の厳夜祭実行委員会をやっ

ています｡今年はその厳夜祭で､大学が行

う地域連携活動を取り上げ､人文学研究科､

農学研究科の地域連携センターや都市安全

研究センターのパネル展示やボラバイ トの

登録斡旋などのイベントをやらせていただ

きました｡私自身､厳夜祭の実行委員以外

にも大学生活の中でお諸にでてきた総合ボ

ランティアセンターや､震災のときから活
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動している学生震災救援隊などで､障害を

持っている子どもの支援とか､地域で 6月

にイベントをやっている ｢灘チャレンジ｣

という主に地域と学生が作るお祭りの実行

委員もやってきました｡また､こういった

地域の活動に関心がありまして､それらの

ことを学部で学ぶ経営学とつなげられない

かと考え､卒論では非営利団体であるそう

いった意義のある活動を行っている団体に

経営学の視点がどのように応用できるかと

いう研究をしてきました｡そういった中で

私は､お話を伺って考えたのですが､まず

大学の中で地域連携の取り組みをどのよう

に学生にアプローチしていけたらいいのか､

学内外でどのような取り組みをしていける

のか思ったことが3点ほどあります｡

まず､僕がこの大学､4年間いる中でこ

ういう活動を知らなかったということがも

ったいなかったと思っています｡もっと学

生に大学がこのような様々な地域活動をや

っていることをアピールしていく必要があ

ると思いました｡学内での連携では､農学

部など生活に密着した活動が多くなってく

ると思いますが､例えば組織を継続して活

動していくためであるとか､資金の調達の

ためであれば経営学部の活動もあります｡

様々な問題の共通する話題として､平和学

とか貧困の問題であるとか､社会学的なア

プローチというのもやはり大学として呼び

かけていき､より広い視点でこういった問

題を考えていくことで､学生がこういう会

に参加している方に改めて知って頂けるよ

うな場になる｡もしくは学生が継続してそ

ういった活動を繋げていく中でのアプロー

チの一つとして大学が提供できることなの

かなと思いました｡農学部では学生が参加

するという授業があると伺ったのですが､

もっと大学全体としての学部を超えた学際

的な教養みたいなものがあればよいと思い

ます｡学生は入れ替わりが早いものです｡

地方から来られている方でも4年間しかい

ない｡その4年間の活動の中で､卒業して

から暮らす地域で､生活の一部として神戸

大学の卒業生が市民活動に参加できるよう

な何かきっかけまで伝えられるアプローチ

なんかができたら､上手く5年 10年先の社

会を変えられるようなスター トラインとし

ての神戸大学の在り方もあるのかなと思い

ました｡

また､大学の外-のアプローチですが､

灘区の山上さんがおられますが､公の場と

して大学や市民活動団体､一般市民の方に

様々な形で繋ぎ役としての公の立場が求め

られるのではないかと思います｡大学で研

究して今まで積み上げてきた経験､知識な

どを目の細かい政策支援なんかに繋げてい

けたらと考えます｡資金面での助成 ･支援

もあるかと思いますが､土地や建物などの

支援にも大きな意味があると思います｡旧

区役所を利用した ｢あーち｣など非常に良

い例だと思います｡また公共施設の賃貸委

託等で､活動の施設面､資金面での安定的

な活動を図る支援であるとか､そもそもサ

テライ ト施設みたいな形で活動するときに

安い賃料でそういう活動を続けられるよう

な形での支援もあり得るのではと思いまし

た｡

大学の中からでは､学生からの活動発展

も結構あると思います｡今回フットサルや

児童文化研究会のような活動の発表があり

ましたが､他にも例えば落語研究会は､お

年寄りの施設のところで活動して､高座を
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闘いたりしているようです｡震災を契機に

学生と地域が関わったことが神戸大学の特

色であるので､そのような関わりをもっと

広げて､繋がりを深めていけたらなと恩い

ました｡

奥村:ありがとうございます｡灘区の山上さんの

管轄のところで､学生のグループが把握できな

いほどたくさん活動しているようです｡われわ

れも何とかつかもうと努力しています｡それこそ､

地域のお祭りの主体として頑張っている学生も

結構いると､町内会や自治会の方から｢お世

話になってますよ｣と言われます｡なかなか動

き自体を私どもはつかめておりません｡そういう

ものを把握した上で､支援をどうしていくのか､

ということも考えていく必要がある｡それ自体が

一種の大学の文化力のようなものではないか

と私自身も思っています｡今のお話も承って､

また学んでいきたいと思います｡他にいかがで

しょうか｡

大内･神戸大学産学連携コーディネーター

大内:連携創造本部コーディネーターの大内

です｡私は産学連携が主体ですので､皆さん

方とは少し違う立場ですが､3年間この活動発

表会を聴かせて頂いて､結局は同じようなとこ

ろに落ち着くのかなといつも思うのです｡連携

で一番大事なことは､それぞれの立場の人が

Win･Winの関係になれること､それができな

いとこの種の活動は多分続かなくなるということ

です｡Win･Winの関係を取れるようにするた

めにどうしたらいいのかという視点でもう一度活

動を見直すことも必要かなと思います｡

今日､お話を聴かせて頂いて､皆さん方で

共通の問題になっているのが 5つほどあるの

ではないでしょうか｡1つ目は最初にお話にあ

りましたニーズのズレの問題､2つ目が当然の

ことながら継続性の問題です｡3つ目は先程

松岡先生がおっしゃっていた､連携の広域化

とか深化です｡連携をこれからどう深めるか､

それぞれが地域連携を単独で動いているので

はなく､もっと別の所と連携していけないかとい

う連携の深化､広域化の問題です｡それから4

つ目は､余り大きな声が出なかったんですが､

｢見える化活動｣です｡活動をどう学内外に見

せていくかということが大事であるということで

す｡最後に､5つ目として(農学部の方では既

に行われているようですが)､大学の地域連携

ですので､研究とか教育という視点を忘れては

いけないと思います｡その意味で学生の単な

るボランティアではなく､学生がフィールドに参

加することによって､それが教育の一環であり､

単位取得につながるという問題を是非議論し

て頂けたらありがたいなと思います｡大学の教

育､研究の一つの実践の場として､たぶん地

域連携というのもある役割を持っていると思い

ます｡当然､地元とか､行政はそこまでは考え

ていないかもしれませんが､では何故大学が

地域連携するのかということを考えてみた時に､

自分たちの教育､研究の成果の一端をどう世

の中に認めてもらうか､社会貢献につなげるの

かという面が少なからずあると思います｡それ

を具体的な場として実際にやっていらっしゃる

先生方は研究の一環でいいかもしれませんが､

学生さんにしてみたら､そういうフィールドの中

で自分で体験する､或いはそれを将来の糧と

して繋げていくという立場から見ると､1つの教

育の場であると考え､単位取得につなげたら

いいのではないでしょうか｡活動全部が単位に

なるとは思いませんが､そういう単位取得につ

ながるように活動を広げていくのも一つかなと

思いました｡以上のような5つの視点をもう少し
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皆さん方で議論できたらもっともっと地域連携

というのは良くなっていくのではないでしょう

か｡

さらに私の立場から言わせていただきますと､

皆さん方が地域連携を行っている中で悩んで

いるテーマの中に､産学連携の考え方を入れ

たら上手く解決できるのではないかという問題

がかなりあるような気がしています｡農学研究

科や保健学研究科では特に当てはまるかもし

れません｡そのためにも､地域連携という言葉

だけに囚われないで､もっと大学全体の動きの

中で連携するということが大事ではないかと思

います｡産学連携の方も色々な大学に参加

していただいている ｢ひようご産学官アラ

イアンス｣を立ち上げています｡そういう

環境の中でどうつながっていくのか､例え

ば沼島の活性化プロジェクトは国土交通省と

一緒にやっているのですが､これも裏を返せ

ば地域の活性化につながってきます｡最終的

にその地域の活性化､イノベーションというよう

なところが大きなゴールになって､行政､NPO､

ボランティア､地域､それから大学､それぞれ

がみんな違う目標を持って動いているのです

が､ゴールは多分同じようなところにあると思う

のです｡もう少しそれぞれの立場を上手く活か

しながら､協力し合いながら活動できたら良い

のではないかと思います｡それから､コミュニケ

ーションというキーワードも何回か出たと思うの

ですが､これはお互いに膝を突き合わせて話

し合っていくことしかないと思います｡こういう

場以外でも恐らく皆さん方はそれぞれ話し合

いの場を持たれていると思いますが､そのコミ

ュニケーションしてきたものをどう同じ仲間に､

あるいはその周辺に伝えていくかというやり方

も実は考えて頂けたらありがたいなと思います｡

ベテランの先生方を前に､生意気なことばかり

言って本当に申し訳ありませんでした｡今日感

じたことだけストレートに言わせていただきまし

た｡ありがとうございました｡

田中博人･大学コンソーシアムひょうご神戸事

務局長

田中:｢大学コンソーシアムひようご神戸｣事務

局長の田中です｡昨年もこの会に出席させて

いただきました｡今年は特に地域社会との連

携･貢献が､大きなテーマとなっており､大変

参考になり､勉強させていただきました｡

｢大学コンソーシアムひようご神戸｣は､野上

神戸大学長が理事長をされておられます｡県

下約45の大学が参加･連携し､7つの委員会

があり､多くの活動をしています｡神戸大学は

社会連携委員会の委員長校でして､野上学

長が委員長をされておられます｡当委員会で

は､昨年 5月にG8環境大臣会議に関連し､

その一環として､大学生による持続可能な環

境学生会議を県下の学生約350名が参加し､

開催しました｡大学卒業後社会人となり､彼等

が中心になって我が国を支えていきます｡学

生達に環境問題についてこれまで以上に関心

を持ってもらうため､この事業は今後とも継続し

て実施し､本年も開催していく予定です｡

又､社会連携委員会では､｢サイエンスカフ

ェひようご｣を県下の多くの地域で実施しており

ます｡ここ 1-2年丹波･但馬･播磨･淡路･阪

神各地域で開催しました｡コーヒーでも飲みな

がら気楽にサイエンスに興味と関心を持っても

らおうという目的で多くの親子･高齢者の方々

が参加し､成果をあげております｡

本日の発表会で勉強させていただいたこと

を参考にして､今後とも私共の活動に活かして

いきたく考えております｡本日は参加させてい

ただき誠にありがとうございました｡
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奥村:ありがとうございました｡自治体からも参

加いただいています｡今までの議論を受けまし

て､自治体の方にご意見をいただきたいと思

います｡神戸市大学連携支援室の山本さん､

ご意見をお願いします｡

山本圭一･神戸市役所企画調整局大学連携

支援圭担当係長

山本:神戸市役所企画調整局大学連携支援

室の山本です｡後半から出席させていただ

き､パネラーの方からも色々貴重なご意見

をたまわり､参考になりました｡神戸市は

政令指定都市の中では､京都市に次いで大

学が多い都市です｡かねてから大学の持っ

ているその ｢知｣を市政に活かしていくと

いうことで､市長､副市長以下の幹部と学

長のみなさまがたとの懇談の場を設けてい

ます｡それは一つのトップレベルでの取り

組みです｡また､今日の発表の内容のよう

な､まさに本当に地域の住民の方と大学生

の方､神戸市で言いますと､灘区役所の地

道な取り組みというものが､非常に重要な

部分だと思っています｡その中で､私たち

の役割は､そういう取り組みをPRしてい

くことが重要な部分だと思っています｡

課題等々ご意見の中で出ていましたが､

連携をする趣旨､意味と言いますか､そう

いう部分がやはり立場によって異なってき

ます｡行政の立場､住民の方､神戸大学の

教員の方､学生､色々な立場の方が取り組

んで初めて､地域連携が成り立ちます｡大

学の側からすればもちろん教育というのが

根底にあって地域連携を見る｡だから当然

単位認定というお話も出てきますし､また

地域の方では担い手という部分で ｢是非若

い方に｣という素朴な部分もあります｡色々

な立場の方､色々なテーマ､色々なタイミ

ングで話し合いをする中で､関係者の合意

が取れて､｢こういう形でやりましょうか｣

という部分でスター トしていきます｡そこ

では充分腹を割って話をしていくことが大

事だと思います｡

｢持続的に｣という部分では､当然学生

さんは 1学年ずつ経て卒業､という形の中

で地域のメンバーはほぼ一緒です｡それを

持続可能的にどういう形で続けていくのか｡

神戸大学としては次のステップをどう考え

ていくのか｡ご指摘のようにどういう形で

仕組みを根付かせていくのか､神戸市とし

てもどういう形で一緒にさせていただくの

か､もしくは協力できるのか､こういった

部分を考えていく時期に来ているのかと､

お話をお伺いして感じたところでありまし

た｡今後ともどうぞ宜しくお願いしたいと

思います｡ありがとうございました｡

奥村:ありがとうございました｡合わせて兵庫県

の都市政策課薮本さんお願いします｡

載本和法･兵庫県都市政策課課長補佐

載本:兵庫県都市政策課です｡まちづくりの促

進に関して神戸大学と協定を結ばせていただ

いており､今後より実体のある連携にしていき

たいと思っています｡具体的には､都市農村

交流や､歴史文化を活かしたまちづくりなどで､

一緒に行いたいと思います｡都市農村交流に

ついては､｢多自然居住｣という兵庫県独自の

言葉を使って施策を進めております｡この事業

を行うために､県庁の中で農政環境部と一緒

にやっていますし､歴史文化では､教育委員

会などと一緒にやろうとしています｡大学側で

も､是非単独の研究学科とだけでなく､複数の

50



研究学科と一緒に1個 1個事例を積み上げて

いきたいと考えています｡個別具体的なことは､

これから奥村先生を中心に相談しながら進め

ていきたいと思いますので､宜しくお願い致し

ます｡

奥村:まだ上手く自治体との連携を取れている

とは言えないと思います｡この辺､私ども地域

連携推進室の仕事として､非常に重要になっ

てきています｡また､地域連携推進室だけでで

きるわけではありません｡私たちは､具体的に､

それこそ永続的に活動をやっていただける先

生方にお願いに行くという立場でおります｡今

後ご協力していただければと思います｡

だいぶ時間が経ってきました｡今日出た問

題として｢持続性｣の問題､それから｢担い手｣

と言うか､ボランティアだけでなく学生の問題と

いうのが出てきました｡いくつかのセンターで

事業を進めていらっしゃる方や実際ボランティ

ア的に関わったという方もおられるでしょう｡具

体的な実際的な声も出していただければと思

います｡どんなご意見でも結構です｡別にしゃ

んしゃんで終わるつもりはありません｡｢こんな

んできないよ｣というご意見でも結構です｡どう

ぞ出してください｡

市沢哲･神戸大学人文学研究科准教授

市沢:人文学地域連携センターで活動して

いる市沢です｡地域連携活動は､それぞれ

個性的な活動で､一つの活動の中に､全て

の活動を包括することはできません｡大学

の使命は教育であると言っても､その教育

の中身というのは専門性の高い教育から､

将来､市民としてきちっとした市民生活を

送ってもらうための教育もあって､非常に

幅が広いです｡色々な方が言われていたと

思うのですが､地域連携活動もずれながら

色んなものを含んでいます｡例えば即効性

が求められているものもあれば､持続性を

求められているものもあるし､都市型のも

のもあれば､田舎というか地域でやるもの

もある｡先程申しましたように､より広い

ボランティアが色んなところに顔を出すこ

とによって､きちっとした市民として育っ

ていってもらうのもあるし､専門性を持っ

たその中に実践性を持った学生を育てたい

というのもあると｡色々なものがあって､

一括りにはできないのですが､そういう色

んなものがずれて､あるところクロスさせ

ていくというか､そういうことができれば

いいのではないか｡色々な組み合わせがで

きれば､もう少し目的が遂行しやすくなる

というようなところもあるのではないかと

思いました｡

今日は地域連携の話ですが､クロスさせ

るという観点からすれば､大学本体の事業

の在り方も地域連携目線で見直すこともで

きるのではないかと思うところがあります｡

たまたま私は高校生を対象にした神戸大学

の公開講座の委員を 1回やったことがあり

ます｡夏の間何日間かここのキャンパスだ

けで県内の高校生を集めて公開講座のよう

なものを行っています｡名簿を見せていた

だいたら､やはり灘区の近辺の子だけでし

た｡夏休みに長期間泊まって聴くというの

は､やはり経済的な問題もあります｡明ら

かにそこには機会の不平等というのがあり

ます｡そういうのは例えば､恒常的に､県

の中にいくつかの拠点があって､そこにわ

れわれが出かけていくというような形にむ

しろすべではないか｡地域連携の目線で公

開講座を捉え直すということもできるので
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はないでしょうか｡これは地域連携の仕事

だと囲ってしまわずに､大学全体ですり合

わせていく方法もこれから考えるべきかと

今日恩いました｡以上です｡

奥村:ありがとうございました｡間違いなく地域

連携はそれだけでなく､大学全体に反映させ

るものでもあります｡具体的に大学全体の中で

とらえ直していく必要があります｡まだ地域連

携推進室の弱いところです｡一度考えさせて

いただいて､具体的に何か形を取っていこうと

思います｡他にどうでしょうか｡

岡田:ボランティアの問題はやはり継続性

の問題に関わると思います｡先程松岡先生

がまさにこの地域連携の血液であるとうか

がったのですが､私もその通りだと思いま

す｡一方で､ボランティアの学生に､単な

るヒューマンパワーとしてのみの役割を期

待するというのは問題が大きいと私は個人

的に思っています｡というのは､やはり学

生も何らかのニーズ､或いは期待というも

のをそこに求めているわけです｡そこをわ

れわれはサポー トするのが教育の役割です｡

よくボランティア講座というのは学生対象

に行われますが､先程の私の話の中で､ボ

ランティア慣れしたNGO､NPOも､決し

て悪いことではないのです｡非常にボラン

ティアの学生を上手く活動の中に組み込ん

で下さってくれる場合も多いのです｡ここ

でコミュニケーションが問題です｡地域の

方々､学生のボランティアの方々､それか

らわれわれ教員が如何によいボランティア

をするのか､そのような共同講座のような

ものを設けてもいいのではないか｡確かに

若さは重要で､私も外国人の学習支援に行

っているときに､中学校 2年生の女子学生

にひどく警戒されことがありますが､若さ

だけを期待されたら大学でなくとも､若い

人々は一杯います｡そこのところがボラン

ティアの地域での役割などをもう一度考え

ていく時期に来ているのではないか｡それ

が継続性の 1つの突破口ではないかと思っ

ています｡

松岡:岡田先生に同感です｡学生が何人か来

てくれて､自分たちの活動をアピールする

ことは良いことですが､本当に大学側が､

行政が､大人が学生をコントロールすると

いうようなことになってもいいのかどうか

ということについて､学生がどう考えてい

るかです｡学生のニーズというのはやはり

あります｡実は地域連携の中で学生と一緒

にやるとき､一番気を遣うのは学生のテン

ションが下がらないかどうかです｡学生が

本当に行けるだろうかとかということが一

番気になります｡地域の人たち､団体の人

たちは､そんなにまでは継続性ということ

を考えていない団体が多い｡もう諦めてい

るんです｡学生は気紛れであって当たり前｡

2-3年関わってくれるけども､そのうちど

っかで働いてくれたらいいねという感覚を

持っている団体が多い｡しかし､逆に私は

そういう感覚をもってくれている団体とし

かお付き合いしません｡1回､2回ですぐに

自分たちの活動に組み込んで､上手く利用

しようという考え方が出始めてくる団体だ

ったら､学生は退いていくと思います｡わ

れわれは､そういう意味では現場を､連携

をしようとする人間を常に知りながら枠組

みも考えていく必要があります｡ここにい

るメンバーで､｢灘チャンレンジ｣とか地域
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連携の現場に､みんなで行ってみるとか､

色んなフィール ドワーク系に､これから教

員や支援する側が出かけていかないと､な

かなか難しいのかなと思います｡じっくり

連携事業を連携推進室の方で支えて頂いて､

財源を出してもらいたいと思っています｡

是非､宜しくお願いします｡

奥村:連携推進室で､はいとはすぐに言えない

難しい問題ですね｡他にいかがでしょうか｡は

い､松下さん､お願いします｡

松下:ボランティアと継続性のことについ

て､お話しさせてください｡と言いますの

も人文学研究科地域連携センターは､他の

研究科のセンターと違って､地域連携の実

際の担い手となっているのが研究員です｡

私もそうですが､特に非常勤のOD層が中

心になっています｡先程､ボランティアの

担い手の話で若い学生､学部生を主体とし

ているケースが紹介されていましたが､う

ちの担い手はどちらかと言うとだいぶ高齢

化しています｡センター自体若い子が入っ

てこず､どちらかと言うと私たちのような

高年齢層がたまりやすい構造になっていま

す｡そういう意味で､特に若手にもこうい

う活動に携わってほしいという願いを込め

て､地域歴史遺産保全活用の講座なども行

っています｡その講座では､単位認定をし

ているのですが､先程フィール ドにはテン

ションの高い人に来て欲しいと言いました

ように､個人的には単位目当てだけでフィ

ール ドに来られても困ります｡やはり地域

に入って住民と直に接する以上､大学の看

板を背負ってくる以上､地域のために本気

で考えてくれる､やる気のある学生に来て

欲しいというのが正直なところです｡逆に

言えば､自分が学んだ学問を地域で何とか

活用しようということを一生懸命考えてく

れる学生をどれだけ輩出できるのかという

ことも重要な問題です｡ボランティアで連

携事業が進められるのも大事ですが､逆に

沢山のボランティアをコーディネー トし､

地域と大学の間で調整するというコーディ

ネー ト役としての研究員の専門性もきちん

と認めて欲しいと思います｡私たちの上司

がいる前でなかなか言いづらいのですが

(笑)､地域の側は継続的に大学に関わって

もらうことを望んでいますが､センターの

側は､数年で途切れてしまう不安定な事業

費をやりくりしながら地域と継続的な関係

を持とうとしています｡そういう意味で大

学の側が私たち研究員のことをどのように

位置づけているのかというところが気にな

ります｡モーニング娘のように､研究員も

どんどん ｢卒業｣して入れ替わり､また連

携先の相手も変えていくことを期待されて

いるのか､それともセンターの中に留まっ

てどんどん連携先を増やしていくという方

向で位置付いているのか｡その辺りの問題

は､今後の人文学研究科の地域連携センタ

ーだけではなく､大学の地域連携のあり方

全体の問題とも関わってくるかと思います

が｡私たち､担い手としての研究員の継続

性の問題が､一番シビアな問題としてあり

ます｡

もう一つは地域の側の継続性ということ

があります｡自治会文書を調査しています

と､地区でそういう文書すら管理できない､

下手をするとお祭りさえ維持できないとい

うような集落が徐々に出てきています｡私

たち大学がもちろん全部責任は負えません
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が､地元の側から要請が出ている場合には

できるだけ活性化のための救いの手を差し

伸べてあげたいと思います｡そういう意味

でも大学がどこまで本気で地域連携をしよ

うとしているのかと､逆に問いかけたいと

ころもあります｡特に但馬とか､丹波とか､

淡路とか､そういう郡部に地域連携のサテ

ライトを作る位に｢気合い｣といいますか､

そういうところを見せていただけると私た

ちも活動し甲斐があるなと思っています｡

勝手なことを申し上げてすみませんでした｡

奥村:どうもありがとうございました｡ほぼ時間

が来ております｡今の話は毎回出てくる問題で

す｡地域連携事業に対して､これを担う層をど

のように､きちんと位置づけるかということは､ま

だまだできていないと思います｡しかも大学の

全体予算が減らされているところにそれをちゃ

んと位置づけるか非常に難しい状態です｡し

かしながら､位置づけないと恐らく地域連携も

やはり衰えていくのではないか｡大学としても

地域連携の機能が要るのではないかと考えま

す｡そこをどれだけ大学としても評価できるの

か｡評価を確立するというのは当面の目標に

なっています｡その点では是非関係されるよう

な方々のところで､大学の機能として､地域連

携を支えていただけるような形を取っていただ

ければありがたいと思います｡

本野:今､聴いていて感じたことだけちょっと話

させてください｡ボランティアをやっている学生

の中から､そのリーダーがそれを職業にしてい

くというケースがあります｡鳥取大学農学部の

学生人材バンクをやっている人が､今 29歳で

す｡彼は大学の学部のときから活動していて､

そのまま学生を農村-送り込むNPOを立ち上

げました｡｢地域活性をするんや｣ということで､

NPO の理事長になって､県の委託事業をもら

って､何とか食いつないで 30歳まで来て､今

年やっと3人職員を雇えたという話があったの

です｡なかなか頑張っているなという話です｡

そのように地域連携の教育というものを位置づ

けるという方法もあると思いました｡

もう一つ､ボランティア関係ではなくて､ボラ

バイトとわれわれが言っているように｢交通費位

出してよ｣､という話を農家に対して言うし､交

通費にプラスして､｢この人たちは1年間かなり

研修を積んで役に立つから時給500円位出し

てよ｣､という話も有りだという中で､先程お話

があった産学協同という側面も取り入れながら､

やがてその人が実際に農業経営者になってい

く道筋をつけたい｡これが農学の本筋の教育

なので､農業経営者を産み出す､新しい時代

に対応できる能力を持った農業経営者をどう

作り上げていくのかということが求められている

ことだろうと思っています｡

この間､コウノトリと仲の良い市長と話したの

ですが､彼は｢うちのコウノトリをどんどん研究

に利用してもらって､大学の皆さんがプラスに

なるように使ってもうたらええんや｡私らは自分

らと地域が生きていくために知の蓄積をやって

いくんや｣という構え方なのです｡知の蓄積に

よって､自治体が活きていくんだというようなス

タンスを､自治体の方がきちんと持っておられ

たら付き合いやすいなと思います｡どこにその

知があるんだという話をお互いに探し合う｡農

村だったら村の隅々にまで行って知の財産が

転がっています｡それを掘り起こしながら学生

の知的欲求をいかに満たしていけるかにきち

んと焦点を当てて学生を連れて行けば､そん

なのはボランティアでも何でもない｡自分のた

めになる話だとなっていくはずなので､そこの
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導き方､どこに知的財産が転がっているかとい

うことを明確に示す､そのことが大事なのかなと

思います｡

奥村:ありがとうございました｡恐らくこの話は

続いていくものだと思います｡先程も会場から

も出ましたが､ボランティアとか学生がやるとい

っても幅がある内容ではないかと思います｡ま

だまだ議論を続けていきたいと思いますが､既

に5時になりました｡最後に､都市安全研究セ

ンターからお知らせがあるそうです｡

林 大道･神戸大学都市安全研究センター研

究員

柿:飛び入りでちょっとイベントのご紹介をさせ

ていただきたいのです｡工学部の裏の遊歩道

(うりぼ-ロード)で､今日から阪神大震災に関

するパネル展示を 16日までやっております｡

内容を簡単に紹介しますと､ボランティアに関

することです｡阪神大震災の直後から神戸大

学の学生たちがボランティアとして地域に入っ

ていきました｡その動きが今に至るまで色々な

学生サークルに続いています｡そういう動きに

ついて､多くの学生たちも教職員も知りません｡

特に震災のことは現在の学生は殆ど知りませ

ん｡都市安全研究センターというのは震災にこ

だわった活動を色々としていますが､その一環

でこういうパネル展示を行っています｡この背

景にありますのは､都市安全研究センターで

は､震災教育に関する現代 GPという教育プロ

グラムを今年度まで実施してきたということがあ

ります｡そこから派生したプログラムで､学生支

援 GPというプロジェクトが2008度後半から採

択されました｡その一環として学生ボランティア

支援室という部屋を設けています｡ボランティ

ア支援室を中心に､学生たちのボランティア活

動を皆さん方に知っていただくために､パネル

展示を行っています｡資料をお配りしましたの

で､ご覧ください(配布資料 23-24頁)｡

今まで色々な地域連携の話がございました｡

これは学生たちが大学に言われてやるのでは

なく､地域連携という言葉さえ念頭には無かっ

たという動きを､何とか皆さん方に知っていた

だきたいと思いご紹介させていただく次第で

す｡

奥村:もう既に挨拶に近いことを言ってしまいま

した｡毎回地域連携発表会の最後に一番大き

な問題が出てきて､深めないまま終わるという

パターンが続いています｡神戸大学でも､活

動が前に進んでいるから逆に色んな課題も明

らかになって来ているように思います｡地道な

ところで課題を見つけながら､前に行かない限

りは､地域連携の活動は前に進まないと思っ

ています｡失敗も沢山あってご迷惑もおかけす

るかもしれませんが､温かい目で見守って頂け

ればありがたいと思っています｡今後も宜しく

お願い致します｡以上で終わらせていただきま

す｡
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3.発表会に参加しての｢感想｣

◆今回､この発表会に初めて参加させていただきました｡どの活動も非常に興味深く､そして､活

動の｢継続性｣､｢学生ボランティア｣という共通の論点があることも､改めて感じました｡

ただ気になったのが､学生の参加が少ないという点です｡私自身､もっと早い学年で知っていれば､

もっと深く関わりたかったのですが､4回生になって､初めてこの発表会の存在を知りました｡神戸

大学が行っている地域連携の活動が､もっと幅広く学生に伝わり､また､このような地域活動をきっ

かけに学生たちが､将来暮らす地域活性化の担い手となり､市民運動の活性化の礎として､これら

の活動を活かせるように感じています｡大学の持つ｢研究｣と｢教育｣という側面のうち､是非｢教育｣

の側から､学生が地域と関わり､学ぶ｡そして､学生たちの生活が単に､家と大学との往復ではなく､

地域に広がり､神戸の街を第二の故郷と思えるような､つながりをつくる｢きっかけ｣に地域連携研

究の教育-の還元が担うように広がればと期待しています｡(20歳代､男性､学内)

◆神戸大学地域連携活動発表会に参加させて頂くのは今回で3回目になります｡回を重ねる度に

神戸大学の多様な地域連携事業の進捗状況が分かる内容でした｡連携事業の発表では､兵庫県

小野市にかつてあった青野原停虜収容所関連の事業がウィーンにおいて展覧会･演奏会が実施

されるという国境を越えた一つの地域連携活動の完成モデルから､新たに始まった学内公募事業

では学内の既存の或いは新たな地域連携活動の掘り起こし､支援に繋がっており､神戸大学にお

いて教員､学生が担う地域連携活動の幅広さ､層の厚さを感じました｡その幅広さ､層の厚さゆえ

か､教員､学生等が行っている地域連携活動が多すぎて大学が十分に把握しきれておられず､当

事者のみが活動しているだけでは非常に勿体無い思いです｡パネルディスカッション及びフリート

ークで取り上げられた地域連携活動の継続性についてやボランティアについての考え方を合わせ

て､地域連携推進室を中心に学内にとどまらず地域､行政､他大学等とも率直に話し合いながら

息の長い地域連携活動を実践し続けて欲しいです｡(30歳代､女性､学外)

◆ボランティアという共働が何より求められるフィールドにおいて､連携の足なみがそろわないという

現実を痛感しました｡(30歳代､男性､学内)

◆地域連携が､よき市民を育成すること､困難を共同でのりこえていくネットワークをつくりあげる活

動であることが､改めて認識できた｡また､大学内に多様な活動があることが学べてよかった｡色ん

な活動を総括するのはむずかしいが､むしろ場をクロスさせることで､個々の活動が相互に深まる

のではないだろうか｡たとえば都市型の活動グループが､｢田舎｣にでかける､生業と文化を組みあ

わせるなど｡そうすれば地域に対する色んなアプローチのしかたや､その中での自分のスタンス(専

門性)を意識できるのではないだろうか｡(40歳代､男性､学内)
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発表会アンケー ト

｢神戸大学地域連携活動発表会｣アンケー ト
ー 神戸大学地域連携推進室 一

本日は､お忙しい中､本発表会にご参加いただきありがとうございます｡
このアンケー トは､今後､発表会の充実のために参考とさせていただくものです｡
ご協力の程､よろしくお願いします. (該当事項には､口にV/を記入願います｡)

1.神戸大学の地域連携活動について何かご存知でしたか｡
□知っていた

〔譜 慧雷上 (ロテレビ等のメディア ロ神戸大学のホームペ｢ジ u(芸墓誌 欝 〕
□知らなかった

2.本学には人文学研究科､保健学研究科及び農学研究科に地域連携センターが設置されています｡
いずれかの地域連携センターをご存知でしたかO
□知っていた｡
その地域連携センターの活動内容はご存知でしたかo (□知っていたo□知らなかった｡)
□知らなかった｡

3.神戸大学地域連携活動発表会の開催をどのようにしてお知りになりましたか.
ロチラシ ロポスター ロその他 ( )
(参加 : □今年､初めて参加した. □昨年も参加した｡ □毎年参加している. )

4.どちらからお越し頂きましたか.
□学内 (部局等 : ) □学外 ( 市 ･町 区)

5.発表内容はいかがでしたか｡
□期待どおりであった｡ (興味をもった､良かったと思われた発表についてお答えください｡複数

回答可)
･地域連携事業報告
□ ｢青野原停虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣についての報告
･平成20年度学内公募事業報告
□経済経営研究所 ｢まちづくりに新発想をもたらす小地域統計分析の試み｣
□児童文化研究会 ｢兵庫県北部における､子どもたちを対象とした巡回交流事業｣

〔
□期待した程ではなかった.
□少し物足りなさを感じたo □漠然とした印象を受けた｡
□具体例に絞った事例を聞きたかった｡ □発表時間が短かったo
□その他 ( , 〕

6.パネルディスカッションはいかがでしたかo
･パネルディスカッションの時間配分について □丁度良かった｡ □短かったo □長かった｡
･パネルディスカッションの内容について
□参考になる内容であったo □参考になる内容ではなかった｡ □少し物足りなさを感じた｡
□その他 ( )

7.今後の神戸大学地域連携事業についてのご意見､また､発表会の企画等についてご要望等があれ
ばご記入願います｡

〔 〕

回収数 :20名分
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参加者アンケート集計結果
(回収数:20名分､単位:人)

質問1
神戸大学の地域連携活動について

ご存知でしたか

質問1(N=20)

※｢知っていた｣方に対して

どこで知ったかく複数回答可)

･新聞紙上

･神戸大学ホームページ

･学部の広報等

･その他(人づて､業務等)

名

名

名
名

2
7
6

4
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質問2
3つの地域連携センターを
ご存知でしたか

※｢知っていた｣方に対して

活動内容を知っているか

Yes 9名
No l名

質問4
どちらからお越し頂きましたか

･i7 --- ≡

学外出席者 学内出席者(散見か学生かは不明)
･神戸市 ･人文学研究科

･小野市 ･工学研究科

･宝塚市 ･経済経営研究所

･文学部

･経営学部

･フットサル部

･厳夜祭実行委員会



質問7
ご意見･ご要望等

No2学内フットサル部

初めて知ったことばかりでしたので､学生へのアナウンスが不足して

いるのかも知れません｡学生による地域連携事業を行う団体が必要だ
と思いました｡

No5人文学研究科

各センター･各研究科が地域連携事業を進める中で､研究分析され
ている教育システムの中身(GP事業等)で､どのようなリーダー･市民
を養成されているのか､具体的な内容を知りたかった｡ボランティア肋
ともかかわって

No6*?a

ボランティアを巡る全く異なる意見が出て興味深かった｡私もボランタ
リイでないボランティアには反対である｡

No.10学内(業務として来場)

問題点がおぼろげに抽出されて会が終了した感があるので､(何を
兼吉して良いか困っていた人が多かった｡もしくは感患のみetc.)主催

者側がある程度テーマを救ってディスカッションを始めた方が実りが多

く､かつ註始に参加しやすいのではないかと思いました｡テーマ例.ボ
ランティアの持続可能性についてetc 長期的な地域連携における刺

度疲労についてetc

No12 学外(宝塚市)

地域連携活動発表会になぜ地域の人々がパネリストとしていないの
ですか｡
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No.14 人文学研究科

パネリストに活動に携わっている学生､院生がいればと思いました｡
推挽性の間蓬を入れかわる側の人たちがどう考えているか気になりま
した｡あとはディスカッション･フリートークの時

何について話しているか分かりにくい部分があった｡多様な間組があ

るということなのだろうが､いっぺんに色々出てくると理解しきれなかっ
た｡

No.15学内

各人素晴らしいプレゼン資料を作成されているが､発表等内容説明
時間が短かった｡一部発表者はもう少しポイントを絞って話して欲しい｡

No.18経済経営研究所

学生が"人手〟として投入される分かりやすい連携から､"知の蓄積''

という第2段階に入ったのかな､と思う｡｢活性化｣の意味を問う必要が
ある｡地元の人が地域の現状を知り"身の丈にあったまちづくり"を提
案する方が大事ではないか｡

No.19経営学部

学生への｢教育｣への転回を､研究の成果として進めていただけたら､
と息いました｡

No.20巌夜祭実行委員会

学生がもっと参加しやすい時間にしてもらいたい｡学生が沢山参加す
るべきだと患う｡





Ⅳ.地域連携センター活動報告

1.人文学研究科地域連携センター

2.保健学研究科地域連携センター

3.農学研究科地域連携センター
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1.人文学研究科地域連携センター活動報告

はじめに

神戸大学大学院人文学研究科 (文学部)では､平成14年 (2002)から､ ｢歴史文化に基
礎をおいた地域社会形成のための自治体等との連携事業｣を開始した｡同年11月には地域

連携研究員制度を創設し (現在10名)､翌年1月には､構内に ｢神戸大学文学部地域連携セ

ンター｣を設置した (平成19年4月の文学部改組にもとづき､現在は人文学地域連携センタ

ーと改称)0

これは阪神淡路大震災以来の地域貢献活動を踏まえ､大学が県内各地の歴史資料の保

全 ･活用や歴史遺産を活かしたまちづくりを､自治体や地域住民と連携して取り組んでい

く事を目的とした事業である｡事業を開始させてから7年目に入る今年度は､主に以下のよ

うな取り組みをおこなった｡

(1)第7回 歴史文化をめぐる地域連携協議会の肘催

■ ｢自治体合併後の地域遺産の保全･活用をめぐる現状と課題｣をテーマにして､自治体 ･

住民･大学関係者の代表者が一堂に会して協議した｡文部科学省 ･平成20年度 大学院教
育改革支援プログラム ･フォーラム企画としても実施され(2/1瀧川会館)､参加した機

関は､あわせて43機関74名参加｡

(2)自治体 ･地域住民と連携した新たな自治体史編纂や地域歴史博物頼形成事業

■神戸市

○包括協定にもとづく灘区との連携事業･-平成18年度刊行の冊子 『水道筋周辺地域のむ

かし』の普及活動｡

○北区淡河における連携事業-･市民向け歴史セミナーの開催(ll/29実施､2/22予定)

○神戸市文書館との連携事業･-レファレンス業務の充実化､未整理史料の整理 ･目録作

り､古文書講座の開催協力｡ ｢井上善右衛門家文書｣展の開催｡

■包括協定にもとづく小野市との連携事業

○小野市立好古館の地域展-の協力 (展示図録の共同作成)をおこなったほか､これまで

共同研究成果をもとにして､｢停虜収容所の世界展｣ .
と ｢復元慈善コンサー ト｣をオーストリアのウィー

ンで共同開催した (平成20年9月～10月)｡また小野
市観光協会から依頼のあった､英語 ･ハングル ･中

国版 『国宝浄土寺』 (案内パンフ)の刊行協力もお

こなった (翻訳 ･監修)0

■丹波市

○人文学研究科と丹波市と ｢歴史遺産を活用した地域

活性化｣に関する連携協定 (平成19年8月)にもとづ

いた古文書調査活動を､主に同市山南町地域を中心

にしておこなった｡

○丹波市春日町棚原地区との連携事業-･『ここまで分かった棚原の古文書Ⅲ』パンフの
作成協力､ ｢棚原地区里山公園づくり (学校林の活

用事業)｣に向けた協議と史料調査をおこない､ま

た地区内の古文書､神社彫像調査を実施した(7月)0

■伊丹市

○伊丹酒造組合との連携事業-･小西新右衛門氏文書

にもとづき文政8年 (1825)の酒 (白雪)を復元に協

力した｡

○伊丹市御願塚地区との連携-･歴史文化マップの作
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成協力をおこなった｡

■尼崎市

○尼崎市富松地区の歴史や富松城跡に関するガイ ドブック 『もっと知りたい中世の富松城

と富松』 (平成19年6月)の普及協力

■宝塚市

○伊丹市山本地区との連携-･連携に向けての協議と講演会開催 (2/22予定)に協力した｡
■加西市

○加西市内の戦争遺跡の共同調査をおこなった｡

■朝来市生野町

○古文書初級教室の実施｡町内古文書調査と活用研究､市民と学生 ･院生が協力した生野

書院 ･企画展の開催｡大学院教育改革支援プログ

ラム ･古典サロン ｢生野銀山古文書合宿｣の開催

(平成21年2/28-3/1予定)0
■福崎町

○神崎郡歴史民俗資料館の ｢連続講座｣ (3回)を共

催しておこなった｡

■自治体史の編纂事業

○新修神戸市史編纂に関わる連携事業･-収集史料

にもとづく執筆協力と編集作業を実施した｡

○新宮町史の編纂事業

近現代編の刊行に向けて準備したほか､刊行史料

(近世史料)に関して､市民と協力した ｢町史未収近世史料｣の収集 ･整理事業と研究

活動 (市民 ･大学 ･自治体関係者による神戸大学近世地域史研究会)をおこなった｡

○三田市史の編纂事業-･本文編 (近塊代)の調査 ･執筆活動｡

○香寺町史の編纂事業-･町史 ｢史料編｣の執筆と編集協力 (平成21年3月刊行予定)0

■国土交通省

○国営明石海峡公園神戸地区 (神戸市北区山田町藍那地区)の調査研究事業

里山活用のための聞き取り調査等にもとづき､報告書を作成した (1月に刊行)｡また

藍那里山祭りでの歴史展示パネルの作成をおこなった (ll/16)｡

○国土交通省神戸港湾事務所､NPO法人近畿みなとの達人との連携事業
市民向け大型歴史遺産マップ ｢東神戸みなとまち絵地図｣の作成協力 (平成20年5月完

成)と普及活動をおこなった｡

■その他

○木村家文書の整理 ･調査-･東灘区御影石町所在の木村家文書の近世文書の整理 ･研

究事業｡文書目録の完成｡

(3)自治体 ･NGO等との協力による歴史資料の保全 ･活用事業

■連携事業

○兵庫県公館県政資料館歴史資料部門との連携事業-･同館所蔵資料の活用､公開に向け

ての協議をおこなった｡

○神戸を中心とする文献資料所在確認調査について･-中央区北野の西脇家文書の整理と

古文書勉強会を実施した｡また東灘区住吉学園 (住吉財産区)との連携協議をおこなっ

た｡

○神戸市水産会との連携事業･- ｢いかなご検定｣実施に向けての調査研究をおこなった｡

○羽東の回廊歴史フォーラム･-広域マップ作りの協力｡

○河川環境管理財団の研究助成による旧但東町での連携事業-･調査研究にもとづく報告

書の作成｡

■連携 ･情報交換

○猪名川町公民館との連携に向けて･-同館主催の連続歴史講演会の開催について協議｡
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○淡山疎水組合文書をめぐって-･東播磨地域を潤した ｢淡河川 ･山田川疎水｣関連文書

の共同整理事業と第1次調査に目録作成に協力した (兵庫県教育委員会､東播磨県民局､

稲美町教育委員会､いなみ野ため池ミュージアム)｡

○佐賀大学地域学歴史文化センター･-佐賀大学地域学歴史文化センター主催のシンポジ

ウムで報告｡同センターの見学､相互の情報交換を実施した｡

○関西大学 ･なにわ大阪文化遺産学研究センターとの交流会 (3/7予定)

○中国漸江省紹興市地方史編集弁公室関連史料をめぐって･-漸江大学の関係者と協議予

定 (3/9)0
■歴史資料ネットワーク-の協力 ･支援

○古文書修復研究ワークショップの開催協力-･敦賀短期大学の多仁照虞氏による ｢すき

ばめ｣､ ｢脱酸処理｣ワークショップ実施 (8/20-21)に協力した｡

○神戸市兵庫区平野地区における古文書調査-･平野祇園神社協議会文書の整理研究と講

演会 (10/26･木村修二)-の協力をおこなった｡

(4)阪神 ･淡路大東炎資料の保存 ･活用に阿する研究会

■第9回研究会 (平成21年2月19日予定)･- ｢震災資料の共有化｣をテーマにして､自治

体 ･民間 ･大学の関係者が報告 ･協議する予定 (人と防災未来センターにて)｡

(5)地域歴史遺産の活用をはかる人材養成 (学生 ･院生教育)

■現代GP｢地域歴史遺産の活用を図る地域リーダーの養成｣事業の成果にもとづいて開講

された大学院人文学研究科 ｢共通教育科目｣-の授業提供｡

○地域歴史遺産保全活用基礎論A､B-･地域歴史遺産の保全･活用のための基礎的講義 (リ

レー講義｡前後期とも金曜1限に開催)

○地域歴史遺産保全活用演習-･地域文献史料 (古文書)の整理､解読の基礎的能力を得

るための演習 (9/8-10神戸市西区にて開催)

○地域歴史遺産活用企画演習-･市民とともに地域文献史料の活用を図る専門的知識を得

るための実践的演習 (2/28-3/1朝来市生野町にて開催 ･院プロ古典サロン企画としても開

催予定)

■教員養成GP｢地域文化を担う地歴科高校教員の養成｣事業を定着させる活動

O ｢地歴科教育論C｣の開講 (金曜3限)｡

(6)平成20年度文部科学省 ･大学院教育改革支援プログラム事業

■大学院教育改革支援プログラム ｢古典力と対話力を核とする人文学教育｣フュージョン

プログラムの一環として､以下の研究会ならびにシンポジウムを開催した (予定も含む)

①古典ゼミナール :｢兵庫津 ･神戸研究会｣ (1/8､1/30､3/4)

②フォーラム :｢第7回歴史文化をめぐる地域連携協議会 自治体合併後の地域遺産の保

全 ･活用をめぐる現状と課題｣ (2/1)

③古典サロン:｢生野の歴史再発見一森垣村石川家と生野銀山-｣ (2/28-3/1)､企画展

｢生野代官所の世界｣ (2/28-3/22)

(7)大学コンソーシアムひょうご神戸･社会連携助成事業

■昨年までの歴史文化財系の3大学 (大手前大学 ･神戸女子大学 ･神戸大学)に､関西学

院大学 ･甲南大学を加えた5大学の連合事業-･｢水害で水損した歴史資料の保全 ･修復

ができるボランティアの養成｣を目的にして､5大学の学生向けワークショップ､社会人

(県内自治体職員)向けワークショップを開催し､3/29にフォーラムを開催予定｡

(8)神戸大学附属図書館との連携

■附属図書館所蔵の歴史資料の共同調査に所蔵古文書について-･大学図書館と連携した

所蔵資料の共同調査に向けた協議を実施した｡
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(9)地域連携研究

○地域連携センター発行の学術年報 『LINX一地域 ･大学 ･文化』の平成21年8月刊行に向
けた協議と準備作業をおこなった｡

○神戸大学近世地域史研究会特集-･｢新宮町史｣史料編刊行後､市民と協力して収集 ･

整理した ｢町史未収近世史料｣の調査研究会を開催した｡

○播磨国風土記研究会･- ｢新宮町史｣史料編刊行後､古代史編担当の研究者が中心とな

って進める科研調査チーム ｢播磨国風土記研究会｣をおこなった (9/22､2/13-14)0

(10)その他の帝活動

○よみうり神戸文化センター ･特別考古学講座講演会-･担当教員の坂江渉が､ ｢播磨国

風土記からみる古代の道｣と題して講演 (8/3)

○全史料協近畿部会例会シンポ報告-･担当教員の市沢哲が､ ｢自治体史編纂と大学｣と

題して報告､シンポ参加 (9/20)｡

○ホームカミングデー-･センターの事業成果 (刊行物等)とパネル展示 (9/27)0
○大阪自治体史連絡協議会研究会-･担当教員の坂江渉が､ ｢大学と自治体史編さん｣と

題して講演 (10/7)｡

○園田学園女子大学のシニア専修コース日本史学Ⅲにて､研究員の木村修二が､ ｢水と人

との関わり -『合石』をめぐる水利慣行-｣ (ll/ll)､ ｢描かれた村の景観 一村絵図

を読み解く-｣ (ll/18)と題して講演｡

○明石市立文化博物館企画展 ｢発掘された明石の歴史展｣の記念講演会 ｢法道仙人と行基

菩薩の時代｣-･研究員の森田竜雄が､｢法道上人伝承について｣と題して講演 (12/7)0

○神戸大学地域連携活動発表会･-研究員の松下正和が､連携事業の紹介を紹介し､シン

ポジウムに参加 (1/13)

○財団法人･岩屋青年会の歴史講演会-･担当教員の坂江渉が､｢古代の岩屋地区と敏売浦｣

と題して講演 (2/8)
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2.保健学研究科地域連携センター 活動全体のまとめ

センター長 高田 哲

平成21年度の保健学研究科地域連携センターにおける活動は､1)センターとしての組織整備､

2)個別のプロジェクトに分けることができる｡

1.組織としての取り組み

1)委員構成メンバーの整備

大学院研究科-の改組に伴い地域連携センター運営委員会の整備を行なってきた｡平成 20年

度より保健学研究科は看護学､リハビリテーション学､病態解析学､地域保健学､国際保健学の

5つの領域より構成されることとなった｡それに伴い､各領域より運営委員を1名ずつ選出する

こととした｡さらに､各プロジェクトの施行責任者は運営委員として委員会に参加することとし

た｡また､事務事項に関しては原則として事務部で行うこととした｡これらに関連して､センタ

ーにおける内規を制定した｡

2)地域連携センターのプロジェクト拠点としての整備

従来設置されていた保健学研究科 C棟5階の機能整備を行った｡また､多くの参加者及びボラ

ンティア情報を取り扱うため､個人情報保護により一層の留意を払うこととした｡

3)ホームページの充実http:〟www.edu.kobe･u.ac.jp/ms･renkei/index.html

プロジェクト内容について随時ホームページにて紹介することとした｡

特に定期的に開催している､

低出生体重児支援教室 (YOYOクラブhttp://www.edu.kobe･u.ac.jp/ms･renkei/yoyo/yoyo.htm)､

灘ぽっとらっく (http:〟www.edu.kobe･u.ac.jp/ms･renkei/potrack/top.html)､

すまいるぽっとらっく (http://www.edu.kobe･u.ac.jp/ms･renkei/sumapotrack/suma･tOp.html)

については､教室ごとに独自のホームページを設け､開催のたびにその概要を日記としてアップ

した｡

4)運営委員会の開催

保健学研究科地域連携センターは原則として毎月 1回開催することとし､平成20年度は現在

までに7回開催した｡

5)個別プロジェクトの公開と評価

平成21年 1月 10日に第4回地域連携センター報告会を行なった｡社会連携事業として地域-

の波及効果だけではなく､学生教育-の効果､文理融合領域の研究推進効果を鑑み､できる限り

大学院生､学部生が報告者となるようにした｡

6)外部資金の確保について

現在､推進中のプロジェクトのいくつかは､地域連携センター事業としての実績を認められ､

厚生労働自立支援開発事業､大学院改革プロジェクト､神戸市委託研究事業として採択されてい

る｡これまでの実績に基づいて新しい連携事業の提言を積極的に行っていきたい｡

2.各プロジェクトの進行状況

1)プロジェクト

平成20年度は､個別プロジェクトとして以下の8事業を展開した｡

①ハイリスク児をもつ家族-の支援事業､②重度な障害を持つ子ども達-の支援事業､③発達障
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害児とその家族-の支援事業､④更年期女性-の健康支援事業､⑤須磨区における子育て支援ネ

ットワーク事業､⑥国際的視点からみた地域支援事業 (国際母子保健､災害保健を含む)､⑦福

祉施設を利用する障害者-の生活支援事業 (医療と福祉の連携､音楽を使ったアプローチ)⑧歩

く健康づくり事業､の8事業を実施した｡(詳細は以下の項参照)

2)須磨区との地域連携協定に基づく活動

保健学研究科では平成 20年 1月に須磨区と連携協定を締結した｡個別プロジェクト③､④､

⑤､⑦､⑧ではそれらの協定を考慮し､須磨区自立支援協議会と協力して活動を進めている｡

3.神戸大学大学院保健学研究科 第4回地域連携センター報告会

第4回地域連携センター報告会を下記のように実施した｡大学､自治体関係者､学生など約 100

人が参加した｡

平成21年1月 10日 (土) 14時～17時

場所 :神戸大学医学部 神緑会館 多目的ホール

1.開会の挨拶 地域連携センター長 高田 哲

2.保健学研究科の地域連携活動について

3.神戸市との連携事業について 須磨区子育て支援課 主幹 尾上

4.保健学研究科の地域連携活動の紹介

①自閉症児のこだわり行動に対する母親の捉え方について

神戸大学医学部保健学科看護学専攻 明石真希子､片山真実､八木さや香

②600g未満で生まれた子どもを持つ親の不安に関する (追跡)研究

神戸大学医学部保健学科看護学専攻 ･保健学研究科 田所真衣､脇野玄香､江口亮太

③早産児の夜間睡眠の月齢進行に伴う変化

甲南女子大学看護リハビリテーション学部 神戸大学大学院保健学研究科 安積陽子､

高田哲

④北須磨団地更年期女性を対象とした健康支援教育の有効性について

神戸大学大学院医学系研究科保健学専攻博士後期課程 干場直美

⑤歩く健康づくりの取り組み ～地域在宅高齢者を対象として～

神戸大学大学院保健学研究科地域保健学 小野くみ子､平田総一郎､小野玲､小嶋麻悠子

土井剛彦､山口良太､小松稔､牧浦大祐

⑥医療と福祉の連携による障害を持つ人達-の生活支援事業

神戸大学大学院保健学研究科看護実践開発学 山本直美

神戸大学医学部保健学科看護学専攻 田村由美､永測彩那､大高木淑恵

5.閉会の挨拶 保健学研究科長 石川雄一
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個別プログラムの活動要旨

1.極低出生体重児とその親のための子育て教室 ｢TOYOクラブ｣の活動 (プロジェクト(》)
神戸大学と医療施設の協力によるもので､保護者同士のコミュニケーションや設定保育をはかっ

ている｡

平成20年度は計32回活動を行い､極低出生体重児延べ219名が参加した(平成21年 1月現在)｡

活動を通して､ハイリスク児-のフォローと子育て支援の充実に努めた｡

<設定保育> <クリスマス会>

2.重度な障害を持つ子ども達-の支援事業 (プロジェクト②)

神戸市教育委員会と協力して､発達相談20回､巡回相談4回､教職員向けの摂食､排壮などに

関する研修会6回を実施している｡また､修学旅行等の校外行事-の医療者の同行､個々のケー

スについての安全管理体制や看護業務の整理など-の協力を行ってきた｡

体制の亜儀
神戸市医療的ケア連絡臨磯全くjll回)
thE娼･_t刊jSHJFl･h貞j ;+中臣是･4g11樹 t丑A抽1

I生鮮肝性 1同伴.茄尋 肝様 l洞′年
Ili櫨研修 11回伸
J医療舵けア研惜チ-ムにJ:る巡回船耕6回飽雌件
ItTt'i校則胡:性 lEi]l鞍

校内医娘的ケア検討委出会 (月1回)
(也､1鵬 ･義謹軟論･府議師)

i輸r相賀鹿 ･加地組曲の他姓

■個FJuE日｣怪での対応睦等

業務の実際

申し送り
IMRの慮組.i紺ロの雌1-の施政
■勉旧,変更の鹿提
LWt稚拙搬(入退院t家族の柑細野j

b虚妄宛…Ulq)職嶺 .lu絶境雑

lfBt引 ,磯^Q);必願

II旺入EI).軸誕

L包空仲村は:(東作.噸吐-.写,四 割.澱苑8tCJ

肢体不自由養護学校と知的障害養護学校の統合化に合わせてケア体制の見直しが必要であり､

｢神戸支援学校の在り方検討委員会｣にも参加し､今後の体制作りについて協議を進めてきた｡

重度化､複合化するケア-の対応､学校卒業後の体制をどのようにするかなど問題は山積してい

る｡

複合化 ･重度化するケア
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3.発達支援教室 ｢なだ ･ぽっとらっく｣の活動報告 (プロジェクト③)

発達支援教室 ｢なだ･ぽっとらっく｣では､自閉症を中心とした発達障害の幼児とその家族-の

支援を行ってきた (平成 17-19年は厚生労働省科学研究費補助金モデル事業)｡保護者が発達障害

について学ぶプログラムや､ボランティアが発達障害をもつ子ども達と一緒に遊ぶプログラムを実

施している｡

本年度はこれまでに8回活動を行い､子ども117名､保護者 131名､ボランティア211名を含

む延べ496名が参加した｡ボランティアは約6割が学生であり､家族支援と同時に実習の場にも

なっている｡

平成20年度講習会のテーマと講演者

講演テーマ 講演着

4月 幼稚園と保育園での生活を考える 神戸親和女子大学 石岡由紀

5月 きようだいのきもちを考える 神戸医療センタ一 能ひとみ

6月 気になる子どもへの保育の充実 神戸市立松原保育所 島田素子

7月 現在の通級指導について 神戸市教育委員会指導主事 作信之

9月 サポートブックの作り方.使い方 ひようご発達障害者支援センタークローバー芦屋ブランチ 吉川正勝

10月 就学に向けて 一目と手の使い方の援助- 大阪発達総合療育センター 辻薫

11月 生活につながる作業療法にこにこハウス療育センターのグループ療育 にこにこハウス療育センター 樋渡みを

4.発達支援モデル教室 ｢すまいる･ぽっとらっく｣の活動報告 (プロジェクト③､⑤)

平成 19年度より神戸市､須磨区と協力して､須磨区に発達支援モデル教室 ｢すまいる･ぽっと

らっく｣を開設している｡(平成20･22年 厚生労働省発達障害者支援モデル事業)

｢すまいるぽっとらっく｣では保護者が発達障害について学ぶ ｢講習会プログラム｣と､大学生

や保育士のボランティアが発達障害をもつ子ども達と一緒に遊ぶ ｢子どもプログラム｣を行ってい

る｡

本年度はこれまでに計8回活動を行い､子ども143名､保護者 146名､ボランティア267名を

含む延べ556名が参加した｡きょうだい支援も目的とし､延べ42人の対象児のきょうだいが参加

した｡

平成20年度講習会のテーマと講演着

講演テーマ 講演着

4月 発達の気になる子ども達 神戸大学付属病院小児科 今西宏之

5月 通園施設での子ども達への対応 神戸市立のばら学園 松浦智子

6月 サポートブックの作り方.使い方 ひようご発達障害者支援センタークローバー芦屋ブランチ 吉川正勝

7月 発達障害と手の動きの発達 星城大学リハビリテーション学部 大歳太郎

9月 表現を支援する -認知発達と描画- あとりえ.クルレ代表 赤堀富子

10月 子どもの発達とその理解について 神戸親和女子大学 大島剛

11月 こまった時の親の会 親の会｢ピュアコスモ｣ 石本律子
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5.地域で暮らす更年期女性の健康増進を目指して

一北須磨団地更年期女性-の健康支援教育- (プロジェクト④)

地域における更年期女性の健康維持増進を目的として､北須磨団地在住の更年期女性を対象とし

た健康教育セミナーを企画実施した｡参加者は延べ 192人､平均年齢は53.7±5.3歳であった｡セ

ミナーは全6回のクールを2回実施した｡

講演テーマ

1 更年期障害について知る-女性の体と､女性ホルモンについて,更年期障害とは

2 更年期からの健康管理を考える-健康管理の重要性と方法,行動計画

3 更年期障害の対処方法を知る(身体)-自律神経の働き,自律訓練

4 更年期障害の対処方法を知る(精神)-更年期症状とうつ病,リラックス.イメージ法

5 更年期のストレス対処を知る-ストレスの理解とストレス軽減法

このセミナーの結果､更年期指数､抑うつ ･不安指数の改善が認められ､QOLの向上がはから

れたことにより､更年期セミナーの効果が示された｡他にも健康意識や健康管理実践能力の向上が

みられている｡更に､参加者同士のコミュニケーション増加からも地域でセミナーを行うメリット

が伺えた｡

6.医療と福祉の連携における福祉施設を利用する障害を持つ人達-の生活支援事業 (プロジェクト⑦)

障害者･及び高齢者福祉と保健医療分野との連携を図ることにより福祉施設で発生している生活

支援に関わる問題を理解 ･協働すること､地域の障害者 ･高齢者の利益に繋がる支援策を検討する

こと､活動を通して関係者の能力向上をはかることを目的としている0

主な活動としては以下の4点が挙げられる｡

1)身体障害者 ･知的障害者福祉施設のケアスタッフの実践力向上のための支援活動

2)高齢者福祉施設における ｢音楽療法｣支援活動

3)学生ボランティアによる身体障害者生活支援活動

4)福祉施設の地域交流推進事業に対する後方支援

地域在宅高齢者を対象とした歩行支援プログラムの遂行および効果検証 (プロジェクト⑦-1)

神戸市内に在住の地域在宅高齢者 (約 300名)を対象として､靴および歩数計を配布し､歩

く健康づくりを推進した｡また､歩行に必要な能力を維持 ･向上させるために体換ビデオを配

布するなどのプログラムを行った｡身体活動量を向上させることで歩行機能を改善し､一部の

健康関連QOLにおいて改善が認められるという成果を得た.

｢ICTツールを活用した藩知症予防プログラムの調査研究｣(プロジェクト⑦-2)

神戸市内に在住の地域在宅高齢者 (約 100名)を対象として､歩数計を配布し､歩く健康づ

くりを推進した｡また､プログラムとして､認知症予防のための体操指導 ドリルを実施してい

る｡身体活動量や認知機能から健康関連QOLを評価する予定である｡
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【地域連携活動模式図】

身体障害者介護学生ボランティア活動

障害者の生活支援

ケアスタッフの実践力向上のための支援活動

福祉施設における｢音楽療法｣支援活動
ケアスタッフの実践力向上支援

地 域 交 流 推 進 事 業 - の 後 方 支 援 活 動

7.国際的視点からみた地域支援事業 (国際母子保健､災害保健を含む)(プロジェクト⑥)

JICA研修貞サポー ト事業 (プロジェクト⑥-1)

JICA母子保健 (地域レベルでの妊産婦-ケア改善支援コース)を実施したOアフリカからの

研修生に対し､兵庫県下の保健施設や JICA職員と協力して､学生が研修先の地域医療施設に

同行した｡

インドネシアからの研修生に対する日本における研修事業とワークショップ開催 (プロジェク

ト⑥-2)

神戸大学とガジャマダ大学では､協力してインドネシア中部ジャワ島地震被災地に ｢子ども

の家｣を開設 ･運営している｡現地事業にかかわっているガジャマダ大学の教職員が保健学研

究科地域連携センターで研修を受けた｡

また､インドネシアの母子保健について､インドネシアの母子保健担当者の発表をもとにシ

ンポジウムを実施した｡インドネシア全体の母子保健､保健指標の格差､神戸大学とガジャマ

ダ大学のプロジェクトの現状と課題についての発表が行われた｡このセミナーは､NPO 法人

fLAND Sの国別インドネシア母子手帳研修事業との連携の下で実施した.

インドネシアにおける子どもの家研修事業 (プロジェクト⑥-3)

インドネシアのバンツールにて､開発途上国での地域連携保健事業の進め方について検討し

た｡

イン ドネシア母子保健シンポジウム ChildrenⅡollSeにおけるプロジェク ト

促tt学研rA:掛 こて也4任牡朋扶甘bl拳31L 他JfE=根付く活hl=ついて話しあった｡
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3.平成20年度神戸大学大学院農学研究科地域連携センター活動報告

神戸大学大学院農学研究科付属地域連携センターは､2002年に設置され､①地域共同研

究､②地域交流活動､③相談･情報発信の3つを主な事業として活動を行っている｡

1.地域共同研究

地域共同研究は､2種類ある｡

第1は､篠山市との連携協定に基づく､事業負担金による共同研究である｡この共同研

究は､A :地域課題解決研究 (農業分野を中心として産業､地域づくりなど幅広く地域課

題解決を目指す共同研究)と､B:政策テーマ研究 (主として篠山市の政策的ニーズに基

づき設定したテーマに関する共同研究 (毎年度篠山市にて庁内募集を実施))からなる｡

本年度は､農学部内に2つの研究チームを組み､地域課題解決研究として｢篠山市特産物

の有機資材活用型栽培法と有用形質調査に関する研究｣と､制作テーマ研究として｢地域特

産物 (丹波篠山黒豆)マーケティング戦略構築に関する研究｣を､丹波篠山黒まめ課との連

携と連携して実施している｡このように､自然系､社会系､それぞれの観点から地域の問

題解決に資する研究をとりまとめる共同研究となっている｡この成果は､篠山市に提言と

して､来年度のフォーラム等で､地域に還元する予定である｡

第2は､地域連携センターの認定プロジェクトの実施である｡農学部内に公募を行い､

8つの研究を認定し研究費用を提供することで､教員等が研究を通じて継続的に地域と連

携し社会貢献を行うことを支援している｡

なお､認定プロジェクトの内､｢都市商店街における都市農村交流拠点形成に関する研究｣

と｢新たな環境農業の推進｣は､地域連携センター所属の地域連携研究員を中心に､地域や

NPO等と連携し推進する地域連携センター独自の実践的な研究活動を進めている｡

以上のように､共同研究分野において､従来の教員個別の共同研究から､地域連携セン

ター独自の長期的で組織的な研究プロジェクト-と進化しつつあることが､共同研究分野

の本年度の成果であると考えている｡

表 認定プロジェクト一覧

平成20年度認定プロジェクト 代表者の所属分野 連携地域 継続

黒大豆を基軸とした地域産業複合体形成の可能性に関する調査 食料経済 篠山市 2年目

山の芋の有用形質の調査 花井野菜 .森林資甑 篠山市 1年目

多可町いさり神の石垣棚田の保全 熱帯有用植物学 多可町 1年目

地域参画による都市緑地の保全 .管理 森林資源学 西宮市等 4年目

森林csRの制度設計に関する調査研究プロジェクト 森林資源学 宍粟市一宮町 4年目

地域づくりリーダーの特性と育成に関する研究 食料経済 兵庫県内 3年目

新たな環境農業の推進 地域連携センター 兵庫県内NPO 2年目
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2.地域交流活動

地域交流活動は､地域との交流を通じて､学生の経験の豊富化し､それを通じた教育を

行う活動であり､その主な成果は3つである｡

第1は､連携講義｢兵庫県農林水産行政論｣の実施である｡これは､兵庫県農林水産部と

連携して設けた農林水産行政実務の講義である｡農学部2年生を対象に毎年80名程度が

受講している｡行政としては､学生から新鮮な視点から政策提案が得られること､学生と

しては農林水産業が直面する現在進行形の課題をリアルタイムで学ぶ機会が創出されてお

り､有意義な成果となっている｡

ワークショップの様子

第 2は､農業 ･農村フィール ド演習である｡これは､昨年度試験開講し､本年度から､

単位として認定された｡本年度は､篠山市真南条上をフィール ドに､地元営農組合と連携

して開講し､年間 8回に渡り､演習を行っている｡概ね30名程度が参加している｡学生

にとっては､現場の生産者から技術と考え方を学ぶことができ､地域からは若者と交流-

の期待とも適合することから､有意義な成果となっているといえる｡さらに､昨年度のフ

ィール ド実習における交流活動の成果として､本年度も篠山市小多田において､地域住民

と学生8名が継続している｡現在､この学生から､今後の継続の課題に関する相談を受け

ており､来年度は､教育GP食農コープ教育プログラムの中で､農業農村インターンシッ

プの一つとして位置づけ､現在その支援策を検討中である｡

黒豆の収穫の様子

第 3は､農村ボランティアバンクKOBEの登録支援活動である｡これは､従前のNP

O法人食と農の研究所の農作業ボラバイ ト事業を発展させたものであり､地域連携センタ
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-とNPO法人食と農の研究所と､NPO法人兵庫県有機農業研究会と3者の連携で､地

域の農村を支えるボランティアの仕組みの開発中である｡これは､慣行農業と比べて､作

業負担が大きい有機農業農家を中心に､都市住民ボランティアにより支援する仕組みづく

りを目指している｡本年度6月24日の立ち上げ以降､同年12月31日までに､農家1

2名 (本年度9名増)が受け入れ先として､64名の会員 (市民22名､学生43名､本

年度合計17名増)がボランティアとして登録する成果があがっている｡さらに､上記の

期間に10件の支援要請を情報配信し､13名がボランティア参加した成果があがってい

る｡

農村ボランティアの実践の様子

なお農家の支援以外にも､ボランティアの枠組みで､味祭りなど地域行事の支援も行っ

ている｡

以上のように地域交流活動は､教育的成果をあげている｡今後､本年採択された教育G

Pの食農コープ教育の骨格となるカリキュラムとして､体系化し､実践的教育プログラム

として発展と普及が期待できる｡

3.相談情報発信

2008年度の相談情報発信の成果は､4つである｡

第1は､篠山市における地域連携フォーラムの実施で

ある｡これにより､篠山フィール ドステーションで地域

住民､行政､農業団体に報告し､地域-の昨年度の成果

還元を行った｡内容は､昨年度の連携研究実績である ｢篠

山市真南条地区の生物多様性｣に関する基調講演につづ

いて､｢黒大豆を基軸とした地域産業複合体形成｣､｢黒大

豆の施肥技術の向上と教育効果の検証等の共同研究｣や､

地域連携の関連研究である地域コミュニティの再生に関

する調査の成果等を情報発信し交流を深めた｡

第 2は､地域連携研究会の実施である｡これは､農学部が実際に地域貢献を進めている

現状を知ってもらうとともに大学教員の地域貢献の機運を高めるために始めたものである｡

これを一歩進めて､本年度は｢地域連携研究と有機農業｣をテーマに11月10日に､地域
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に一般公開し､成果の地域-の還元と意見交換の場として実施した｡30名の参加があり､

活発な質疑が行われた｡

地域連携研究会

第 3は､｢有機農業と農村ボランティアの入門セミナー｣の実施である｡地域連携センタ

ーが主催して､地域NPOが協力により､食農コープ教育プログラムの一つとして 11月9

日に実験的に試行した｡本セミナーでは､地域連携研究員と農家が一緒にプログラムを開

発し､その改善点を受講者 (学生3名､市民8名)がフィー ドバックすることで､内容の

改善を進めている｡これにより､有機農業や農村ボランティアを通して､農と環境の関係

やライフスタイルのあり方について都市住民と農家の双方に､座学と体験を通じて一緒に

考える機会となっている｡

有機農業と農村ボランティアの入門セミナー

第4は､オフィスアワーの実施である｡これは､地域や学生､教員等の地域と関わる様々

な相談に対応する時間である｡毎週月曜日と木曜日の午後1時から3時まで実施している｡

2008年度は､2009年は､1月23日現在､地域連携センターには､電話または来

訪で相談が39件寄せられている｡その内訳は､行政4件､地域13件､教員5件､学生

17件である｡つまり､日常的な相談業務レベルでの地域貢献と教育貢献として､有意な

成果があがっている｡

以上のように､相談情報発信分野は､地域と大学が共通の価値を創造していくための地

域とのコミュニケーション機関となっており､定期的な地域-の還元や意見交換等のフィ

ードバックを受ける仕組みとして成果をあげている｡
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はじめ に -神戸大学の地域連携事業につい

J ｣ ての基本的な考え方-

一-<基本理念>

①神戸大学は､学術文化における地域社会の重要な担い手であ

ることを自覚し､この分野における地域社会のリーダーとして､

組織的に地域(連携)活動を進める｡

②神戸の持つ国際的港湾都市としての文化的な位置を高め､地

域から世界へ発信しうる地域連携事業を展開する○

③兵庫県の多様な地域社会に対応しながら､そこから地域社会

の発展､活性化につながる普遍的な課題を全国に発信する○

④県内の自治体や地域同体との持続的な連携の継続を進め､長

期的な信頼関係を深めるo

⑥地域連携の成果を生かし､関係 自治体等に本学の教育研究フ

二｣小野市
-

a-=法王ご酌ll. -度PF二ヨーr35._

二｣○歴史資料ネットワークの活動
F■烏l期1995年2月～4月
歴史資料保全情報ネットワークの成立 歴史関係団体との関係強化

■第2期1995年4月-1996年3月
巡回調査､市民講座 ､震災資料へ の取り組み等開始

■第3期1996年4月-2002年5月
歴史資料ネットワークと改称､目的活動の明確 化

■第4期2002年5月-2004年6月
市民と歴史学会による組織 個人会見､サポーター制導入

■薫5期2004年6月-現在

2009.1.13 神戸大学地域連携発表会

地域文化における大学の投射

JT神戸大学.小肝 オーストリ潤 公畑 の連柳 ジエクトから

■-l- 神戸大学地域連携推進圭長 人文学研究科教授

4 '当面の 目模 '

-(1)これまでの自治体等との美点に基づいた三つの中期的な主点領Jdを設置する.

本学は､90年代後半以降､意甜的にJ&開され､自治体や地域EZl体等と信頼関係
を構築してきた三つの領域を重点領域としながら､ここでの信頼関係を基礎に､他の
分野においても着実な地域連携を展開する○

①地域の歴史遺産の利活用等l=よる地域文化の育成 ②地域社会の自恭環境判
用による地J*の活性化 ③少子吉fB社会に対応した地峡支援

(2)部局をEf]心とした事薫実施体廿を充実させる｡

(3)神戸大学の関連施設所在地との細 的な連携EI俵の■集する.

(4)自治休のみならず､熊行や地域の企業とのメセナ的な対応を求め､財政的な基盤
を確立する.

(5)苧甫文化に日する自治体書の取L)姐みの田Jt化に対応する人材バンク的な要素
の拡大する.

2-1小野市との二｣ 一個人連携の特徴から組織へ-

｢ 前提 13年間の市史編纂※執筆すれば仕文学部地域連携センタ一章小野市好古館(博物館)へ北.呈. 事業1991-2004

事は終わる

設置 2002-3

の事業引継

■日長阪神淡路大震災後の歴史資料保全の組織的活動(歴史資料ネットワ-ク) 削.I..LL.一.A,.音 量呈lri.: I音着古足は 王L r
■l--l--



J｣2-2課題の発見と深化
- ■地域文化は地域社会の再生に必須

※地域社会の危機 文化領域

■これを支持し､自ら活動する市民

■そのためには地域文化関係者の共同した持
続的.組織的活動が必要

二｣2%0%7蓋AoiBg0品 量化審議会文化財分科
一■L■文化財という用語を用いる場合､それが国や地方公
共団体により指定などをうけ､保護の措置が図られ
ているものを指すものとしてとらえられがちである.その
ため､そうした指定文化財を含む､歴史的な価値を
持つ文化的所産を指すものとして､文化遺産という
文言が用いられていることが多い○しかし､文化財保
鼓法に規定されている本来の文化財とは､措定な
どの措置がとられているか菅かにかかわらず､歴史上
又は芸術上などの価値が高い､あるいは人々の生
活の理 解のために必要なすべての文化的所産を指
寸土のT.太る_寸土のT.太る_

2

二 ｣ 蒜 荒 温 窒望雲Jr芸苦から文化遺産と地

- ■文化遺産は法律で規定されている文化財だけでな
く､広い意味で歴史的な景観やまちなみ等空間的
なものを含めるものとする○文化;貴産と地域をあわせ
てまもるという着.え方においては_地域の越として認
証されている文化遺産であれば_子九は世界遺産_

国宝などに限定する必要はないと考えられるnそこで､本あり方において対象とする文化遺産は､世界遺
産､国宝､重要文化財等の指定されたものだけでな
く､未指定の文化遺産も含め地域の核となるような

二｣方法の開発 ①｢地域展｣方式一■L■｢地域展｣方式
区(近世村単位)を基礎として､地域の大人

と子供がともに地域歴史遺産を学び､それ

を博物館で展示し､図録化するo

5月から準備開始､11月に地域展開催.



JL.
■l-.■市史の成果の利用 本文.整理史料.遺跡
■部落(近世村)の再｢発見｣ コミュニティ協議会

発信型の展示で､8000-15000に
※70年以上かかる

○大学の協力

■旧行政村を単位として2/3年で

方法 ②地域と世界の往還

二｣ 大学も担い手となった地域文化形成

一■L■小野市での第-次世界大戦でのオ-ストリア
人を中心とした停虜収容所の研究､コンサー
トの復元の共同事業o

■2008年9月 ウィーンのオーストリア国家公文
書館での里帰り展示会と神戸大学交響楽
団による再現演奏会○

3

二｣※高度経済成長と町村合併

- ■近世(江戸時代末)の町村 8万余
※多様な身分団体(｢仲間｣)

■1889年市制町村制実施 15′859
※旧町村は部落.区へ

■1953年からの大合併 3′472
※旧町村支所等に



rl 小さな地域博物館の大きな事業地域文化を創る

■l■｣■里帰り事業の規模 4600万円程度(常勤人件兼を含む)
大学側 約2000万円 小野市側約2300万

一一(市民団800万を含む)

オーストリア国家公文書館 300万

大学側内訳

寄付450万円程度(好古館協力含む)

学生自己負担 220万

二｣-.三つの リーダーを養成
専門家リーダー(大学院生博士課程)

地域リーダー(学生.大学院生修士課程)

地域リーダー(社会人)

■ 平成16-18｢地域歴史遺産の活用を園る地域リーダーの養成手業｣
(現代GP)

■:nRk藍fb;%943-着5:QiO緊急踵嬰畳罪悪崖,gbp穀芸軍勘

J｣③教育研究フィールドとしての地域

- ■新たな博物館実習の場として

■地域遺産保全活用論(全学開講)のフィー
ルドとして

■交響楽団等の音楽活動の場として

■捕虜収容所の研究の深化

守わ｡■完域文化の担い手としての大学
一■L■莫豊浦甜籍 措 菅遺産保全のネットワ-クの拡
宮城.福A.(静岡).関西(史料ネット).福井.岡山.山陰.広A.愛媛.宮崎

■地域文化形成の担い手としての大学の役割強化
○ネットワーク型活動拠点としての地方大学 自治体.地域EZl体.企薫等
○市民リーダーを育てる坤としての地域｢博物館｣｢文書館｣との連携の重要性
地方大学での新たな動きの全国ネットワーク化

-→佐米大学地域学歴史文化研究センター

×神戸ひようご大学コンソーシアムの取組

4



なぜ｢小地域｣の統計分析が必要か

ロ平成の大合併で基礎自治体のエリアが拡大

-｢我がまち｣の実感と統計数字とにズレが生じる

※町丁目､或いは1平方キロメッシュのデータが必要

ロ地方分権､地域主権の深化

-補完性の原理に基く｢小さな自治｣の重要性

※歴史を知り､今後を予測する講壇としての統計

研究会と連携事業の構図

♯■可tな蜘づくり0万JEh

I二塁 き

昆 白 5昆 白 55

地域経済統計研究会 とは
2008年4月､少子化問題の統計分析を契機に発足
■神戸大学
纏済経営研究所:相川(地域政策)
経済学研究科:萩原(現代技術論)､中川(経済地理)
■兵庫県庁
政策室統計課(企画分析係)-08年より新設
政策室ビジョン担当:時代潮流､小規模集落支援
■市民団体
(特活)ひようご.まち.くらし研究所
商店街活性化やコミュニティビジネス､作業所支援

⇒IIR-計ad(iのa)Jt髄 (藷のa)Jの反正

平成20年度連携事業の狙い

ロ兵庫県内の地域経済に関する統計(国勢調査､事

某所.企業統計､商業統計)を､地理情報システム
(GⅠS)を使って分析し､課題を可視化することで､
基礎自治体や市民団体に新たな視点を提供し､

ともに｢身の丈にあったまちづくり｣を模索する○

ロともすれば全国画一になりがちな｢中心市街地｣に
ついて､都市部(明石)と非都市部(養父市)の2カ所

で､地元自治体､商店主､住民､市民EZl体の人達と

連携しつつ､独自の｢活性化｣の方向性を考える○ 4

2つの連携パターン
住民協働型 シンクタンク型

(1)養父市 八鹿中心部 (2)明石駅前(中心市街地)

0ジリ貧状態の商店街と補助金が 0活性化計画(2000年)の見直し0変わるrまちの点｣切れたr活性化推進協先金｣
04IT合併後の中心性の再換討 高夫施設の円卓一一マンションに

0将来像の(ゴールなき)検肘 0新法のもとで粛々 と71-回策定2010年初めに認定FFl話の予定■自治体内にプロジェクト､公的な活
■まちづくりNPOの存在
大学との連携を起瓜剤に､新たな

人材【若者､女性)の発垢を狙つ■大学の役割 性化協先金も動き出す■大学の投手l
｢外からの目.知去｣ r補完的な牧野.データの提供｣
r意見の振り起こし｣ (近接地も含めた分析､長期的に



(1)八鹿中心部での連携事業

連携先

E)養父市(企画政策課)､大屋地域局

E)八鹿中心市街地活性化推進協議会

E)NPO法人｢市民オフィスやぶ｣

養父市の概要

2004年4月､4町合併により新市誕生
八鹿､養父､大屋､関宮/約423㌶､

合併後も人口減少止まらず

国調(2000年)30.110人-合併直前 29.991人

-国訴(05年)28′306人-07年末28.230人

八鹿中心部の状況②

E)旧･中心市街地活性化法のもとで

2001年6月に活性化基本計画

(釈-高校までの商店街､loo試)
を策定､03年夏に変更するが､そ
の後､動きは無い

E)04年､県の景観形成支援地区の
指定を受け､｢うだつ｣を残した｢大

正ロマンのあふれるまちなみ｣を目

指すが目･

E)08年3月､県の｢ユニバーサル社
会づくり実践モデル｣の地域指定

6

八鹿中心部の状況①

E)八鹿駅は1908年開業(昨年記念行事)

木材や鉱石の輸送基地だったため､街の中心部からはやや離れているOE)商店街はかつて｢八鹿銀座｣と呼ばれ

盛況だつたが､今はその面影は無い 世_ _ ･._r

口蓋zq毒薫 喜lfgff:eS#t完璧聖賢 稚 'r-_A.ljT:lI=_:薮 丁｢

連携事業(八鹿)の進捗状況

ロ幸福 豊雲5EPP,肝 要雛 磨慧嘉島裾 野 ､商店主らとの
-養父市より､これまでのまちづくりの関連資料の提供

E)第1回 現地視察(9/1)､オフィスやぶへのヒアリング
E)研究会(9′19):基礎的な統計データの検討
E)研究会(10/2):仮説に基づくデータ分析
E)オフィスやぶと打ち合わせ(11′10)
E)八鹿中心部にて｢第1回八鹿ミニフォーラム｣開催(11′11)
E)研究会(12/16):中心性の検討論議

ロ袋離 (那 ,% 哲 野 津 等.5,qB fla主節 )R地調査プラス

E)第2回八鹿ミニフォーラム(1′20)



研究会が提供する視点

地元が｢肌｣で感じている事象を統計分析で実証

E)人口減少の実態と将来予想 _

::蓋 誓 :三三:1:', 潮 雇 主

(小売薫.tl尭薫の店舌l鼓､従美点
故､JE売頼-.)

※長いスパンで変化を見る 事例 dI化='■榊 牡'

※中心部､旧町単位､市全体､ :■

悪霊hhoTA.aAfJfBaAf 域など = .H H 国
淵 にす石/=ぼ--.? :

研究会が捷供する視点
中心性の議論と病院を生かしたまちづくり

ロ養父市全体での八鹿中心部の位置づけ

中心市街地は住民だけのものか?

(旧養父､大屋､関宮の衰退はさらにひどい)

高齢化と購買行動の変化

ロ公立八鹿病院の立地効果雇用､関連ビジネスの立地､安心の拠点

明石中心市街地の状況①
E)明石駅から明石港までの約60ha

法に基づく活性化基本計画を策定○

し_ 翌年､再開発ビル(アスピア明石)開

7

(2)明石市との連携事業

連携先

E)明石市中心市街地活性化プロジェクト(08年度新設)
E)明石中心市街地まちづくり推進会議

E)市民まちづくり研究所



連携事業(明石)の進捗状況
E)明石市中心市街地活性化プロジェクトとの
手前打ち合わせ(8/13)

※学内助成決定(8/22)

ロ 雷髭 誓班 謂 瑠 嘉孟措 欝

E)市(+商工労政課)との面放(9/24)
E)公的協麓会の発足(9/26)-傍聴
E)研究会･調査方針決定(10/2)
E)研究会･作美データ検討(12/12)
E)研究会.第2回現地明杢(12/22)

E)EtlFEEl鮎 &童貞l交換会(1/15)

1

年度未に向けて引きGtき調査･提言

研究会が提供する視点

世帯の変化が購買行動に変化をもたらしている

明石市地4BIJ半身世帯事推移(中心市街地及び周辺エリア)

E]中心市t弛此 リ珊E]西エリ7什

I

21l Ill 山.i?.I

l17.7

～8 20- 15■ 1050+ 1 E]gI柵El大久触.空位.dTf

uLi 7.1 一一

1995 2m 2m A:I*サー

21

今後の予定､課題

ロ近日中に､それぞれ現地報告と年度末までの作業

の打ち合わせ -来年度の話がどこまでできる?

ロGⅠSの習熟

ロ駅前や中心地に求められる｢機能｣の整理

8

研究会が提供する視点

長期のトレンド/周辺地域も含めた検討

十一Jd43.Jm早.J-■- -+心PI+1･一■:t=リア廿-両=リア廿･一■IエリアIr
~ー-■■■■-..-.■-I___人 ､＼~一..一一一■-.■■一.一･.一･..＼ゝ′

'＼_.メ.メ/

E)旧基本計画(2000)から現在(2008)のトレンドだけでは分からない

1980年ごろからの長期的な傾向を見る必要がある

E=規定の｢中心市街地｣だけでなく､周辺地域まで含めて考えるべき

まとめに変えて 曲 .___
今回の地域連携事業の意義 ､ヽー
E)まちづくりに取り組む自治体や市民に対する(無償の?)

知見の提供､情報リテラシー

E)大学(研究会)が触媒となり､地域における新たなネットワ-
クを構築(人材の発掘､世代交代)する可能性

E)研究者や学生にとって｢現場｣を知る貴重な機会

連携を続ける上での課題

E)継続のための枠組み(人材､資金)

E)｢できること｣と｢できないこと｣の整理､合意



丹 波 市 と 神 戸 大 学 と a )地 域 連 携 事

■ 春 日町 棚 原 の 古 文 書 整 理 か らス タ ー ト

冊鮭市凍 日町柵原地区姓氏は.地境の寺社や古文潜などの

地域膳史殻産を保蛤･継承して硬世に伝え.まちづくりを行うた

めに｢搬廊瞳′叩 -アップ耶凍推地番見合Jを括成しまLた.

地区内の古文怨の艶理卦法･郎鋭法や､歴史迫盛の活用方

睦について梱朕を受けた神戸大学*学風人文学地域迎携セン

ターは,2脚6年 2月から翌年 7月まで､地区の庚申壁に保管さ

れている自治会所蔵丑前の馳丑.購灘作姓を.脚揃J鮎昆旺民や

丹紅市教育草月童と弗同で艇め.諾永 4年【ほ27は,ら現代までの文苔的 1080点の日盟を取り終えることができました｡

■ ｢古 文 書 を 読 む 会 の 開

日長菜の作成挽.住民に成果を過元せず､大草に研艶成果のみを持ち伸竜というかつての

大学の史料閉むスタイJ岬 反省に斑ち.我JQFセンタ-は.史料を守り者糾すた先人と早鐘も守

り鍬 ナていく住民の両者を藩弛した活軸を行っています.｢古文番は講的なblから捨てられ

ら.摘てられるから雌J成の歴史が伝わらない｣という感掃蘇から脱し.史料の来雌と中身を知

って.利用していくことが保全JLと軒がってLI(と.私たちは考えています.そのた糾こセンタ

-は､庚申藍で保管されていた自治会所略史笛を地隈住民とともに解読してい(中で.除

村との山曲や.地帳のi空士神である天満帥杜など地区の歴史を踊り起こして1､ます｡なお,

その成果は地区性民にパンフレット｢ここまでわかった細腰の古文笹 Ji一日 !Ⅰ日として全戸配付きれています.

I 朝 原 担 歴 史 塵 盟 か ら 至 - 轟 り継 空

まちづくりを担ってい(次世代-地区の歴史を細りついで

いくために.｢古文番を読む虫Jでの研究成鼎凱 小中学生

やその疎御きん向けr=わかりやすく解硯するrふるさi:触原を

もっと知ろう親子紙座｣を欄他Lました｡テーマは-番身近な

更新神社帆依耶史潜をとりあげ蓋Lたu訳座襖には.子供た
ちが侵出LTくれた血居の段や感想文をまとめた回線を作
成L 配付｣ました.この強度をきっかけに.｢参加した偶讃
者がお年奄りから背の神社の成子について聞き晩申告したJ.r当El参加した児盃が奉加できなかった児立に神社の5･をl功
カせてあげでいた｣ということがあ･3たモうですBこの排座が.地域内歴史を取りつできっかけづく別こなったといえるでしょう｡

■ 丹 波 市 と神 戸 大 学 大 学 院 人文 学 研 究 科 と の 協 定 -
住民と共同での古文讃感性柑敵始りは古文番内容の配船 (抑浪会 .パン7全戸配付 ･
展示封 といった｢棚原モデルJの成娘は､地区住民の究謝 こ対する保管者時の向上や,地
区の歴史に臓する内容鞄鮒のさらなる深化という形で現れてい鮒 .
このような｢杵は託モデルJQl取り組みが前く評価された雑果､平成 柑 串(20m7)8月には､汚
溝市域の曜史文化i珪塵の嗣蟹.研兜･保全､またそれらの活用による地域活億化や.活用
しうる̂ 材Ql育成に貫敵することを目的とLT.｢丹波市と神戸大学大学院人文学研究科と
の地域活性化の述挑協力に舶する協定｣が誹鞍鼻丸まLた.

■ 丹 波 市全 体 - の広 が りに 向け て
この臨定に題づいてLLt=ンタ-は 丹波術数奉と盤同で.地域住民の魅力をえながら.自
治会守旧崇が所感してレ鳩歴史資 料 の所在線路を行い､丹醍市の歴史を抱合的に研究す
るためのデ-ダ鮒 や史料q)保全 i暗用体制を碑韓することをめざしています (辿憩物は神
戸九等工学部恩田馳二勤櫨が祖当､古文番はセンターが担当).
2印7年度の啓三削丸 山甜町q)姐 盃 からスタートLました.具体矧 こは.山南町 17地区の
院長を対象に.自治会などで所潜 され ている音文題 ･古写弗や馳放物,その.地域の酵みを
E蒜 蒜蒜蒜蒜 蒜̀ 蒜 蒜■蒜 嵩 蒜 :蒜 蒜 蒜 蒜 蒜 T='･;:;蒜 LuE'= 蒜 .｣ 予･ i&

宜を行いましたA現在､若林民有丈 韻 の洞丑が終わり､杏林零所輔のr丹波国縫固｣などを再発見することができました.そ
の凋正成製は.現地鼠明竜で荘元 しています｡今後も丹波市内の各町.各地区唯位で関空置活軸を堪関してまいります.
今敏とも鰭博のご臨j)をお願い 申 L上 げます｡

軸声未申朱筆焼人生学研免税 地 壌 連 塊 センター 耕声帯卦匡六甲卓irH TE)ELu AX脚8-8DaT5586.Ln81耶Lk血耶L■軸
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神 戸 市 総 合 児 童 セ ン タ ー

極 低 出 生 体 重 児 育 児 支 援 シ ス テ ム 研 究 会

(神 戸 大 学 医 学 部 保 健 学 科 地 域 連 携 セ ン タ ー 〕

ll

′′■/



事新し<私選呼社豊田仲間となった加古な轟奄たた葛に
rお琴生記地でとう｡.退院L'旺今田から面なたたちは私選の社会の仲間です,
小さなあなたたちが私産=招来架.替切り開･毛のです｡｣ L_

･ご豪族野皆蟻に

r翠院おめでとうございます｡あなた方の大切な赤ちゃんは私達すべての笠懸です.
E]中田慮長壱-相に見守ってい奇たしIt思し頓首J

宙 笥 魂 1隈司脚習

措宅にまった退暁Oでも.これuら巾里議に少し不安を感じられ番ご軽症も巷
いガと思し増 す8神戸市で軌 1.5亡〕Qg未熟で生まれた塩吐出生休藍児とそのこ
軍旗のための子育て支援額冨｢YOYOjJラフJをL全国の自治体に先駆けて設けIF
きました｡｢YCIYOやラブ｣の名画敵 前遜時々 という意味からつけられています｡
観塵は.神戸市磯台児畳センタ-と神戸大学との地域連掬事業として遷宮を酌
でおLJ.発達を専門とする小児科医.塩鐸心理士.傑宵土など多くの守門豪が手-
血を掴んで廿が-トに缶たつでL増す｡既に40ロム近く田小さな赤ちゃんがこの
牧童よiJ元気に巣立っていきましたC平成帽年3用現在も.約128相BjL=家族
好事細さnています｡

罰 司 酔 青 嵐

敢壷はL神戸而組合児童セン事一 月梅田育成室で開かれ.2年間にわたLJ計20
回のプ ロヴラム が岡轟きれています卓毎年､4月七 柑 用に新しい密室がユタート
しますが .ユタ- ト時点で.子t-もきんの月齢が予定日から数えて 6カ月を超克

でいたら奉加することができ蓄甘｡

年齢矧 .:｢缶よこ｣.｢LJす｣.｢jアラ｣､｢パンダ｣の 4つの卓ラスに分かれ.

夢転や卑矧 こ応L:た遊びや菓しい運動プロプラムが用島されています｡また ,磨

旋同士が専門啓を交えで荒丑に話し合ったLJ.惰韓を義損する時間も設定されて

uます.(陣のページ屯写真をご垂照下きい01

神戸市Ei･ロ近郊に毒性凱 咽 出生倖望 l,5D的 未潟の芋どもさんとその軍旗や1

鞄敏です4折LJ込んである博 し込み用既に所定町事項を記.i.してお遠LJいただけ

れば .神戸市拭台児童セipタtから敬重の案内が届けられます｡朝壇の替地費用

は窯酌です中亡軌 いただきました個人情熱 こ開LJましては神戸市組合児量セン卓-

の現等劉こ基づき適正に菅埋草世でいただきます｡)
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交 通 申 ご 轟 ん 馨 ･い

JR神 戸 軒 下 卑 帯 革 5分 和 声 商 遭 巌 迫 -罷 遠 和 声 駅 下 丘 鮭 歩 帖 .忠

納 下 環 八 ー 川 - ラ ン ド軒 下 聾 徒 歩 5 出 地 下 患 末 満 山 配 下 歴 徒 歩 15分

お 間 Ll合 わ せ 先

〒邑5田一口亡は』 瀬 戸市甲虫匡簡np唱司 宇丁良3-1
帯 舌 児 竜 セ ン5p-に ペっこランドjYOY亡悼ラフ県
TEL r8ワ別BB2113[旧 FAX ltCqB135･l-{喧呂4

敬重母艦珪馨

神戸東学弓監掌確環哲学科村野 (地噂甜蛸センター代掛 謁EB -ifi

i_=:;-･;-_I
r:雌■魯tLFq32円t
fl明し111TBl.
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墓地持示噛麹塾

.Pr雛

配OJ3EU刊肌用:鳳m

野速
丁肝娘駄Eiii雫石追良品戯 諏遥酌畳転離 職訴ちL酌包容否く嵐頃日蜘 訊琶菰岡罷鮎蜘 証書取触 感施

売 春 C3苛牌 遊び掛 1]H

零蒔匂協動を聞いて市に掛Iた印.ll

等連障害に?/屯lて学びた挑.1]

ボランティアさんも一緒に楽しめます !

工作､絵本読み聞かせ､リズム体操など

楽しい企画が満載 !

スタッフには､ベテランの保育士､

看護師､作業療法士が参加します｡

遊びにきてね !

興味のある方は､まず下記までご連絡ください｡

お問い合わせ先 〒654-0142神戸市須磨区友が丘7-10-2 松井 学洋(すまいる教室)

神戸大学医学部保健学科高田研究室 Tel078-796-4515 山本 暁生(なだ教室)

毎月第3土曜日 12:30-17:00 毎月第1土曜日 12:30-17:00

場所:神戸大学のぴやかスペース｢あーち｣ 場所:すまいるプラザ大黒

HP:http://www.edu.kobe-u.ac.jp/fhs-re[kei/potrack/top.html HP:http://www.edu.kobe-u.ac.jp/fhs-re[kei/sumapotrack/top.html

E-mail:nada-renkei@people.kobe-u.ac.jp E-mail:smile-re[kei@people.kobe-U.ac.jp
15



農学研究科地域連携センターは､住民､
行政､NPO等と農学研究科の各研究
講座を繋ぎ､サポートを行うとともに､
センター独自のプロジェクトを実施し
ます｡本センターの主な事業は次の3
つです｡

地域共同研究

地域共同研究は,2種類ある｡

第1rL 篠山市との連携協定に基づく､事業負担

金による共同研究である｡本年度は､農学部内に2

つの研究チームを組み.｢篠LLJ市特産物の育横架材活

用型栽培法と有用形質調査に関する研究｣と｢地域特

産物 (丹波篠山黒豆)マーケティング戦略構築に関

する研究｣を､丹波篠山黒まめ課との連携で実施して

いる｡自然系､社会系､それぞれの観点から地域の

問題解決に資する研究をとりまとめ､篠山市への提

言として､次年度のフォーラム等で､成果還元する

予定である｡

第 2は､地域連携センターの認定プロジェクトの

実施である｡8つの研究を認定し大学から研究千用

を提供することで､教員等が研究を通じて､地域と

連携し社会貢献を行うことを支援している｡本年度

の認定プロジェクトのうち､｢都市商店街における都

市農村交流拠点形成に関する研究｣とr新たな環境兼

業の推進｣は､地域連携センタ-所属の地域連携研究

員を中心に､地域やNPO等と連携し推進する地域

連携センター独自の実践的な研究を繊続している｡

神戸大学大学院農学研究科

地域連携センター

2008活動報告
地域交流活動

2CO8年度の地域交流活動の主な成果は3つある｡

第1は､連携講義｢兵庫県農林水産行政論｣の実施

である｡これは､兵庫県■林水産部と連携して設け

た農林水産行政実務の謙舞である｡農学部2年生を

対象に80名程度が受講している｡

第2は､農業･農村フィールド演習である｡これは､

昨年度試技開講し､本年度から､単位として認定さ

れた｡本年度は､篠山市真南条上をフィールドに､

地元営農組合と連携して開講し､年間 8匡lに渡り､

演習を行っている｡概ね30名程度が参加している｡

第 3は､農村ボランティアバンクKOBEの登録

支援活動である｡これは､従前のNPO法人食と農

の研究所の農作業ボラバイト事業を発展させたもの

であり､地域連携センターとNPO法人食と農の研

究所と､NPO法人兵庫県有機農業研究会と3着の連

携で､地域の農村を支えるボランティアの仕組みを

開発中である｡本年度 6月 24日の立ち上げ以降､

11月 20日現在､農家12名 (本年度9名増)〟

受け入れ先として､64名の会員 (市民22名､学

生43名､本年度合計17名増)がボランティアと

して登録する成果があがっている｡さらに､上記の

期間に 9件の支援要請を情報配信し､12名がボラ

ンティア参加した成果があがっている｡

以上のように地域交流活動は､実践的教育プログ

ラムとしての成果をあげている｡今後の教育GPの

食農コープ教育の骨格となるカリキュラムとなって

おり､さらに実践的教育プログラムとして発展と普

及が期待できる｡

相談･情報発信
2CX⊃8年度の相談情報発信の成果は4つある｡

第1は､篠LLI市における地域連携フォ-ラムの実

施である｡昨年度の共同研究実績である ｢黒大豆を

基軸とした地域産業複合体形成｣､｢黒大豆の施肥技

術の向上と教育効果の検証等の共同研究｣等の調査

の成果を取りまとめ､篠山フィールドステーション

で地域住民､行政､農業団体に報告し､地域への昨

年度の成果還元を行った｡

第 2は､地域連携研究会の実施である.本年度

はr地域連携研究と有機農業｣をテーマに11月10

E)に､地域に一般公開し､成果の地域への還元と意

見交換の端として実施した｡30名の参加があり､

活発な親杭が行われた｡

第 3は､｢有機農業と農村ボランティアの入門セ

ミナー｣の実施である｡本セミナーでは､地域連携

研究員と農家が一緒にプ田クラムを開発し､その改

善点を受講者(学生3名､市民8名)がフィードJてッ

クすることで､内容の改善を進めている｡

第4は､オフィスアワーの実施である｡これは､

地域や学生､教員等の地域と関わる様々な相談に対

応する時間である｡毎週月曜E]と木曜E]の午後1時

から3時まで実施している｡2008年度は､12月

25日現在､電話または来訪で相談が37件寄せら

れている｡

以上のように､相談情報発信分野は､地域と大学

が共通の価値を創造していくための地域とのコミュ

ニケーション窓口となっており､定期的な地域への

成果還元や意見交換等のフィードバックを受ける仕

組みとして成果をあげている｡

Jt積 村フィールド演習 神戸水道筋まらむら交流市 16 農業農村ボランティアJTンクKOBE 甜 農業と農業ボランティア入門セミナー
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2009.1.13

国際文化学研究科の地域連携への取り組み

- 異文化研究交充センター (LRee)と ｢文化情報リテラシーを駆使する専門家の養成｣-

異文化研究交濠センター麟 モロ 多文化共生抽域連携欝 の測

1.兵庫最国露文克協会と回線文化学研究科との連携協定に基づく活動

･0地 EA血血StuELn erSchLXA

夏休みに来日するオックスフォード大学及びケンブリッジ大学 (オックスブリッジ)の学生が行なう日本人

学生を対象とした英会希の謙義や様々な国際交流

･r21世盆文明研究セミナーJ､rアジア若者塾｣-の講師およびボランティア派遣

･兵庫県内の在日外国人支援団体-の学生ボランティア派遣

-E甘C (神戸定住外国人センター)･･-･大学院生､学部生延べ8名が通2日､外国人児意の学習支壌

-わくわく会など ･･････2007年度に済菅の一貫として延べ10名が外国人児童の学習支壌

-NGOベ トナム inEOBE･･.･･･大学院生を中心に活動

･伊丹マダン､神戸オリニマダン-の大学院生がボランティア参加

-同時に研究調査の支援も

･兵庫県国際交沈協会における学生のインターシップ

･兵庫県国葬交凍協会主催の国際シンポジウム､行事-の学生のボランティア参加

･その他､1朗fJの協力賄係による学生派辻､今後センターと個別の協力関係を結ぶ方向で検討中｡

2.禰戸大学教育研究活性化支援経費による､センターを基盤とした在日外国人のフィールドワーク美菅

･2006年度 岡田浩樹代表 (アジア系)

フィールドワ-クに基づく異文化理簾と地域連携教育の推進

- 神戸屠辺の在日外国人と地域社会についての実榊 壬を中心として-

･2007年度 細谷広美代表 (ラテンアメリカ系)

多文化共生型の新たな市長社会像の構隻

･一･:- ラテンアメリカからの日系人を中心とするニューカマーの移住者たちと地域社会-

3.センター研究経費による地域連帯活動

･2008年度 岡田清衡代表

長田区アジア系定住外国人ライフストーIJ一幕査

･神戸定住外国人センター､長田区商工会議所､長田区まちづくり株式会社などと連携

一長田区の定住外国人の関取調査を中心に､地域社会の基礎資料収集と地域文化資源化活用を目的とする

･主に､国際文作学研究科大学院生による調査研究
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･受け皿として､MCJ研究会 (多文化社会 日本研究会)を月に2回開催 (神戸大)

･毎月1回程度､長田商工会蔑所会蔑童で打ち合わせ会蔑､月に1,2名程度の聞き取り調査を進めている

･3年計画の予定｡2008年度は予備調査期間

異文化研究交流センターの地域連携活動の詳細はセンターのウェブサイ ト

http:/h .da.lobe-u.acjpnReC/ をご参席下さい｡

文節科学書 大事株教育改革重機フE]グラム r文化僧職リテラシーをJi使する専門家の霊威｣

地域連携研究教育プロジェクト｢淡路･人形浄瑠璃｣

2008年8月5日

･淡路人形浄瑠璃館 (南あわじ市福島丙)訪問 -- 岡田教授 ･寺内教授 ･金田特命助教･徐研究員

- 板東千秋氏 (支配人)､仲山和史氏 (南あわじ市教育委旦会)らと､12月開催予定の淡路人形座公演セミ

ナーと､来年度から実施予定の地域連携に根ざした研究教育プログラムについての打ち合わせを行なう｡

･淡路人形浄瑠璃資料館 (南あわじ市市三条)訪問 -- 資料収集を行なう｡

2008年 12月13日

･本プログラムと淡路伝耗芸能推進事業実行委員会との共同主催行事､ワークショップ ｢人形浄

瑠璃を科学する｣を開催

パネルディスカッション ｢人形浄瑠璃一語りと人形のメカニ女ム｣

パネリスト:薗田 都 氏 (大阪大学大学院)･細田 明宏 氏 (帝京大学)

淡路人形座による淡路人形浄瑠璃公演 (淡路伝統芸能推進事業)

2009年度予定

2009年度前期
･フィールドワーク関連講義の開講予定

前期課程において淡路 ･人形浄瑠璃地域研究プロジェクトに絡めたフィールドワーク調査および映像 ･音声

記魚の手法の習得と実践を目指す講義を展開

2009年夏～款

･南あわじ市を中心にプロジェクトの実地調査研修を実施予定

2009年 10-12月

･研究科国際シンポジウムにおいて実地調査研修の成果報告､淡路人形浄瑠璃の公演予定

2010年2月

･南あわじ市においてプロジェクトの成果報告を兼ねたセミナーを実施予定

文部科学省 大学院教育改革支援プログラム ｢文化情報リテラシーを駆使する専門家の養成｣の詳細は

http://礼da.kobe･u.acjp/ をご参照下さい｡

また､同プログラムの地域連携研究教育プロジェクト ｢淡路 ･人形浄瑠璃｣の詳細は

http://Gil.da.knbe-ll.aCjp/joruri/ をご参照下さい｡
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のぴやかスペース ｢あーち｣

環境サークル ｢エコロ｣
イベント会場での環境啓発活動

防災 ･減災に関する公開講座

天文研究会による ｢摩耶山星まつり｣

など
21



灘 ･安全安心運動区民大会
での大会宣言

地域の防犯パトロール

防犯サークル ｢ドリームプランター｣ 灘 ･まる洗いプロジェクト

｢まもプロジェクト｣

古いTシャツや傘の回収 ･再利用を通した地域交流

【神戸大学 ･灘区まちづくりチャレンジ事業助成 H17年度～】
18年度 :水道蔽地区での歴史調査 (文学部地域連携センター)
復興住宅住民と周辺地域住民とのコミュニティ形成事業 (灘地域活動センター)

19年度 :健康づくり隊の自主活動支援 (医学部保健学科地域連携センター)
20年度 :耐震診断を通した灘区民の防災 ･耐震意識啓蒙のための活動

(自然科学系先端融合研究環)
水道筋の歴史をテーマとした人形劇公演 (児童文化研究会)

【灘 ･地域アカデミーH19年度～】
身近な地域で､身近なテーマについての研究発表､双方向の意見交換を行う
19年度 :『水道筋周辺地域のむかし』 (文学部)
2月16･17日公開講座 (場所 :水道筋地域の集会所)
(16日 ｢六甲山と摩耶山の今むかし｣
17日 ｢水道筋周辺の水利事情｣ )

3月2日 上野道～摩耶山をフィールドワーク
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震

2(珊年1月13日 (火:.から1月16El撞:-.まで
神戸大学工学部の木製歩道 う リ ボ ー ロ ー ド にて

柑95年1月17∈川こ発生した阪神 .淡路大軍損は､神戸大学にも大きな櫨書と悲
しい出来事をもたらし奮した｡しかし､震災は神大生が社会的請勤に取り組む
きっかけにもなりました｡あの日から14年が経った現在､災筈被災地の童崖や地
元神戸でのボランティア活動､留学生の貴慮など､神大生の社会買献活動は幅広
く展開されています｡雷異のことを知らない学生や教職員のみなぎんに､震災の
こと､そして摂損をきっかけにはL;まった学生たちの実践を知ってもらうことが､
このパネル展示の目的ですB活動に取り組む学生たちは､多くの経験を通じて人
間的な成長を遂げてきま｣たQそうした学生たちの菓矧ま､私たちがこれから､
どのように災害リスクと向き合っていくべきか､どのように地域貢献に取り組ん
でいくペ書かということを考える上で､大切なヒントを与えてくれます｡

』主催 :.神戸大学都市安全研究センタ一･･学生ボランティア支援室
r協力 :学生震災救擾隊､震災犠牲者聞き語り調査会､

鹿台ボランティアセンター､Truss､二ユ-スネット垂員童

〒65718501神戸市灘区六甲台町1-1神戸大学都市安全研究センターR202
学生壷揺GPr地域に傾ぎし人に学ぶ共生的人間力｣電話:078-BOB-6256
〔内線蛇5副 担当:梱滞 (aizawa.(yotaro@poF【.kobe-U.ac.jp)

敷碁q一読は文妬nT'Gの平成30年ER半生七紐即 日丑QEにⅦぎLJU=糊 盤dir九r..111｣m-･I鳶として持bn監T.
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展 示 会 場 の ｢う リ ボ - 日 - ド ｣ と

パ ネ ル

｢うりボーロード｣は､国際文化学部と工学部､本部､文理農学部
エリアを結ぶ木製の遊歩道です｡
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0企画趣旨説明､震災後の神戸大と神大生の年表､パネル配置図

◎学内メディア ｢ニ ュースネット｣の震災特集紙面､
ニュースネット重患会の紹介

◎社会的活動に取り組む学生たちの活動紹介 (学生震災救援隊､総合ボラン
ティアセンター､Truss)

◎震災で亡くなられた神戸大学構成員の方のお名前と献花のご案内､
選炭犠牲者聞き語り調査会の活動紹介

⑤震災当時の地域住民の方のインタビュー､震災当時の写真､学生支援GPと
学生ボランティア支援室の事業紹介
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之008.10.lp5 地域･･Lだいが･く連携通信 業3号 日 )

き⑳ EOmBmE-第3号- 地域 .たいが<連携通信 神戸大学地域連珠推進室〒657-850ー神戸市患区六甲台町1-1
-神戸大学地域連携ニュース- TEL:078-803-5029FAXニ078-803-5049E-和a弛ksukhltk噛¢用亡e血be-眺8⊂ip

【特集】｢地域｣から ｢ウィーン｣へ
- ｢苗野原.梓虜収容所里帰り展覧会 ･演奏会｣の･開催 一 地域運鵬 進呈

今から約90年前､第-次世界大戦当時の兵癌県青野ヶ原には停虚収容所

があり､ドイツ兵､オーストリア-ハンガリー兵合わせて500L余亀が収容

せれていました｡

祖国を遠く離れた土地で停虜兵たちは､それぞれに趣味や娯楽を見出して

日常生活を送っていました｡また.､温婁会の開催や停虜の生産品を通じて地

域住民と交流をおこない､新たな妓絹や文化を伝えて書ました｡

青野ヶ原は現在の兵庫県小野市､加西市にまたがる地域です｡小野市と勉

域達蜂協定を結んでいる神戸大学胤 小野市のおこなう音野原倖虜収容所の

真簿究明に協力して普ました｡そして､2005年には小野市好古鏡での展示会､ 聾V皇納材

王クラホールでの神戸大学交替薫団による再現演算金 目919年3月30日冊催の停虎による脚 藤島の開削

の開催､2006年には神戸大学百年妃食塩での展示会､諾RI=妃念学術交流会五割こおける再現演奏会を

開催し､社会的にも認知されるものとなり富した.

今回､展示会を9月】Elからl.0月29日まで､惇虜兵の祖国の一つオーストリアの国家文昏短

で開くことで､青野原惇虚収容所の樫盛兵たちを ｢里帰り｣きせることといたしました｡同時に､

オーストリアに存在する史〔讃)料も展示することで､国際的な学術交流にもつながっていきました.

また､この企画には､国家文藩館及び軍事史博物既での神戸大学交野楽団による再現演義会の開

催もあります｡史 (質〕料だけでなく､学生の演賓を通じて､厚顔兵の思いにも心を寄せる積金を

設けていますQ

地域に残されていた薦料から､大学との連携がはじまり､賛料を生み出した倖腐臭の祖国､オー

ストリアまでつながっていく｡告ぎに､世界史の中に噂域が位置づくという.時空を担える出来事

の広がりに､地域連携事故の可能性を感じる事ができました｡

国細 噂での屈筒鼻の牡子
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(2) 地域 .だいがく連携通信第3号 2OD8,1･0.15

小轟市からの応轟団

r骨野原停虚収容所里帰り展覧会 ･k演葬会｣参加記

小野市民圏医長 坂田大筒

第一次大戦のオーストリア兵の博康収容所が､小

野の菅野ケ原の地にあったことを知る人は､もう僅

かな人達であった｡この市垂が rlか野市史Jで紹介

され､小野好古飴､神戸大学との共同研究の成果が

展示せれたのは､むしろ奇跡に近い.これも歴史そ

のものであった｡

この度､オーストリアの首都ウィーンの国家文壇

鰻での展示会が開催きれると聞き､ついに､小野市

の事象が世界史の一部になったのかと驚き入った次

東である.これを塊会に-度 ｢ウィーン｣へと誘わ

れて断わる理由がない｡改めて市民の有意の士を

募ったところ､20名程の参加を得て､市民団の結

成が図られた｡

さて､ウィーンでの展示であるが､9月3日より､

3ケ月に亘るロングラン展示であるとのこと｡きて､

髄何なる反響が硬の鞄であるか､大いに気になると

ころである｡まだ始苦ったばかりをので.その専馴こ

蛙することができないのが残念である辞､大いに期

待しているQ囲みに､圏内では ｢罰亮新聞Jが9月

5E)に､その記事を載せ､その状況を詳しく紹介音

れてしヽる｡

内容の展示及び神戸大学交響薬園の演奏会につい

ては､好古塩での展示及びエクラホールでの演奏会

と､概塾は変らず.好評選に終始したというべきで
あろう｡

その中で印象的であったのは､執事会で司会を一

部担当きれた通訳の女性が､ウイ-ンに在住する己

と三十年の経歴であったが､瀞顔曲目が日本のメロ

ディーになった時､思わず絶句し涙('まれたシーン｡

望郷の念を強くきれたのではと､我々も思わず心ひ

かれるものであった｡

一方､市民団として蓉放したのではあったが､神

戸大学と小野市との樫縄の中で､市民の簡割が今一

つはっきりしなかったの節気になった｡公式行事へ

の参加の呼びかけもなく､障鞄旅行者としてのアウ

トサイダー:的立場であった｡青野ヶ原を含む地区の

調査に係わってきた区長も､当確蓉画しており､何

らかの公式行事も腰定きれていなかった町も含め､

残念なことであった.

26

とは首うものの､オーストリアの文化と風景は､我々

に深い感動となごみを与えてくれ､大いに盛り上っ

た｡途中での大学との交流会､或いは普よならパー

ティ等､:区切りある旅程となり､初秋のウイ-ンの

風鞄を満喫出来たのは大きな収穫であった｡

これも､神戸大学と小野市の交流により企画され

たものであり､奉加皆様のご協力に感謝いたしてお

ります｡高雄うござい富す｡【小野の歴史を灯る皇金星)

小野市民丘の骨飾付-ストI17毘官文暮Err=tI

た くさんのL方から応援して いた だ きま Lた

ウィ-ンでの｢骨野原惇粛収容所里帰り展覧会,･満萎
畳｣の開催にあたり奮しては､多くの企楽･地域の皆様
から2重題を確りました｡ここに敬意と感軸を込めて掲
載させて罰きます｡
くご協賛頂き苦Lた金箱等) (順不同)

DAIKtNEUROPEN.V.

株式会社アマダ. AMAD･A如striaGmbH

アシックス商町称式会社

株式会社フジタ相米人､ 小野匠Ⅱ集金

市立小野市民病 ｢院内科医師一同の皆様

株式会社ユ-エム工業

繰式 会社河合菜館熟作所感路ショップ

小野の歴史華和古寺､ 擁式会社｣･Tt王酉E3奉

私立膏が丘クリニック､凄野三四毒有志の儲様

神戸大学文悪童榊声大学東学奉伺蛮毒)

神戸大学曹長毒 口事戸ま芋繋甘藁,団08怠)

(個^でt,lq重器くださった皆様) u頃不同)

白川敏一

漬姓香織

上田通番

篠=原匪帝

西山 茂敏

活水 幸弘

様 t神戸市在住) 佐々束縛 感 tgl浜市在蛭y
様 l黒京野在任1 西村興亜 項 目D双市在壇J

様 日野盛市在住) 藤井栄一 様 (･明石市在住)
樺 (小野市在住J 平出静 生 撒 く小野帯在珪)

様 順召市在住) 門田正集 積 日中戸市在住l
様 (小野請を速さ

*神戸大学褒響轟団直軸漬畢怠､Ij層市及び神戸大学での壮行

添尊皇でも多くの皆様かBp2重堤いただきました.

･*周腐文書館での贋示では､人文学研究科大津留原教掛こ､交
響楽団の演奏に轟たっては､人文学研究科長野帽子数理､人間
発達環境学研究科召村文皇識救援にご指導いただ曹ましたA



三･008.10.15 地域･!tだいがく連携通信 寮3号 (3)

交響楽団体験記

◆昏案の看臥 ウイ-ン｡啓段クラシック苦楽を浪垂

している私たちにとって､今回の演奏旅行は本当に

忘れることので曹ない負重な体験となり雷した｡

今回行った演奏会は､ヨーロッパの人々にとって

非常に親しみのある曲院を全く環境や文化の選う日

本人の私たちが演奏するというもの｡

苦楽を専門としていない学生の私たちにとっては

大変なもので､練習はいつも以上にハードになりま

したが､編曲･指揮をして下草った田村先生の熱い

指等の下､一夏かけて6曲をよいカタチで完成させ

ていくことができました｡

現地に着いてからは､私たちの予想もしない十ラ

ブルが起こったリ､爽際に行ってみTj:いとわからな

いことも多く､戸惑うこともた(さんありました.中でも演醇会場である軍革史博物
唐は､田本にはそうそうないであろ

う天井の高い巨大な建物で､残響が

とても甚だしいため､今まで練習し

てきたものを本番直前に怒って大略

に変更するという珍しいハプニング

もありました｡

Lかし.ウィーンの歴史i文化溢

れる場所で演奏でき､また来て頂い

たお客様に署んでいただけ､なかに

は私たちの演奏を聞いて涙を流して

■卑臥 ウイ-ンという､古くから音楽が根ざした

土地で涌婁する換金をいただけたことは.不安や恐

れも.あったものの､それをはる患､に上回る棄曙らし

い体験でした｡ 怖れない吹奏葉形鮭や難解を蕪諸

に悩み､また準備･手続きも初めてのことが多く戸

惑うことが夢かったですが､田村先生を始めとする

神戸大学や小野市の皆きんに､三度に渡る国内公演

を成功に導いていただき､来るウイ-ン公演への自

億をつけることができましたg

ウィーンでの演奏会は､軍事史博物鶴や文督鶴と

いう由緒ある零時らしい場所でした8夢中で終えた

荊妻は､おそら(とても拙いものであったでしょう｡

しかし､演奏後にはあたたかしヽ拍手と感想をいた

だき.E)奉で一生懸命練習し

馳駆野

lfllqrIII17llLt■｣qilnlFJILq～̀･TnT

mH甘坪写月油 8にX■r=即 された■■*プログラム

感動して下せった方もいらっしゃって.私たちに

とって大変喜ばLい措果となりまLた0

滴轟のための旅行でしたが､数々の菜摘館を遡り

名画を璽調L､田本でも広く知られている作曲家た

ちのゆか.リの鳩へ行ったリ､塙▲に蚤終日には国立歌

劇場で本場のオペラを見ることができ､かなりいい

刺激になり雷Lた｡

最後になりましたが､Eのよう在寮晴らしい環境

で温章ずる機会を設けて下きっtた大学の先生方､聡

.員の皆様､そして暖かいご主鎖を下さった非常に多

くの皆様に本当に感謝しております｡ありがとうご

ざいました｡

TLのような丑重な体験を.今後の交替轟団の活軸

に活かせていけたらと思います｡

(国府文絶筆鯉3E]生藤井大樹)
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た甲斐があったなあと思いました｡残念だったのは､三国
胃の公嵐にあまりお客様がい

らっしゃらなかったことで､

私たちからも向か広報の働苦

かげができれば良かったと感

じていますo

また､フリーの日を2日間

いただけたので､しっかリ

ウィーンを堪能TL･書ました｡

現地のガイドきんと仲良く

なれたことや､番場喝r苦楽に

触れられたことは私たちの内面的な鞄と在ってゆく

でしょう.苦楽を専門に勉強しているわけではなしヽ

私にとって､おそらくこれは最初で最後のき毎外演奏

会になると思い雷す｡種々な人々の支えによって､

このような素晴らしい経験を胸に生きてしヽけること

を､感謝し､また誇りに思っています｡ありがとう

ございました. 捲学部 三回生藤蕃佳奈予)

荒】■垂娘7線の望草野屈A(T尊皇博織成Jこて】



(4) 地域･だいがく連携通信等3号 2008.10.15

2008年度地域連携公募事 業

地域活性化への貢献をテーマに､教職員 .学生か ら､r地域連携串翼Jを公募 しました｡

2008年度 ｢地域連携事業｣支】覆審糞
部局等名 支雀事農名

2008年度｢学生による地域貢献活動｣支援事業

学生団体等名 支濃活動名

神戸大学児亜文化研究会 兵庫県北部における､手ども達を対象とした巡回交荒事講

<2008年度灘チャレンジ事業>

丑区は､神戸大学との協定にもとづき､地域の課題の解決や庵力の向上を目的とする活動･事業に助成
をおこなっています｡

2008年度繋チャレンジ支援串蓋
部局等名 支援事業名

自然科学系先鏡面合研究環 耐震診断を通した灘区長の防災 ,酎環景敬啓嚢のための活動

く活動報告>
3月26日 医学研究科及び医学部附属病院が兵庫県病院局と地域連携協定を締結 (地域医療の向上)

3月27E3 経済経営研究所が兵庫県 ･兵庫労働局とフォーラム ｢総合化へ向かう少子化改毘｣を開催

6月 H El 国際文化学研束斜が肘fg3法人兵庫県屈闇交流協会と速決協定を締結 (異文化寧腰と多文化共生社会の棄現)

7月 5日 農学研究科と簿山市共催による鞄域連携フォーラムの開催 t碍山フィールドステーション)

昨日･柑 神戸大学加 薬箆による 憎 野原停盛収容所望剛 演奏会J開催 順 市うるおい交流館工タラ
20日 神戸大学瀧JLl記念学術交流会短

9月 3日 ｢育野原停虜収容所里帰り展堤皇｣ 【-10月29日､ウィーン】

古曲 :亡 ~- = ELIL4JIJLTZ= 一 ･-･--i･,JAY.l A

塾蔓顎 蔓還 監若造蓋晋農芸 琵琶憲.慧渡 志 欝範讃監恕 ま
展長会の何鑑を鞄L=る現地の新聞転寧
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義 軍 聾 ー'~琶 整 .

莞 垂聖 蓋 蓮 蓋 聖 萱

密集後Ja

今回は,ウィーンでの r雷野原停戊収

容所望締り展覧会.演奏会｣帝濃です.

小野市との地塩連携亨藁でおこなわ

れた ｢青野原伴虞収容所｣研究の成果

が.籍を洩ったのです 現地ウィーン

でもこの様子は祖述きれています.

嫌々なご壷嵐にあらためてお礼申し

上げぎす~
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